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			登場人物
		


		これはシーズン３全体の登場人物紹介なので、全ての話にここに出てくる人物が登場するとは限りません。

		
			オックス・モルダア・ムスタファ
		

		　FBl（エフビーエル）特別捜査官。天才的推理と「少女的第六感」で数々の難事件を解決・・・するのか？

　シーズン１から数えると、もう何年もエフ・ビー・エルに勤務しているのだがいまだにバイトである。途中までは正式な捜査官になることを望んでいたのだが、シーズン２の後半当たりから色々と謎めいて陰謀めいた事件が多くなってきたので、それどころではないという感じで、自分がバイト捜査官だということは半分忘れかけている。

　彼がペケファイル課で謎の事件を追うのは、失踪した兄を捜すためでもあったのだが、なぜかその兄の存在すら怪しいものに…？

　余談だが、いろんなところにエロ本を隠し持っている。

		
			ダナア・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　モルダアのパートナー。死体を切り刻むのが大好きな検死官。（無免許）

　常に冷静であり完璧でエレガントであると思っている。たまにはそのとおりになることもあるが、それが高じてうぬぼれにつながることも。またいろいろなことにコンプレックスを抱いているような一面を見せることもある。

　ペケファイル課で勤務を続けているうちに「あり得ない現象」を沢山目撃してきたのだが、そんなものは全てまやかしに違いないと思っている。ただし、仕事から離れるとそういうことはすっかり忘れるので、その辺は特に気にしていないのかも知れない。

		
			アンタモ・スキヤナー
		

		　FBl副長官。モルダアたちに上から指示を出す人。シーズン１では一番偉い人だったが、シーズン２になるとエフ・ビー・エルにはその他の偉い人が出てくるようになり、彼は板挟みの中間管理職みたいな立場になってしまう。さらにシーズン３になると「偉い人」はさらに偉くなり、スキヤナーはさらにエフ・ビー・エルでの立場がなくなってきそうだ。

　部下でもありシリーズの最初から仲間でもあるモオルダアとスケアリーのことは常に第一に考えることにしているのだが、エフ・ビー・エルでの微妙な立場のためにそうならないこともある。

　中年だが体を鍛えているのでいつまでも若々しくそして男性的である。男性的なので頭は禿げ上がっている。

		
			ミスター・ペケ
		

		　隠居した怒百目鬼（ドドメキ） 鐵円（テツマル）に変わってモオルダアやスケアリーにいろいろ裏情報を教えてくれる謎の人物。ドドメキとは違い常に威圧的な態度でモオルダア達に接する。

　シーズン２ではモオルダアが手に入れた証拠の品をモオルダアから奪うなど、彼が味方なのか敵なのかハッキリしたことは解らない。しかし、話の進行が停滞したら彼は必ず現れて面白いことを教えてくれるに違いない。

		
			ドリンキング・ウィスキーマン（通称「ウィスキー男」）
		

		　常にウィスキーをラッパ飲み。闇の組織の一員。裏で糸を引く男。色々たくらむ男。彼の本当の名前は誰にも解らない。

　その闇の組織は世界的な陰謀に関わっている。もしかすると世界を動かしているのは彼らなのかも知れない。とにかく彼らは目的のためには全てを闇に葬り去ることが出来る。そのために人を殺したとしても、彼らが罪に問われることがないことは明らかである。

　そんな組織の中でもウィスキー男はかなりの権力を握っている。ただし、ウィスキーがなくなると弱くなるというウワサもある。

		
			ラヴィング・マシュマロマン（通称「マシュマロ男」）
		

		　ウィスキー男とは密接な関わりのある謎の男。おそらく彼が本格的に登場するようになる前もウィスキー男の登場した薄暗い部屋に彼もいたに違いない。

　謎の組織の一員であるのだから、彼もまた話を混乱させるに違いない。

		
			蔵衣地・A・ロドリゲス
		

		　ハーフのような名前だが、純粋な日本人。便宜上たいていの場合「クライチ君」と呼ばれるので、下の名前はどうでもいいのである。

　始め登場した時にはエフ・ビー・エルの新米捜査官という肩書きだったが、それは仮の姿だった。彼は闇の組織に雇われて時には危険な仕事もこなす。

　そろそろいい大人なのだが、常に「最近の若者」みたいな喋り方をする。そして「最近の若者」らしく簡単にねがえったりもする。

		
			ローン・ガマンの三人
		

		政府や社会の裏に渦巻く陰謀を暴こうとしている秘密組織。作者の都合で新しく誰かを登場させるのではなく、これまでに登場した人物を起用することにした。

		
			ヌリカベ君
		

		　シーズン２の始めのころ大学院にいた彼はスケアリーに依頼されて捜査に協力したのだが、それがきっかけで世の中には誰にも知られていない大きな陰謀があるのではないかと思い、大学院をやめてローンガマンを始めた。

　化学やハイテクに関することに詳しい。無口すぎて必要なことすらなかなか話さない。彼が唯一の「ローンガマン」の正式メンバーである。ヌリカベ君はメンバーが二人以上になると「ローン・ガメン（manの複数形でmen）」に名前を変えなくてはいけないのではないか？そうすると名前の由来である「ローンを我慢する」という意味がなくなってしまうので、彼以外がメンバーにはいることは認めていない。そのローンとはローンガマンを始めるに当たって購入した機材のローンである。

　大学時代は演劇部で死体役や壁の役を専門としていた。常にダークなオーラで人々をゾッとさせる。

		
			元部長
		

		　ヌリカベ君のいた大学の演劇部で部長をしていたが、演劇とギャンブルに没頭していたため学業がおろそかになり大学を中退する。ちょうど同じ頃大学院を辞めた先輩のヌリカベ君がはじめた「ローンガメン」のアジトに居候している。

　ローンガマンのアジトでヌリカベ君のやっていることを見ているうちに興味が湧いてきて色々と勉強したので今では怪しい陰謀論やオカルトっぽい科学にはかなり詳しくなっている。

　また、あまり喋らないヌリカベ君に代わって、彼の意見を代弁する役目もはたしている。そろそろローンガマンの正式メンバーにして欲しいと思っているのだが、ヌリカベ君は認めようとしない。

		
			フロシキ君
		
 
		　本家「エックスファイル」に合わせるなら「ローンガマン」は三人いないといけないということで登場したフロシキ君。元部長の知り合いで、元部長からローンガマンの話を聞いて「なんか面白そう」と思ってローンガマンのアジトへやって来るようになった。

　元部長と同様にローンガマンのアジトで過ごしているうちに怪しいことには詳しくなっている。彼もまたローンガマンの正式メンバーになりたがっているのだが、もちろんヌリカベ君は認めていない。しかし、今ではローンガマンといえばこの三人という感じになっているので、彼らは正式メンバーではなくても、その辺は気にしていないようだ。

　時々、相手にとって失礼と思われるような話し方をするのだが、そこが気にならないのは彼の持つ不思議な「ダメな感じ」のせいかも知れない。

		
			モオルダアの父（名前はまだない）
		

		　シーズン２の最終回に作者の都合でいきなり登場して、そしていきなり降板。以前に防衛庁やその他の国の機関で働いたいたことになっている。

　ウィスキー男やその回りにいる人間達とも面識があり、実は「何か」を知っているようである。

　降板はしたが、死んだことにはなっていないので突然再登場したり「過去の出来事」の中に登場することがあるはずだ。

		
			モオルダアの母（名前はまだない）
		

		　モオルダアの父同様に作者の都合で登場することになった。

　昼間は居間でお茶を飲みながらワイドショーを見て、夜は居間で煎餅を食べながらサスペンスドラマを見る、わかりやすい感じのオバサンである。

		
			ダネエ・スケアリー・ザ・プリンセス
		

		　スケアリーの姉。

　妹のダナアと同様に完璧でエレガントで喋り方も一緒だが、彼女が妹と違うところは科学よりも占星術やオカルト的なことにも物事に関する重要な何かを見出すところである。

		
			スケアリーの母（名前はまだない）
		

		　ダナアとダネエの姉妹がおかしな喋り方をするのは、この母親の影響かも知れない。

　母と姉妹が三人揃ってしまうと、三人とも同じ喋り方なので誰が喋っているのか解らなくなる。（スケアリーが喋っていると説明しなくても喋り方でそれが誰なのか解るという「スケアリーですのよアドバンテージ」を作者が使えなくなるのということでもある。）

　それ以外は完璧でエレガントな母親である、と彼女は思っている。

		
			エフ・ビー・エルの技術者（名前はまだない）
		

		　コンピューターとかハイテクっぽい事柄が出てくると登場する技術者。彼の知識とエフ・ビー・エルにある最新の機器があると事件に関してかなりのことが明確になるのだが、自分の興味がわかない限り基本的には言われたことしかやらないので、彼が事件を解決してしまうようなことは決してない。

　モオルダア同様にバイトだったりスケアリーに密かに恋心を抱いているというところが面白いので定期的に登場することになってしまった。

		
			エフ・ビー・エルの職員たち
		

		　物語の進行上に得に意味がない限り、彼らはエキストラである。エフ・ビー・エルのビルディングで忙しそうに動き回っているが、実はそれはただビルの中を歩き回っているだけで、その行動に目的があるわけではない。

　シーズンを重ねるごとに彼らの中には何かの陰謀に加担している者や、何処かのスパイみたいな人が増えてくるので要注意である。

	
		
			#021「祈祷」
		


		
			まえがき
		

		　Season2の最終回がそうだったようにSeason3の初回であるこの話も本物の「the X-Files」とそっくりの内容で、大いにネタバレしているので、これから「the X-Filses」を見る予定でネタバレが嫌な人は、一刻も早く本物の方を見てからこの話を読んでください。

		
			1
		

		　電話が鳴っている。この電話に出るべき人間は長い間この部屋に戻ってきていない。この部屋の割れたガラス窓から吹き込む強風によって机の上にあった書類は部屋中に散らばっていた。電話はしばらくの間鳴り続けていたが、一度鳴り止むとそれからずっと鳴ることはなかった。おそらく大した用事ではなかったのだろう。

　誰もいないこの部屋はまた静寂に包まれたが、ガラスの割れた窓から強い風が吹き込んでくると、机の上にあった書類の四、五枚の紙がまた吹き上がって、それは部屋の真ん中辺りに静かに落ちてきた。そしてまたしばらくの間静寂が続いた。このまま一週間も経てばここは人の住む部屋とは思えない場所になるであろう。荒野に一人放置された者が憔悴していき、やがて息絶えるように、この部屋もいずれ朽ち果てていくのかも知れない。

		
			2  土井那珂村
		

		　スケアリーはイライラしながら土井那珂村（ドイナカムラ）へと続く道を引き返していた。途中に舗装されていない箇所があったり、舗装されていたとしてもデコボコのアスファルトの道は車をガタガタと不快に揺らして、さらにスケアリーをイラつかせていた。「死体が見つかったとか、人間でなくてカッパだとか、いったいなんだと言うんですの？」スケアリーはそんなことを思いながら、どうしてそんなことを気にかけて自分が土井那珂村へと戻っているのかは特に意識していなかった。

　本来ならモオルダアの良く解らない話には付き合わないのだし、スケアリーは家に帰って自分の部屋の掃除をしなければ、彼女の部屋はモオルダアが吐いてそのままにしてあるゲロの悪臭で大変な事になるのだ。それでも、モオルダアからかかってきた電話が話の途中で途絶えてしまったことが気にかかっているらしい。

　土井那珂村へ付く頃にはスケアリーの乗った車は薄茶色の砂埃で覆われていた。そんなことは気にせずに荒っぽい運転で土井那珂村に入るとスケアリーは那場保（ナバホ）家に向かった。ナバホ家の前に車を止めると、前に来た時とはどこか違う静まりかえった雰囲気にスケアリーはイヤな気分がしたのだが、イライラしているので、そんなことはどうでも良かった。とにかくモオルダアにあって何がどうなったのか詳しく聞いてみるべきだと思っていた。



　スケアリーはナバホの家のドアを開けると、那場保権之小（ナバホゴンノショウ）とその孫、権多（ゴンタ）とゴンタの父が驚いてスケアリーの方を見つめた。

「ちょいと、なんなんですの…？」

突然やってきてナバホ家の三人を驚かせたスケアリーだったのだが、彼らを見たスケアリーも驚いていた。彼らは三人とも口に細い棒をくわえてスケアリーの方を見つめていたのだ。スケアリーがやってきたのを見てゴンノショウが口にくわえていたものを取り出したので、それが何なのか明らかになった。口から取り出した棒の先には丸いアメ玉が付いていた。

「やっぱりきなはりもうした」

ゴンノショウがナバホ家代々伝わるヘンな方言で言った。

「あのあんちゃとおめさはぐされではれなばよ！」

スケアリーはゴンノショウが何を言ったのか解らなかったので黙ってしまった。するとゴンノショウの息子、つまりゴンタの父が口からアメを出して言った。

「アンタも何がおごったかも知れね、と思ってやってきたんだべ？さっきやってきたウィスキーの人もどえりゃーこってな。ちゅっぱちゃっぷすやるがらあの男のいどごろ教えろ！って。だげども、いなくなっちまったもんは知らねえちゅうことだがらよ。いくらちゅっぱちゃっぷす貰ったところでわがるわげね」

スケアリーは言われたことを頭の中で整理するのに時間がかかっていたが、だいたいの意味を理解すると聞き返した。

「するとモオルダアはまだ戻ってないということですの？それにあなた達にチュッパチャップスを渡してモオルダアの居所を知ろうとした人って誰なんですの？」

「やつらはよぐねえ人間だっちゃ」

ゴンノショウはそういってからまたアメ玉を口の中に入れて満足そうにしていた。

「それで、モオルダアはどうしたというの？」

スケアリーはゴンタの方を見て聞いた。聞かれたゴンタは何かを言おうとしたのだが、口に入れたアメ玉の他に両手にも棒に付いたアメ玉を持っているので、口の中のアメが取り出せずに何も言えなかった。その代わり、三人は残念そうに首を横に振った。スケアリーは思いもしなかった最悪の事態が起きているのではないかと思い、言葉を失っていた。



　スケアリーはモオルダアが姿を消した採石場の跡地までやってきた。辺りには何かが焼けこげたニオイがいまだに充満していた。天井のハッチだけが地上に見えている冷凍車の中からは幽かに煙が立ち上っていた。モオルダアはそのハッチから冷凍車の中に入って何かを発見したはずだが、ウィスキー男が現れた時に彼はそこから姿を消していたということなのだ。

　いったいモオルダアはどこへ行ったのか。もしかして、一度激しく炎上したこの冷凍車の中にいたままで、もうだめなのだろうか？ハッチから静かに吐き出される煙の向こうに見える冷凍車の中の暗闇がスケアリーを不安な気持ちにさせていた。

「ちょいと、モオルダア！出てこないと承知しませんわよ！」

スケアリーは大きな声で言ってみたが、それは近くの山に虚しくこだましただけだった。 

		
			3  帰路
		

		　夜になり、辺りには灯りもほとんど見えない寂しい田舎道をスケアリーの乗った車が走っていた。スケアリーはまだ事態を飲み込めていないのか、或いは認めたくない事実をかたくなに否定しようとしているのか、彼女の頭の中では様々な思考が空回りしていた。とにかく今、彼女は東京に向かっていた。自分の家に帰ってやることはあったのだが、それは今ではすっかり忘れている。ただ、いつまでも土井那珂村に残っていてもしかたがない、という理由で帰ることにした。

　モオルダアはあの採石場跡のどこかにいるのかも知れない。しかし、スケアリーよりも先にナバホ家にやってきて、彼らにアメ玉を渡してモオルダアの居所を知ろうとした何者かは、すでに採石場の周辺をくまなく探していたに違いない。モオルダアは跡形もなく消えたのだ。そうでなければ、あの真っ黒に焼けこげた冷凍車の中で…。そこまで考えると、スケアリーは不安とも恐怖とも思える嫌なものを胸の奥に感じてまた考えを元に戻した。モオルダアはあの採石場のどこかにいるのかも知れない…。

　そんなことを何度か繰り返しているうちに、スケアリーは遠くの上空から光が近づいてくるのに気付いた。最初に気付いた時にはまだかなり遠くにあった光は、すぐにスケアリーの車のすぐ上にやってきた。そして、車を追い越すと飛んできたものはサーチライトを車の方へ向けた。

　サーチライトの強い光で一瞬目がくらんだスケアリーだったが、そこにヘリコプターが飛んでいることに気付いた。そしてヘリコプターはスケアリーの車の進路を塞ぐようにして道路のすぐ上を飛んでいる。スケアリーが車を停止させると、ヘリコプターは道路に着陸して、中から軍服のようなものを着た特殊部隊みたいな人達が数人、手にライフルを構えて降りてくると機敏な動きでスケアリーの車を取り囲んだ。突然の出来事に珍しく慌てていたスケアリーは両手を挙げて彼らが発砲してこないのを願うしかなかった。

　車を取り囲んだ特殊部隊のような人たちの中の一人は、運転席のすぐ横に立ってスケアリーに車から出てくるように指示している。スケアリーは指示されるまま車から降りた。

「ちょいと、なんなんですの？あたくしはエフ・ビー・エルの…」

特殊部隊のような人はスケアリーの言うことはほとんど聞かずに、乱暴にスケアリーの肩を掴むと彼女を後ろ向きにして、車の方に押しつけた。ボンネットに手をついて体を支えた状態のスケアリーの腰の周りや足などを特殊部隊のような人が手で触って武器を持っていないか調べている。

「ちょいと、ヘンなところを触ったら承知しませんわよ！」

こんな状態でもとりあえず言うことだけは言うスケアリーであるが、多分本人は意識していない。特殊部隊のような人はスケアリが腰のホルスターに装備していた銃を見付けると、それを取りあげてから聞いた。

「ファイルはどこにある？」

ファイルとは、今回の騒動の発端になったモオルダアが持ってきたファイルに違いない。

「トランクに入っていますわよ！」

それを聞いていた別の特殊部隊のような人が車のトランクを開けると、スケアリーのカバンの中から印刷されたファイルを取り出した。

「メモリーカードはどこだ」

特殊部隊のような人がスケアリーの耳元で大きな声で言うのでスケアリーはうるさくて腹が立ってきた。

「知りませんわよ！モオルダアが持っているんじゃなくって？それに、あなた方はモオルダアに何をしたんですの？もしもモオルダアに何かあったらあなた方は大変な間違いを…」

冷静な特殊部隊のような人達はスケアリーの言うことは何も聞かずに、メモリーカードがないと解るとすぐにヘリコプターへ乗り込み、そのまま飛び立っていった。

　ヘリコプターが飛び去って、静かな闇の中に残されたスケアリーだったが、しばらくヘリコプターが飛んでいった方を呆然として眺めていた。「なんなんですの、まったく」とつぶやいた自分の声に驚き、やっと辺りの静けさに気付いて、スケアリーは我に返った。しかし、全てを理解するまでにはまだ時間がかかりそうだとも思っていた。とにかく、モオルダアが持っていたメモリーカードはそうとう重要な物らしいということが解ってきた。

		
			4  なんなんですの!?
		

		　長い道のりを運転している間「なんなんですの!?」しか考えていなかったスケアリーの車が東京に着いた時にはすでに夜は明けていた。そしてスケアリーが家に帰って念願の部屋の掃除をする前に彼女はエフ・ビー・エルから呼び出されてそのままFBLビルディングに向かわなければならなかった。

　FBLビルディングについた彼女はFBLの「上の人」が待つ部屋に入った。部屋に入るとスキヤナー副長官の姿も目に入ってきたが、彼は「上の人」達の中ではそれほど偉い人間ではないようで、普段よりも小さくなっていた。スケアリーは「上の人」の中の一人からここ数日の行動やモオルダアの行方についていくつかの質問を受けたが、「上の人」にとってそれはどうでも良いことのようで、特に注意深く聞くような感じではなかった。スケアリーが「モオルダアは死んだのよ！」と言っても彼らは表情一つ変えずに彼女に冷たい視線を向けるだけだった。その後また別の「上の人」がすでに決められていたスケアリーへの処分を言い渡した。

　上官の命令に背いた身勝手な捜査を行ったためにスケアリーは停職処分となった。スケアリーもモオルダアもこれまでさんざんやりたい放題だったのに、今になって上官の命令も何もないじゃありませんこと？と思ってスケアリーはスキヤナー副長官を睨んだが、彼はすまなそうにスケアリーの視線をそらした。スケアリーは「なんなんですの!?」と思いながらも、停職処分を言い渡されると黙って頷いてから部屋を出ていった。

　部屋を出たスケアリーの後からスキヤナーが出てきてスケアリーを呼び止めた。振り向いたスケアリーは恐ろしい形相でスキヤナーを睨んだので一瞬スキヤナーは言葉を詰まらせた。その隙にスケアリーが先に話し始めた。

「ちょいと、なんなんですの!?これじゃあ何にも解決しないじゃありませんか。暴かれなければならない陰謀や、それからモオルダアに変なアルコールみたいなものを飲ませた犯人だって…。これじゃあ何にも解決しませんわよ！」

「いやねえ、それはまた別の捜査官にまかせれば良いことであってねえ、彼らにまかせておけば…」

「ホントにそんなことを思っていらっしゃるの？そんなことをしていたらきっと全てが闇に葬り去られてしまうんですからね。もう知りませんわ！プンッ！」

「プンッて…」

去っていくスケアリーのカリカリした様子をスキヤナーはすまなそうに見つめていた。



　スケアリーは無意識のうちにペケファイルの部屋へと向かうためにエレベーターに乗っていた。FBLビルディングの上の方にあったさっきの部屋からペケファイルの部屋のある地下まで降りるにはしばらく時間がかかった。その間にスケアリーはどうして自分がペケファイルの部屋に向かっているのかを考えていた。直感よりも理性や科学を信じるスケアリーであっても、時には思考よりも行動が先になってしまうことがあるようだ。

　ペケファイルの部屋に向かうのは、モオルダアが手に入れたメモリカードを取りに行くためである。そのメモリーカードの中の情報によって、今のような状況になったのである。そのメモリーカードをそのままにしておけば、やがて先ほどの「上の人」達のような人間達はそれを見付けて全てを闇に葬り去るに違いない。今のところメモリーカードのありかを知っているのはモオルダアとスケアリーだけである。とにかく唯一の証拠であるメモリーカードだけは確保しておく必要があるのである。

　ペケファイルの部屋に入ったスケアリーはいつもはモオルダアがダラッとした感じで座っている机のところに行き引き出しを開けた。メモリーカードはその引き出しの中に入っているワケではない。いくらモオルダアと言えども、いやモオルダアだからこそ必要以上に凝った隠し方をするのである。机の天版の下にある引き出しの中には特に意味のないメモ書き用の紙が沢山入っている。その下にはおそらくエロ本があるのだが、スケアリーはそんなことを確認しているヒマはなかった。引き出しを開けてその奥の方へ手を入れると下から天版のある上の方を探ってみた。するとテープで天版に貼り付けられた小さなケースが手に触れた。メモリーカードはそこに隠されているのだ。

　スケアリーはケースを天版の下から剥がして取り出した。そのケースの中にメモリーカードがあるはずだったのだが、スケアリーはそれを見て思わず「何なんですの!?」とつぶやいた。ケースの中には何も入っていなかったのである。念のために引き出しの中の紙をどかして見たが、予想どおりエロ本はあったもののメモリーカードはどこかへ消えてしまっていた。



　スケアリーはどこへ行くかも解らないままFBLビルディングの外へと出てきた。

「何なんですの!?いったいなんだというんですの!?これでは何も解決しないまま終わってしまうじゃありませんこと。そんなことになったら、これまであたくし達がしてきたことはなんだというの？もしかして作者様はこれまでの話をやめにしてあたくしが主人公のもっとステキな話を始めようというつもりなのかしら？それだったら納得がいきますわね？そうでございましょう？」

そんなことを私に言われてもそんな予定はありませんが。

　スケアリーが良く解らないことを考えて歩いていると空から大粒の雨が落ちてきた。「何なんですの!?」とつぶやくスケアリーの声にはほとんど力が入っていなかった。雨に濡れながらスケアリーはどこへ行くのかも解らずに歩き続けていた。「降り続く雨が〜あふれる涙、隠してくれるの〜」というオリジナルソングを口ずさみながら歩き続けたスケアリーはいつしか彼女の実家の前へと辿り着いていた。玄関の呼び鈴を押すとスケアリーの母親が出てきた。

「ちょいと、どうなさったの？」

突然現れたずぶ濡れのスケアリーに母親は驚いている。ほとんど泣きそうなスケアリーはオリジナルソングの続きを歌おうかと思ったのだが、母親を前にして一人の娘に戻ってしまったスケアリーは強がっている余裕などはなかった。スケアリーは泣きながら母親に抱きついた。

「あたくしはこんなふうにして主役の座を手に入れようなんて思っていなかったんですからね。ホントですのよ」

スケアリーの母は突然現れて、良く解らないことを言っているスケアリーに戸惑っていたが、初めて見る弱々しい娘の姿を気遣って優しくスケアリーを抱き寄せた。ただ、頭の中では「何なんですの!?」と思っていたことは確かである。 

		
			5  薄暗い部屋
		

		　日本風にいうと二十畳以上もありそうな広い部屋には革張りのソファがいくつも置かれ、周りに置かれたヨーロッパ風の家具や調度品はこの部屋を一般人の生活とは切り離された空間にしていた。それでも、この部屋が誰もがあこがれる豪華な部屋に見えないのは、多くの人がいるにも関わらず窓のブラインドが全て降ろされて、電灯もほとんど灯さずに薄暗くされているからである。

　ここに集まった人間は自分たちの仕事を人に知られてはいけないし、ここに集まっていることも、これからここで話されることも、誰にも知られたくはないのだ。何人かはタバコを吸っていたのだが、閉め切られて空気の逃げ場のないこの部屋にこもったタバコの煙が、ここにいる人間の表情を余計に陰湿な感じに見せている。

「あやうく面倒なことになるところだったじゃないか」

「いや、もう面倒なことになっているだろう。そうじゃないのかね？」

このやりとりを聞いていた一人が持っていたウィスキーを一口ラッパ飲みすると話に入ってきた。

「全ては元の通りになるのだよ。盗まれたファイルは取り返したし、犯人も解っている。FBLに関してもいずれ片は付くだろう。何人かの登場人物が誰にも知られずに降板するだけだ」

「モオルダア捜査官はどうなったんだ？」

ある種の自信のようなもの感じさせながら話すウィスキー男だったが、モオルダアの話が出ると一瞬とまどいの表情を見せた。それがここにいる者達に気付かれたかどうかは解らない。とにかくウィスキー男は先を続けた。

「モオルダア捜査官は死んだのだよ。元々それほどの影響力のない人間なのだし、しばらくすれば誰も彼のことは思い出さないだろう」

「例のメモリー何とかも回収したんだろうな？」

メモリー何とかとは盗まれたファイルの記録されたメモリーカードのことをいっているはずだが、ウィスキー男はとにかく頷いていた。

「それならば計画を再開させるとしよう」

ウィスキー男の様子を見てここにいる中の一人が言った。

　ウィスキー男は自分の言ったことをここにいた全員が信じていると思っていた。そして、ただ一人の例外を除けばそれは正しかった。ソファに深く腰掛けた一人の白髪の男がマシュマロを食べながらウィスキー男に疑惑の視線を向けていることにウィスキー男は気付いていなかったようである。

		
			6  祈祷
		

		　ゴンノショウの孫ゴンタが採石場跡でおかしな遺体を見付け、そのあとモオルダアとスケアリーがやってきて、そしてアメ玉をくれる特殊部隊のような人間たちがやってきた。その間、土井那珂村は普段ではあり得ない賑わいようだったのだが、モオルダアが消え、アメ玉をくれる特殊部隊のような人たちが去り、そして最後にスケアリーが村を後にすると土井那珂村はまたいつもの退屈で寂しい村に戻った。

　ゴンノショウは村に再び訪れたゆっくりとした時間を感じつつも、真実を追い求める人間がまた一人いなくなったことに多少の悲しみを抱いていた。真実は地面の下から顔を出し、そしてそれを隠そうとする者達によって踏みつけられて、そしてまた地面の下に埋められたのだ。それでもゴンノショウはそれらの陰謀がいつの日か白日の下にさらされることを信じていた。それ故にナバホ家では代々変な訛りが受け継がれているのである。そして、数々の伝説は変な訛りで彼らの記憶に刻み込まれていくのだ。



　土井那珂村に再び訪れた退屈な時間はそう長くは続かなかった。スケアリーが村を去った翌日、村の少年達が採石場跡の上空にトンビが舞うのを見たと言ってゴンノショウの元を訪れた。

　トンビは鷹のような見た目とは裏腹に狩りは得意ではない。それ故に死肉をあさることもあれば生ゴミを食べに来ることもある。食べられそうなものは何でも食べてみようと狙っているのである。トンビが舞っているということは、その下にエサになりそうな死骸か生ゴミか動きの鈍い小動物がいるということを意味している。

　ゴンノショウは数人の村の大人達と彼の元にやってきた少年達とともに採石場跡に向かった。採石場跡に着いたゴンノショウは上空を舞うトンビを見て過去の記憶を甦らせた。それはゴンノショウがまだ若い頃であった。彼は孫のゴンタが遺体を見付けたのと同じようにこの採石場のあった場所でおかしな遺体を見付けたことがあるのだ。ゴンノショウはその時の記憶を頼りに、彼がおかしな遺体を見付けた場所へ行ってみた。

　ゴンノショウの直感は当たっていた。彼が歩いていった先には大小の岩のかたまりがゴロゴロしていたのだが、その岩の隙間から人間の手が見えていたのだ。ゴンノショウの後について来た大人達はそれを見て、数人がかりで岩をどけていった。

　見ていた者の中には、その岩の下に押しつぶされてグチャッとなった遺体が横たわっているのではないかと、顔をしかめたり、或いは期待に胸を躍らせていた者もいたのだが、そういった予想は当たっていなかった。岩をどけるとその下には大きな溝があり、そこには意識を失ったモオルダアが横たわっていた。



　このまま数日、もしかすると数時間でもこのまま放置されていれば命はなかったと思われるほどモオルダアは衰弱していた。そんな状態の人間を見付けたら第一にすることは救急車を呼ぶことなのだが、彼らは携帯電話を持っていない。それにこの山の中から誰かの家に戻って電話をかけて、さらに救急ヘリを呼ぶとしたら余計な時間がかかりすぎる。もしもこの場で救急ヘリを呼べたとしても、それではきっとモオルダアは助からないだろう。しかし、彼らには彼らなりのやり方があった。ホントにそれで良いのか知らないが、彼らなりの救済措置というものがあるのだ。彼らは意識のないモオルダアを村の社（やしろ）に運んでいった。そこで彼らの伝統に従ってモオルダアを助けるための祈祷をあげることになった。



　ゴンノショウをはじめとする、村の変な訛りの人たちが社に集まり、伝統に従って変な訛りによる祈祷が始まった。たきぎの火の中に怪しげな粉末状の何かをまいたりして、辺りには鼻につく嫌なニオイがたちこめ始めた。ここの空気をたくさん吸い込んでしまうと、脳の機能が正常に働かなくなりそうな雰囲気の中で祈祷は続いた。モオルダアの魂はこれからココでもなければアソコでもないドコデモナイ場所へ行って、もう登場しないことが決まっている過去の登場人物や私と対話して、ココにとどまるのか、それともアソコへ旅立つのかを決めなければいけない。



（というか「私」って私のこと?!）



　と、思っている間もなくゴンノショウ達の祈祷の声が高まるとモオルダアの魂が私や過去の登場人物の元へとやってきた。

　ここは精神、別の呼び方でいうと魂だけがたどり着ける場所。その人間の思いこみによってここは無数の星がきらめく宇宙空間のように見えたり、雲の上のように見えたりする場所。（そして私にとって、ここは私の部屋である。）

　ここに来ても力無く横たわったままのモオルダアの周りのボンヤリとした靄のようなものを透かして過去の登場人物達の姿が見えてきた。その中の一人がモオルダアの方へと近づくとその顔があきらかになった。それは以前にモオルダアやスケアリーに極秘の情報を提供していたドドメキさんであった。ドドメキは横たわるモオルダアを優しく見つめながらモオルダアに語りかけた。

「モオルダア君。私は作者の配慮によって暗殺されずに降板ということになったのだが、私が降板して一番驚いたのは、降板後というのは意外とノンビリ出来ないということだ。生きているとまたいつか登場の機会が与えられて本編に登場しなければいけないということになりそうで、いつでもソワソワしていないといけないんだよ。私がここに現れたのは降板後の南国のノンビリ生活にキミをいざなうためではない。それにキミは降板するにはまだ若すぎるんだよ。キミの誰にも理解できない強運を使えばきっと何かが出来るかも知れないんだ。だからキミはもう少し元の世界でダラダラしているべきなんだよ。降板したって何も良いことはないのだから」

そういってドドメキは私を睨んでからモオルダアの横から遠ざかっていった。

　ドドメキの後にモオルダアの横に近づいてきたのはモオルダアの父だった。

「おい、モオルダア！何やってるんだ！」

モオルダアの父がそう言うとモオルダアは慌てて目を開けた。そして横たわったまま自分の父親の姿を確認すると少しウンザリしたように上空を見上げていた。モオルダアの父は相変わらず臆病な自分の息子に多少の憂いを感じていた。子供の頃からずっと同じように父にビクッとさせられてしまうモオルダアだったが、あることに気付いて父に聞いてみた。

「ここにボクの兄さんはいるの？」

そう言われてモオルダアの父は少し困ったような顔をしていた。

「そう言われてもねえ。本当なら私には長男とその妹しかいないはずなんだが。ここではお前とその兄がいることになっているから、何だか良く解らないのだよ。もしもお前に兄がいるとしても、ここで私に向かって『お父さん！』って言ってくる人はいないからおそらくここにはお前の兄はいないよ。とにかく、お前は真実を追い求めなければいけないんだ。それによって私の名誉は大いに傷つけられるかも知れないが、その辺は作者に掛け合ってみるから心配することはない。お前はこれまでどおりダメな感じでやっていれば、そのうち何かが起こって何かが解明されるんだよ。それに私に名前がつけられることもあるかも知れないしな」

そう言うと、モオルダアの父も私を睨んでからモオルダアから離れていった。せっかく殺さずにいてあげたのにみんな私を目の敵にしている。

　私がそんな風に思っているとモオルダアが私に向かって話しかけてきた。

「ちょっと作者さん。ここはいったいどこなんですか？」



　ん!?ここ？ここは生きとし生けるもの誰もが一度はとおる場所。或いは私の部屋。ここから先に進むとキミは降板、或いは死亡説によって死んだことにされるのでこの話はここでお終いなんだけどね。キミはどうしたいの？私はこの先キミが大活躍するような話を考えられる自信がないんだけどね。

「何ですかそれは？ボクは優秀な捜査官なんでしょ？というか、優秀な捜査官なんだよ。だからこんなところで降板はあり得ないんだから。それから優秀な捜査官にふさわしい絶世の美女もまだボクの前に現れてないし」

まだそんなことを言ってるのか？キミの言う美女というのは現実世界では概念でしかないんだよ。現実世界のいろんなややこしいことを考慮するとキミの言う美女というのはビジョンがビショビショな程度なんだよ。

「何を言っているのか解らないけど」

私も何を書いているのか解らなくなっているけどね。とにかく、これから元の世界に戻ったら私にも予期できないミラクルをたくさん起こしてこのthe Peke-Files を盛り上げる意志はあるのですか？

「意志があるかということよりも、ボクは生まれついての優秀な捜査官だからね。ボクがいるだけで盛り上がるんだよ」



　ということなので、モオルダア捜査官を元の世界へ戻してあげることにしました。

		
			7
		

		　モオルダアが精神や魂の世界でくだらないやりとりをしているとも知らずゴンノショウ達は一心に祈祷をあげていた。そしてその祈祷は三日三晩続いた。彼らはもうモオルダアが助からないと半分あきらめかけていたのだが、私の一存でモオルダアは助かることになったのだ。

　こんな祈祷でホントに人の命が助けられるのか？と思っていた数人は、昏睡状態から目覚めたモオルダアを見て今まで知らなかった不思議な現象がこの世には存在するのだ！と密かに盛り上がっていたのだが、ゴンノショウは冷静に死の淵から戻ってきたモオルダアに必要な処置を施していった。

　目覚めたものの衰弱しきっていたモオルダアにゴンノショウは儀式の続きを行っていった。神棚に飾るような榊で水をかけられたり、そば粉を固めて作ったようなまずい食べ物を食べさせられたりしてモオルダアは朦朧とする意識の中で「勘弁してほしい」と思っていたのだが、一通りの儀式が終わるとモオルダアは再び社に戻され、そして深い眠りについた。



　モオルダアが目覚めると暗い社の中に土井那珂村の村人達の姿が目に入った。それから一番近くにいたゴンノショウが満足げにモオルダアを見つめていることに気付いた。モオルダアは体を起こそうとしたのだが、長い間横たわっていた影響で体に上手く力が入らずに、体を起こすにはかなり苦労した。体を起こしてあぐらをかいた状態になっても、頭の中で脳ミソがフワフワと浮かんでいるような不思議な感覚で目が回りそうだったが、しばらく一点を見つめているとそれは次第に治まってきた。ここでやっとモオルダアは現実世界へと戻ってきたような気がしていた。

　モオルダアが社の中を見渡すと、ここにいるのはほとんどが好奇心旺盛な村の少年達であることが解った。なぜ好奇心旺盛なのかということは彼らの目を見れば解る。彼らは今、村に伝わる祈祷によって黄泉の国から戻ってきたモオルダアという奇跡を目の前にして目を輝かせているのだ。（でもモオルダアが戻ってきたのは私のおかげだけどね。）

　モオルダアにまともな意識が戻ってきたことを確認するとゴンノショウが話し始めた。

「この祈祷さ終えるめえさ、気いつけなさればならねばごとあるだぎゃな」

ここまで言った時にモオルダアが不思議そうな顔をしてゴンノショウを見つめたので、ゴンノショウはもう少し解りやすく話すことにした。

「この祈祷を終えるめえに、注意事項があるっぺえな。これがら四日の間は仕事しだり服を着替えだり風呂もだめなんだぁ」

ゴンノショウと村人達はモオルダアがどんな反応をするか見守っていたが、彼らの予想に反してモオルダアは「それはたやすいことだ」と思っていたので、ただ頷いただけだった。都会からやってきたもんがそんなこと出来るワゲねえ！と思っていた村人達は予想が外れてガッカリだったようだ。

　ゴンノショウもちょっとガッカリだったのだが、それは表には出さずに自分の横に置いてあったものをモオルダアに渡した。

「土井那珂村の子供達からの贈り物じゃて」

モオルダアは皮で作られた大判の封筒大の袋を受け取った。もちろん中身が何か気になるモオルダアはその場で袋を開けて中をとりだした。ここで少年達の目はさらに輝きを増していたのだが、モオルダアはそこには気付かなかったようだ。袋に入っていたものを取り出したモオルダアは慌ててそれを袋の中に戻さなければいけなかった。

　袋の中に入っていたのは、一目でそれがそうと解る、解りやすいエロ本だったのだ。

「あんさがうわごとで欲しがっておりましたけんな。子供達からの贈り物だげども、ホントはわてのもんじゃがの！」

そう言われても少しも状況を把握できていないモオルダアだったが、少年達がニヤニヤしながら彼を見つめる視線を感じて、ここは話題を変えるべきだと思った。

「それはそうと、ボクは意識を失っている間に不思議な場所にいたような気がするんだよねえ」

モオルダアが言うと、ゴンノショウはすぐにそれを理解したようだった。

「それはあんさの魂の中にある世界だっちゃ。みんなそこからやって来るし、そこにあんさの全部があるじゃて」

モオルダアにはゴンノショウが何を言っているのか良く解らなかったが、あそこで降板した登場人物や私に会ったことはただの夢ではないということがなんとなく解った。モオルダアの様子を見てゴンノショウは立ち上がった。そして「終わったぎゃ」というと周りにいた村人達に合図して社から出ていくように促した。社から出ていく少年達は一様にニヤニヤしながらモオルダアを見つめていた。モオルダアは自分が意識を失っている間にどんなうわごとを言っていたのか？と考えて少し心配になっていた。「優秀な捜査官がうわごとでエロ本をリクエストしたりはしないはずなんだが…」と思ってはいたものの、あまり自信はなかった。 
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		　モオルダアが土井那珂村で発見されて、村人達の儀式によって不思議な体験をして、そして目覚めた後は時々こっそりエロ本を見たりしている間、スケアリーには面倒な問題が色々と起こっていた。いや、もしかすると私にとって面倒な問題かも知れない。



　まず、スケアリーの元へローンガマンのメンバー（正式にはメンバーではない）フロシキ君がやってきた。彼はモオルダアが死んだというウワサを聞いて、悲しみに暮れてスケアリーの元へとやってきたということだったが、スケアリーには色々と理解できないことがあった。モオルダアとはまだ数回しかあったことのないフロシキ君がどうしてそこまで悲しむのか？ヌリカベ君や元部長ならまだ解らないでもないが、フロシキ君が言うには「オリジナルに従えばオレがここに来ることになっているから」ということらしい。しかし、それではまだ納得できない部分もある。スケアリーはまだ自分の高級アパートメントに戻らずに実家にいたのだが、どうしてフロシキ君は彼女の実家の場所を知っているのだろうか？

　スケアリーは「何なんですの?!」と思いながらも、やってきたフロシキ君を迎え入れたが、あまり飲めない酒を飲んで何を喋っているのか解らないフロシキ君がこのまま寝込んでしまうのは面倒だったので、スケアリーの態度は素っ気なかった。フロシキ君も眠そうな目の奥で「なんか違うな」ということを感じ取ったのか、要点だけを話すとフラフラしながら帰っていった。

　フロシキ君がスケアリーに伝えたのは、国家機密になっている例のファイルを盗み出してモオルダアに渡した男が殺害されたということだった。オリジナルに従えば、この事実によってモオルダアの無実が証明されるのだが、今のところモオルダアには何の容疑もかけられていない。しかし、あのファイルを盗み出した男が殺されたというのなら、今回の事件に何か関連があるのかも知れないということで、翌日スケアリーはFBLへ行くことにした。



　停職中のスケアリーはいつものようにFBLビルディングに入ることは出来ない。外部の人間のために設けられた入り口でセキュリティーチェックを受けなくてはいけないのだ。こんなものはいつの間に出来たのか知らないが、FBLビルディングやFBLそれ自体は時と場合によって姿を変えるのだ。このthe Peke-Files シリーズが始まった当初はこのビルにいるのはスキヤナー副長官とスケアリーとモオルダアだけだったのだが、シーズン２で大量のエキストラが登場して、FBLビルディング内は賑やかになり、そしてシーズン３からはFBLという団体はさらに大がかりで、そして用心深く「誰も信じるな」という雰囲気になっているのである。

　スケアリーはこの面倒な設定を煩わしく思いながらもルールなのだから従わないといけないと思い、一般用の入り口にある金属探知器をくぐることになった。

「スケアリーさん。クビになったってホントっすか？」

金属探知器の前にいたスケアリーにエキストラの警備員が馴れ馴れしく聞いてきた。スケアリーはムッとしたのだが、ここで怒っても仕方がないので、無理をして微笑んで見せた。

「クビではなくて、停職中ですわよ。あなたには関係ないことだとは思いますけれど」

言い終わる前にスケアリーの眉間にはしわが寄っていた。警備員はそれを見てちょっとすまなそうにしていた。スケアリーはそんなことは気にせずに金属探知器をくぐった。ポケットの中の鍵などは全部出したはずだったのだが、探知機は何かに反応してピ〜ンとウンザリするような音を立てた。「そんなはずはありませんけど…」と言いながらスケアリーは着ている服やコートのポケットを触って確かめていたが、何も入っていなかった。

「たまにあるんですよ。この機械はたまにおかしくなるんです。もしかすると作者の都合かも知れませんけどね」

スケアリーの様子を見ていた警備員がそう言うと、より精密な手に持つタイプの金属探知器を持ってスケアリーのところへやってきた。「一応、規則っすから」と言って警備員はスケアリーの胸の辺りからコートの下まで金属探知器をかざしていった。金属探知器は何の反応も示さなかった。

「やっぱりこれは作者の都合ですよ」

警備員は「入っても良いですよ」と言う代わりにニコニコしながらスケアリーに言った。スケアリーは警備員の言葉を聞いて心のどこかに違和感を感じながらFBLビルディングの中へと入っていった。



　13階のスキヤナー副長官のオフィスに来たスケアリーはスキヤナーの予期しなかった態度に唖然としていた。スケアリーはファイルを盗み出した男が殺害されたことをスキヤナーに伝えていた。

「ですから、この男性の殺害はモオルダアの失踪と関連があるかも知れないと言っているんですのよ！」

「そうだとしても、これは我々が捜査すべき事件ではないと思うんだけどねえ。これに関してはもうすでに警察で捜査をしていることだしね。それに、キミは今停職中なんだから、いちいちこんな情報を持ってきてくれても意味はないんだよ」

「そうかも知れませんが、あたくしは捜査に協力しようと、こうしてやってきたんですから、少しはこの件に関しても考えてくれたって良いじゃございません？」

そう言うスケアリーの目は次第に怒りに満ちてきていた。モオルダアならすぐに「ごめんなさい」と言ってしまうところだが、スキヤナーはじっと彼女の方を見つめていただけだった。

「それはそうとね、キミの部屋の捜査願いが出てるんだけどね。キミがメモリーカードを隠してるってホントなのか？」

「そんなことはありませんわ！」

「そのメモリーカードのためにモオルダアがあんなことになったのか？」

「そんな気はしますわね」

「捜査に協力したいというのなら、そのメモリーカードを見付けてきたら良いんじゃないのかな。それじゃないとキミがここに来ても意味が無いんだよねえ」

そんなことを言われてもそのメモリーカードがどこにあるのかなど検討もつかない。「何なんですの!?」と言いながら、スケアリーはプリプリしながらスキヤナーのオフィスを出ていった。



　これはいったいどういうことですの？スキヤナー副長官はモオルダアがいなくなって、もしかしたら死んでしまったかも知れないというのに、なんとも思っていないのかしら？元々あたくしとモオルダアとスキヤナー副長官の三人だけだったFBLなのに、あの人はモオルダアがいなくなって、どうしてあんな態度なのかしら。きっと、何かあるに違いないですわね。そうよ！きっとあの人は何か企んでいるに違いないですわ。この増えすぎたFBLの職員の中の誰かに影響されて、あの人も信用できない人になってしまったのかも知れませんわ！

　そう考えながら13階から１階までやってきたスケアリーだったが、出入り口のところにある金属探知器を見て入る時に心のどこかに感じていた違和感を思い出していた。



「あれ!?もう帰るんすか？あっ、そうか。今は停職中の一般人だからあんまり長くここにはいられないんすね？」

出入り口のところでさっきの警備員がスケアリーに声をかけた。もちろんスケアリーはもの凄い形相で警備員を睨んで、警備員は「やばい！」と思ったのだがスケアリーはそれよりも気になることがあったので警備員に聞いてみた。

「あたくし、もう一度この金属探知器をくぐってみても良いかしら？」

スケアリーに睨まれた後だったので警備員は快く承諾した。スケアリーは一度警備員の横を通り過ぎてポケットの中から金属類を取り出すと、来た時と同じように金属探知器をくぐった。

　すると来た時と同じようにピ〜ンというウンザリする音が鳴った。スケアリーと警備員はお互いの不思議そうな目を見つめ合っていた。

「何なんすかね？一日に何度もおかしな動作をしたりすることはないんすけどねえ」

そう言いながら警備員は手に持つタイプの金属探知器を持って、先ほどと同じようにスケアリーにかざしてみた。「さっきも反応しなかったのだから、もう一度やっても意味がない」とも思っていたのだが、警備員はさっきは調べなかった襟よりも上まで調べてみた。すると、スケアリーの首の辺りで金属探知器は反応した。

「ネックレスとかしてますか？」

スケアリーは警備員に聞かれると、解ってはいたものの一応手で首の辺りを確認してから「今日はしていませんわ」と答えた。

「おかしいっすねえ…」

おかしいことはおかしいのだが、ビルから出ていく人間に金属反応があっても問題はないので、警備員は出ていくスケアリーを見送るしかなかった。



　FBLビルディングを出ていくスケアリーも警備員と同様に「おかしいですわ」と思っていた。そして、予想どおり私を睨んだ。

「ちょいと、作者様！さっきから作者の都合でとか言っていますけれど、いったいあたくしに何をしたんですの？あたくしを変なふうに扱ったりしたら承知しませんわよ！」

そんなことを言われてもこうしないと話が続かないのでしかたがないのです。



　FBLを後にしたスケアリーは知り合いの医師に連絡して、その医師のいる病院へと向かった。スケアリーは無免許だが、その医師はちゃんとした医師である。

　医師とスケアリーは二人でレントゲン写真を眺めていた。それはスケアリーの首の周辺を写したものだった。そのレントゲン写真を見るとスケアリーの背中の首の付け根のあたりに小さな異物があるのがハッキリと写っていた。

「おかしいですわ。どうしてこんなものがあたくしの体内に入り込んだのかしら？」

「おそらく、仕事中でしょう。流れ弾とか、破裂した何かの金属片が刺さったのに気付かなかったんですよ」

医師からそう言われても、スケアリーには思い当たることがなかった。金属片が首の付け根に刺さって怪我をしても気付かないような緊張感のある銃撃戦などはこれまで一度もなかったのだから。

「気になるようなら、局部麻酔ですぐに取り出せますけど、どうしますか？」

いつどこで入ったのか解らない何かの破片が気にならないわけはないので、スケアリーはそれをとりだしてもらうことにした。

　金属片は皮膚からそう深くないところにあったので、メスで小さな切り込みを入れるとすぐに取り出すことが出来た。医師の任務なのか、好奇心からなのか知らないが、医師は取り出した金属片を顕微鏡にのせて、レンズを覗き込んだ。

「うわぁ！スーパーカーだ！」

医師は何かに盛り上がって大きな声をあげたが、スケアリーには何のことだか解らなかった。

「これは、流れ弾なんかじゃありませんよ！これはきっと、凄く小さなグリコのオマケだ！」

それを聞いたスケアリーは全身から血の気が引いていくのを感じた。金属製の謎のグリコのオマケとは彼女がモオルダアのパートナーとして捜査を始めたばかりの頃の事件で、怪死した牛の体内に埋め込まれていた物でもあったのだ。モオルダアの説によれば、その牛はエイリアンに誘拐されて実験台にされたということだった。ただし、事実を確認するまでは不安になっているワケにはいかない。

「それはどういうことですの？」

そう言いながら、スケアリーは顕微鏡のところへ行ってレンズを覗いてみた。するとそこにはもの凄く小さいが、どう考えてもスポーツカーにしか見えない金属片が見えた。

「これは…、グリコのオマケみたいですわね」

そうは言ったものの、まだこの件に関して結論を出したくなかったスケアリーはその金属片を持ち帰ることにした。
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		　どうして自分の首の付け根から小さな金属製のスポーツカーが出てきたのか不思議で仕方なかったスケアリーだったが、エフ・ビー・エルに行って調べることも出来ず、どうしていいのか解らないまま、また実家へと戻ってきた。これまでに起こった様々なことで考えがまとまらずに、彼女の高級アパートメントの寝室にモオルダアのゲロが放置されていることも忘れてしまっているようだ。それに、実家に戻れば一人で寂しいということもない。実家にはスケアリーの姉もいて、アパートの一室で独り言を言うよりは彼女に話すことによって今彼女が抱えている問題や不安を解消できるような気もするのである。



　スケアリーの姉はシーズン２で一度登場したのだが、スケアリーと話し方が同じという以外に特にどういう人物なのか解らなかったので、説明しておくことにする。

　スケアリーの姉はスケアリーと違い、いわゆるスピリチュアルな世界が大好きなのである。血液型占いから霊魂の世界まで、こういった科学的でない話をするたびにスケアリーとは口論になるのだが、それでもこの姉妹はお互いを軽蔑するわけでもなく、姉妹としてそれ相応の信頼関係とか尊敬の念とかを持っていた。スケアリーがモオルダアの滅茶苦茶な理論に付き合っていられるのも、こういう姉の考え方を知っているからかも知れない。



　そんな二人がスケアリーの体内から取り出した金属片について話しても、お互いの主張は平行線を辿るしかないのだが、それでも、何もしないよりは退屈しのぎになるので二人は金属片について話していた。

「いいですこと？エイリアンに誘拐された人がこういう物を体に埋め込まれるとか、そう言う話はナシですからね！」

「そうかも知れませんが、何もそれはエイリアンによる誘拐だけで片付けられる話ではないですわよ。何もないところから物質を生じさせる力を持った聖人は世界にたくさんいますわ！」

「そんなものは全部トリックですのよ！あたくしが知りたいのは、いつどうやってこの金属片があたくしの体内に入ったのか？と言うことなんですのよ！」

「それを知りたかったら、あなたの覚えている記憶だけを頼りにするのは間違いですわ！」

「それはどういうことですの？もしかして、あたくしに『催眠術によって、失われた記憶を甦らせるアレ』をさせようとか思っているんじゃないでしょうね？」

「そういうことではありませんわ！あたくしは実際に書かれなかったエピソードの中に何かがあると思うんですのよ」

スケアリーの姉が何か変な事を言いだしたのだが、私は「催眠術によって、失われた記憶を甦らせるアレ」について書くのが面倒だと思っていたので、それはそれで一安心である。

「書かれなかったエピソードって何なんですの？」

「あなたは毎日のようにエフ・ビー・エルに出かけて仕事をしていらしたでしょ？それなのに、実際に書かれるのはその中の数日分しかありませんわね？ですから、もしかするとその書かれなかった話の中で激しい銃撃戦を体験していたり、危険な目にあったり、もしかすると…」

「もしかすると何なんですの？」

「それはどうでもいいですわ。その銃撃戦の緊張感で何か小さな破片があなたの首の後ろに刺さっても気がつかなかったとか、そういう…」

「そうではなくて、もしかするとあたくしがいつの間にかエイリアンに誘拐されたとおっしゃりたいのでしょう？良いですこと？エイリアンなんて存在しないんですから、そんないい加減なことを言うのはよしてくださらないかしら、ってさっきも言いましたでしょう？」

「でも、あなたの記憶に無いその金属片に関する納得のいく説明を求めるのでしたら、あなたの理解を超えたものの存在を考えないと上手く説明できませんわ！」

スケアリーには反論の余地がまだまだあったのだが、手元にある金属片を見るとなぜか反論しようという意志が萎えていくのを感じていた。

「科学的な説明はつくはずですのよ…」

それは姉に言うというよりも、スケアリーが自分自身に言ったようにも感じられた。



　結局、実家にいても嫌な気分になるだけのような気がしてきたスケアリーは自分の高級アパートメントに帰ることにした。モオルダアのことやら、停職になったことやら、謎の金属片のことやら、彼女は自分の部屋にモオルダアの吐いたゲロがそのままになっていることはすっかり忘れている。一度に解決できない様々な問題を一度に解決しようと、頭の中を大いに混乱させながら車を運転して高級アパートメントの前まで来ると、駐車場に車を入れるために一度車を路上に停止させた。そして、バックミラーで後方を確認した時、彼女の頭の中の混乱はいったん治まって、新たな謎について考えなければならなくなった。スケアリーはスキヤナーが高級アパートメントの出入り口から出てくるのを発見したのだ。スキヤナーはスケアリーには気付かずにそのまま路駐していた自分の車に乗り込んで去っていった。

「何かしら？」とスケアリーはつぶやいてしばらく考えていた。彼女がエフ・ビー・エルに行った時にスキヤナーはメモリーカードをスケアリーが持っているのではないか、と聞いてきた。「もしかすると、あたくしの部屋までアレを探しにきたんじゃありませんこと？」と思ったスケアリーは何だか気味が悪いと思って、自分の部屋には帰らずにまた実家へ向かうことにした。



　実家に戻ると、スキヤナーのことが気になるスケアリーは電話で先ほどの件について確認してみることにした。スキヤナーのオフィスに電話がつながるとスケアリーは多少いらついたような声でスキヤナーに確認した。

「ちょいと、あたくしに何か用ですの？」

「何のことかな？」

スキヤナーはとぼけた感じで聞き返してきた。これを聞いてスケアリーはさらに不信感を抱いた。

「あたくし、先ほどあなたがあたくしのアパートメントから出てくるところを見たんですのよ。あたくしに何か用があったんじゃありません？」

「なんのことだかわからんが、キミは電話番号を間違えてるんじゃないのかな。もう一度番号を確認してかけ直すんだな」

スキヤナーがそう言うとガチャリと受話器を置く音がして電話がきれた。スケアリーはしばらく呆然としていたが「何なんですの？」とつぶやくと、やっと受話器を耳から離した。そして受話器を置くともう一度「何なんですの？」と力無くつぶやいて、また頭の中を混乱させていた。

		
			10  FBLビルディング、スキヤナーのオフィス
		

		　スケアリーからの電話を切ると、スキヤナーは自分の机の前にいる男の方に向き直った。その視線の先にはウィスキーをラッパ飲みする男が座っていた。先程からこのウィスキー男はスキヤナーにメモリーカードはどこにあるのか？とかスケアリーがメモリーカードを持っているのではないか？とかスキヤナーに色々と質問していたのだ。

　スキヤナーは部屋に充満するウィスキーの臭いに耐えかねたような表情で「ちょっと外の空気を吸ってくる」といって部屋から出ていった。スキヤナーが出ていったあともウィスキー男は無表情でウィスキーを飲み続けていた。

　いつでも冷静で、完璧に自分のなすべきことをしてきたウィスキー男であったが、今回は彼も窮地に陥ったという気がしていた。そういう状況でも自分の内面は少しも表に現さないところは、彼が長年暮らしてきた裏の世界で培ってきた能力でもあった。おそらく誰もその冷たい眼差しから彼の考えていることを見抜くことは出来ない、そんな彼の瞳の奥には冷酷な計画が練られ始めていた。

　ウィスキー男が扱っている「何か壮大なもの」は大抵の場合、人の命よりも価値のあるものなのだ。これまで何人もの命が彼の指図で奪われていった。そして、これからまた誰かの命が彼の指示によって奪われるのかも知れない。

		
			11  深夜、スケアリーの実家
		

		　なかなか寝付けなかったスケアリーだったが、やっとのことで眠りにつくことができた。モオルダアがいなくなったことや、現在のFBLにおける彼女の立場、それからスキヤナーの不可解な行動などで今の彼女はゆっくりと寝ていられるような状況ではなかったのだ。しかし、どんな状況にあっても眠りは誰にでも訪れる。もちろん、今のスケアリーにとって、それは安らかな眠りではないに違いない。

　はっきりとした形にならない悪夢を見ながらスケアリーは苦しそうに何度も寝返りをうっていたのだが、その曖昧な悪夢のトンネルを抜けると彼女の頭の中には明瞭なイメージが現れた。余りにもはっきりとしたその光景に、それが夢なのかどうか解らなかったが、スケアリーの前にモオルダアが現れたのだ。



　スケアリーの前に現れたモオルダアはニヤニヤしながらあぐらをかいてエロ本を見ていた。

「モオルダア？」

スケアリーが目の前に現れたモオルダアに話しかけるとモオルダアは驚いて見ていたエロ本を自分の後ろに隠した。

「なんだ、キミか」

「なんだ、じゃありませんわよ！」

スケアリーは怒ってみたが、モオルダアはいつものように怯えたりはしなかった。その代わりに、スケアリーに向かって変なことを話し始めた。それは彼がエイリアンや超常現象について話す時のように得意げな話し方だったが、スケアリーはその話し方にいつもとは違う何かを感じていた。

「そういえば、ボクは現実世界から離れて凄い場所を見てきたんだよね。それで、場合によってはボクも降板なんじゃないかって感じだったんだけど、ボクには色々とやることが残ってるしね。だから、ボクはもうすぐそっちに戻って、また優秀な捜査官として活躍すると思うんだけど、一つ気になることがあるんだよ。なんだか、キミに危険が迫っているような気がするんだ。これはけっこうヤバイからね。危機的な状況だよ」

「ちょいと、モオルダア。危険って何なんですの？」

スケアリーは聞いたが、モオルダアは何も答えずに自分の後ろに隠したエロ本を再び見始めた。もうモオルダアにスケアリーの姿は見えていないらしい。



　ここでスケアリーはハッとして目を覚ました。余りにも明確で現実的な夢が本当に夢だったのか、ということが気になってしかたがなかった。そしてスケアリーは天井を眺めながら「せっかく眠れたのにモオルダアのせいで目が覚めてしまいましたわ！」と思っていた。しかし、夢の中でモオルダアの言った言葉はいつまでも頭の中で繰り返され、彼女を不安にさせていた。「危機的な状況って、いったい何なのかしら？」再び眠りにつくまでに、そればかりを考えていたスケアリーはまた曖昧な悪夢を見ながら朝を迎えることになるのだった。

		
			12  土井那珂村
		

		　モオルダアを助けるために行われた儀式の掟に従い、四日間暇な時間を土井那珂村で過ごしたモオルダアだったが、やっと帰れることになった時にある問題に直面していることに気付いた。モオルダアにはこの土井那珂村がどこにあるのか解らないし、どうやって東京に帰ればいいのかも解らなかった。

　途方に暮れるモオルダアを見かねてゴンノショウが孫のゴンタにインターネットで東京までの順路を調べさせた。それで、東京までの帰り方は解ったのだが、問題はそれだけではなかった。自分のボロアパートの前での騒動の後に気を失ったままここに連れてこられたモオルダアだったが、こんなことになるとは思っているはずもないので、財布には千円札が一枚といろんな種類の小銭をあわせて五百円ぐらいしか入っていなかったのだ。

　土井那珂村から東京まではどう考えても千五百円では帰れない距離があるのだが、落胆するモオルダアにゴンノショウは東京までの交通費を貸すことにした。まったくもって優秀な捜査官らしからぬこの状況にモオルダアは自信をなくしていたのだが、ゴンノショウから理解できない方言で激励されると、なんだか元気になったような気がした。

　そして、優秀な捜査官として東京へと向かったモオルダアだったが、なかなか東京へ近づかない退屈な電車の中ではゴンノショウからもらったエロ本をこっそり見ていた。

		
			13  パーティー会場
		

		　スケアリーはあまり活気のない商店街にある食堂を貸し切られて行われているパーティーへとやってきた。今の状況でスケアリーがパーティーに行くなど考えられないのだが、そのパーティーは普通のものではなかった。

　食堂の入り口には「モオルダアの父降板記念パーティー会場」と書かれたボードが置かれていた。スケアリーが中に入ると、中ではモオルダアの父の友人らしき人物がスピーチをしている最中だった。昼間だというのに相当酒を飲んだらしく、何を喋っているのか良く解らなかった。スケアリーには「降板記念パーティー」なんてものがあるということ自体理解できないことだったのだが。

　スケアリーが入り口から入ったすぐのところから会場を見渡すと、モオルダアの母親と思われる女性が他の参加者と楽しそうに談笑していた。モオルダアの父の降板記念パーティーなので主役はモオルダアの母親ということにもなるのだが、彼女が一番主役っぽい場所にいたのだ。

　モオルダアの母親も少し酒が入っているようだ。赤らんだ顔に潤んだ瞳でニコニコしているモオルダアの母親を見てスケアリーは少し不思議な気持ちになっていた。もしかするとモオルダアの母親はモオルダアのことについて何も知らされていないのだろうか？

　先程から誰も聞いていないのに長々と続いていたモオルダアの父の友人らしき人物のスピーチが終わると、そろそろこのパーティーも終わりという雰囲気になって、会場にいた者達は自分の荷物を取りに行ったり、上着を着たりし始めた。

　先程までモオルダアの母親の周りにいた者達が彼女から離れていくとスケアリーはモオルダアの母親に近づいて行って声をかけた。

「あの、あたくしFBLのスケアリーともうしますけど…」

「あら、あなたエフ・ビー・エルのかた？いつも息子がお世話になってますぅ。わざわざ来ていただいて、すいませんわねえ。うちの子はせっかくの降板記念パーティなのに、どこをほっつき歩いてるんだか。最近は何の連絡もしてこなくて、困った子ですよ、ホントに」

やっぱりモオルダアの母親はモオルダアのことについて何も知らされていないようだった。本当はモオルダアに関する良くない知らせを聞いて落胆しているはずの母親に「モオルダアはきっと生きている」ということを伝えようとしてここに来たスケアリーだったのだが、これでは何をしに来たのか解らなくなってしまう。

「あの子、昔から空想ばかりしていて、いつも変な話ばかりしてましたが、エフ・ビー・エルではちゃんとやってますか？最近は、自分には兄がいるはずだ！なんてことまで言うから困ってしまいますよ」

「それじゃあ、モオルダアにお兄さんはいないんですの?!」

「それも、あの子なりのユーモアかも知れないですけど」

ユーモアって何なんですの!?と思っていたスケアリーだったが、ここでモオルダアの母親に会ったことで、さらに理解できないことがたくさん出てきてしまった。



　スケアリーから離れてこの会場を提供してくれた食堂の店主に挨拶したり帰り支度をしているモオルダアの母親を見つめながら、スケアリーは頭の中に湧いてくる様々な疑問を整理しようと必死になっていた。しかし、スケアリーを混乱させる出来事はまだ終わっていなかった。

　先程から、スケアリーとモオルダアの母親が話しているのを、離れたところからマシュマロを頬張りながらずっと見守っていた老紳士風の男がスケアリーの元へと近寄ってきた。彼はウィスキー男が今回の機密ファイル漏洩については片が付いている、と言っていることに唯一疑問を抱いている男であった。

「キミはモオルダア家と親交があるようだねえ。実は私もなんだよねえ」

歳のせいなのか、妙にマッタリした話し方をする男だが、どこかに油断できない狡猾さを感じさせる雰囲気もあった。スケアリーはひとまずこれまでの疑問は忘れてこの男が何を言いたいのかを考えなければいけなかった。この男はきっと何かを知っているということが、その人物の持つ雰囲気から感じられた。

「あなたはどちら様ですの？」

「出来れば、二人きりで話がしたいんだがねえ」

これはスケアリーの質問の答えになっていないが、この男から話を聞くためには彼の言うことに従うしかなさそうだった。スケアリーと謎の男は会場の隅に移動した。隅に移動しても二人きりになったとは言えないのだが、男はこの場所で満足なようだった。そして、そこでまたマシュマロを一つ口の中に入れて口をモゴモゴと動かしていた。

「マシュマロは美味しいよねえ」

マシュマロを飲み込んだ男は言ったが、スケアリーは「そんなことはどうでもいいですわ！」と思っていた。

「それで、何なんですの？」

「さっきキミ達が話しているのが聞こえてしまったんだけどねえ。キミはモオルダアに兄がいると思うのかねえ？」

スケアリーはさらに「そんなこともどうでも良いことですわ！」と思った。それよりも他人の話を盗み聞きすることに腹が立った。

「あなたはいったい何者なんですの？」

「私は世界的なゴチャゴチャした事柄を扱う組織のメンバーなんだけどねえ」

「事柄って、どんな事柄なんですの？」

「例のファイルが公になってしまうとヒジョーにヤバイことになるような事柄なんだがねえ」

スケアリーはこの男が信用ならない男だと感じていたが、それを聞いてその直感が正しかったと確信した。そして、半分睨みつけるように男の方に向き直って聞いてみた。

「それじゃあ、ヤバイことにならないように人を殺したりもするんですの？」

「もちろんだよねえ」

男は平気で殺人を認めた。それはおそらく例のファイルを盗み出した男の殺害のことを言っているのだろう。この男が直接手を下したのではないにしろ、そんなことが言えるのはこの男がそうとうな権力を持った組織に属していることを示している。或いは、スケアリーが現在停職中でFBLの捜査官としての権限を持っていないことを知っているからかも知れないが、いずれにしてもこの男は要注意人物には違いないのだ。

「あなたはいったいあたくしに何を言いたいんですの？」

男は質問に答える前にまたマシュマロを一つ口の中に入れた。それをゆっくり味わうように口をモゴモゴさせているのを見て、スケアリーはかなり苛立ったが、やっと男がマシュマロを飲み込んで話し始めた。

「キミの命も狙われているんだよねえ。これはヤバイよねえ」

スケアリーの「何なんですの!?」という言葉が実際に彼女の口からでたのか、それとも頭の中だけで発せられた言葉だったのか解らなかったが、彼女は命が狙われているという男の言葉にあきらかに動揺していた。

「やり方は二つだよぉ。二人組のヤバイ殺し屋がキミのところにこっそりやって来る。それから仕事を済ませると、二人はヤバイことにならないようにすぐに偽のパスポートで海外へ逃げてしまうんだよぉ。恐いよねえ。恐いんだよぉ」

スケアリーはこれを聞いてもう一度、声になったかどうか解らないかんじで「何なんですの!?」と言ってから聞き返した。

「やり方は二つなんじゃございませんの？」

「そうなんだよねえ。その場合、その人はもしかするとキミの親しい人とか、友人とか、信頼している人とか、そんな人かも知れないよぉ。その人がなぜか突然キミに会いたいとか言って連絡してくるかも知れないよねぇ。なんでここが解ったのか？とか思うような場所にキミがいてもねぇ…」

「ちょいと、なんなんですの？なんであたくしが狙われるんですの？」

それを聞くと男はもう一つのマシュマロを食べようとしていた手を止めて言った。

「キミは自分でも気付かずに正義を行おうとしているんだよねえ。モオルダアも同様だけどねえ。彼らはそういうミラクルを望んではいないんだよねえ。それに、キミは例のメモリーカードのありかも知らないんだよねえ。そんなヤバイ人間は生かしておくわけにはいかないんだよねぇ」

男の言うことを聞いてスケアリーはまたゾッとしていた。

「それじゃあ、なんであなたはそんな情報をあたくしに教えるんですの？」

男は答える前に止めていた手を動かしてマシュマロを一つ口の中に入れた。それから、美味しそうに口をモゴモゴさせていたのだが、ちゃんと飲み込む前に話し始めた。

「なんというか、最近私の仲間はちょっと焦ってるんじゃなかと思うんだよねぇ。なんというか、あれなんだよ。もしもキミが殺されるようなことになったら、これまで一部の変人達の間でしか信じられていなかった陰謀説が真実味をおびてきてしまうんだよねぇ」

「それはつまり、あたくしが殺されたら、あなたに都合が悪いということなんですのね」

「それは、そうだよ。それでなかったらわざわざキミに会ったりしないよねぇ」

そう言ってから男はまたもう一つマシュマロを口に入れた。本当はこの後に決めゼリフがあったのだが、マシュマロが美味しいので言いそびれてしまった。スケアリーはまだこの男に言うことが残っているはずだと思って男を睨むようにして見つめていたのだが、男は「ごきげんよう、お嬢さん」と言って立ち去ってしまった。

　スケアリーは自分が何かとてつもない窮地に立たされているような気がして「なんなんですの!?」と思うことも忘れていた。

		
			14  もう一つのモオルダア家
		

		　モオルダアの両親が別居中だったということは誰も想像しなかったかも知れないが、本物の設定に従うのなら彼らは別居中だったのである。（本物ってなんだ？と思った人は、そこを気にしても意味がないので、このまま読むべきである。）モオルダアの両親は、モオルダアの兄に関することで何か問題を抱えていたのかも知れない。モオルダアの父は、その兄の存在を知らないし、母はその兄というのがモオルダアの空想の産物だと思っていた。その良く解らない兄の存在によって二人はたびたび口論し、お互いの存在を疎ましく思うようになっていったのだろう。

　ホントかどうかは知らないが、とにかく二人は別居していたのだ。そして、今モオルダアの母親が帰ってきたこの家こそ、モオルダアが少年時代を過ごした家なのだ。モオルダアの少年時代にこの家にモオルダアの兄はいたのかどうか知らないが、モオルダア一家の記憶の大半はこの家のどこかにしまわれているのである。



　降板記念パーティーから帰ってきたモオルダアの母は玄関に飾ってる写真を見つめていた。そこには若き日の自分と、モオルダアの父と、少年時代のモオルダアが映っていた。その他にボンヤリとした影のようなものも写っていたが、それはおそらくシャッターがおりた瞬間にカメラの前を通り過ぎた何かの影か、現像時の問題によるものだろう。

　モオルダアの母は「降板してしまうと意外と寂しいものだわね」と思いながら、写真を見ていた。予期せず訪れた感慨に、昔の記憶を甦らせていたスケアリーの母だったが、背後から聞こえた声に必要以上に慌てて振り返らなければいけなかった。

「母さん…。ボクです…。オックスです…」

聞き慣れないしわがれた声に驚いたモオルダアの母だったが、そこにいたのはモオルダアだった。モオルダアの母は振り返った視線の先にモオルダアを見付けると、少し安心すると同時に苛立った様子で話し始めた。

「何やってるのよ、オックス！降板記念パーティーはどうしたの?!」

降板記念パーティーと言われても、何のことだか解らなかったがモオルダアはせっかくスケキヨに変装した復員兵のものまねをしたのに全然気付かれなかったことでガッカリしていた。

「そんなパーティーはボクが行かなくたって…、どうせ行っても知らない人ばっかりなんでしょ。というか、ボクは今まで大変な目にあってきたんだから、そんなパーティーに行けるはずないよ。それよりも、大事な話があるんだけどね」

そう言って、モオルダアは物置代わりになっている小さな部屋に母親と一緒に向かった。部屋にはいると棚の一部を指さして「ここにあったボクのダンボール箱はどうなった？」と聞いた。モオルダアの母はしばらく考えたが、そこに何があったのか良く思い出せなかった。

「何だか知らないけど、必要ないものはどんどん処分していかないと、人の住む場所がなくなるでしょ。だから多分捨てたのよ」

モオルダアが大事にしまっていた何かが入っていたダンボールがあった場所には、モオルダアの母が着なくなった洋服を入れた箱が置かれていた。母親が子供の物を勝手に捨てて、自分の物は大事するというのは多くの家で行われることである。

「だいたい、そのダンボールには何が入ってたのよ？」

「ん？…まあ、別に捨てちゃったんならそれで良いんだけどね」

本当は全然良くないのだが、そのダンボール箱にはモオルダアが「芸術品」と呼んでいたエロ本が入っていたのだ。

「それで、大事な話って何なの？」

モオルダアは自分の宝物を捨てられてしまったショックで忘れていたが、もっと大事なことがあるのをお思い出した。モオルダアは別の棚からアルバムを取り出して、中の写真を母親に見せた。

「この写真なんだけど、ここに写っている人達のこと何か知らない？」

暗い部屋で見るとほとんど白黒写真に見えるほど色褪せた写真には若き日のモオルダアの父親とその仕事仲間と思われる人物が写っていた。

「さあねえ。あの人が何をしていたのか良く解らないのよね。それに仕事の話はあんまりしない人だったしねえ」

「でも、何か覚えてない？多分防衛庁にいた頃の写真だよね？この人達がなにかもの凄いことをしでかしたかも知れないんだよ」

モオルダアの母は、モオルダアがまた変な空想によって話を初めているのではないかと心配になった。

「あんた、最近疲れてんじゃないの？ちょっとはゆっくりしたらどうなの？」

「そんなことをしている場合じゃないんだよ」

そう言うと、モオルダアは別の箱を開けるとそこから父親のモデルガンを取りだした。なぜかモオルダアの父親もモデルガンを持っていたらしい。モオルダアはそのモデルガンにBB弾を装填すると、心配そうに見つめる母親の脇を通りすぎて出ていった。

　モオルダアの母親は「いくつになってもあの子の考えてることは良く解らないわ！」と思いながら居間にやって来ると、いつものようにお茶を飲みながらテレビでドラマの再放送を見ていた。

		
			15  疑念
		

		　さっきのあれは何だったのかしら？と思いながらスケアリーは自分の高級アパートメントに帰ってきた。もしも自分の命が狙われているというのが本当なら、実家に戻れば家族を危険にさらすことになりかねない。日も暮れた今、アパートの通路を歩く自分の足音にも怯えてしまいそうになっていたスケアリーは、自分があまりにも無力でちっぽけな人間に思えてきた。今は自分以外には誰も頼れないし、あのスキヤナーでさえ信用して良いのかどうか解らない存在になってしまったのだから。こんな時にはモオルダアでさえ、いてくれたらどれだけ彼女にとって頼れる存在になっていただろうか。

　心のどこかでモオルダアは生きていると信じてはいたのだが、スケアリーはモオルダアのことをあまり考えないようにした。

　しかし、スケアリーが自分の部屋の鍵を開けて部屋に入ると、嫌でもモオルダアのことを考えなければならなくなった。彼女は自分の寝室にモオルダアが置いていった物を思い出したのだ。泥酔状態でやってきたモオルダアはここへやって来て、そしてスケアリーの寝室にゲロを吐いて逃げ出して行ったのだった。

　スケアリーは自分の寝室の扉をそっと開けて中を確認してみた。別にそっと開ける必要はなかったのだが、もしもモオルダアのゲロから放たれた悪臭が寝室に充満していたら、と考えるとなんとなくそっと扉を開けざるを得なくなる。

　スケアリーが最後にこの部屋を出た時と同じように部屋には洗面器が置いてあって、ベットのシーツには薄い茶色の大きなシミが付いていた。シーツについていたゲロはあらかた蒸発してしまったようだったが、洗面器の中はどうなのだろうか？扉のところからでは確認できなかったが、部屋の中に入る前に、スケアリーは部屋の臭いがどうなっているのか確認するために扉のところで立ち止まっていた。

　特にひどい臭いがするわけでもなく、スケアリーはようやく扉を大きく開けて中に入ろうとしたのだが、その時に電話が鳴ってスケアリーを驚かせた。スケアリーは一度寝室の扉を閉めて居間の電話の方へ向かった。

「もしもし、ダナア？久しぶりぃ」

スケアリーが電話に出ると懐かしいかどうか良く解らないぐらい久しぶりに聞く声が聞こえてきた。（忘れている人もいるかも知れないが、ダナアというのはスケアリーの名前で、スケアリーは苗字である。）

「あら!?もしかしてサキじゃございません？」

電話をかけてきたのは、スケアリーの高校時代の友人でスケバンだった朝見屋（アサミヤ）サキだった。裏バン的存在のスケアリーとはライバルであり親友でもあったのだが、卒業後はそういうことはどうでも良くなってしまったので、これまで特に会うこともなくなってしまった。（ちなみに、スケアリーは大学を卒業してFBLに入ったのだが、朝見屋サキは刑事にはなっていない。もちろん高校時代も刑事ではなかった。）

「どうなさいましたの？いきなり電話なんかかけてきて」

「あたいねえ、とうとう告白することに決めたんだ」

「告白って、まさか…」

「決まってるでしょ。憧れの伴千代（バンチヨ）先輩よ」

「あなた、まさか今までずっとあの先輩のことを…」

スケアリーはこの友人からの思わぬ電話に面食らっていたので、しばらくは冷静な考えは出来なかったのだが、ふと先程のパーティー会場でマシュマロを食べる老紳士風の男から言われたことを思い出した。長い間会っていなかった友人から突然電話がかかってくる、というのは彼の言っていた「二つ目の手段」と一致する。電話がかかってきたからといって、いったいその後どうなるのかは知らないが、スケアリーは「これは罠かも知れない」と警戒心を強めていた。猜疑心のために、朝見屋が電話の向こうで何か話していたのを遮ってスケアリーが言った。

「あの、あたくし今ちょっと忙しいんですのよ。ですから、またゆっくり出来る時にあたくしから電話いたしますから、その時に色々聞かせてくださいな」

スケアリーには受話器から朝見屋が何か言っているのが聞こえていたが、そのまま受話器を置いてしまった。「これは、もしかするとただごとではないような気がいたしますわ！」と言いながら、スケアリーは自分の身を守るための色々な準備を始めようとしていたのだが、その時にまた電話が鳴った。

「ですからさっきも言ったように今は忙し…」

また朝見屋が電話をかけてきたのかと思ったスケアリーだったが、それは違っていた。

「あら、良かったですわ。あたくしあなたに連絡がとれなくて心配でしたのよ」

電話をかけてきたのはスケアリーの姉だった。姉の声を聞いてスケアリーは少しホッとしたような気がした。少なくとも朝見屋でなかったことが嬉しかったのは確かだ。

「お姉さまでしたの。あたくしはパーティーに出席していたものですから」

「この大変な時にパーティーなんて良くありませんわ」

「でも同僚の父親の降板記念パーティーですから、行かないわけにはいきませんわ」

「それよりも、あたくし気になることがあるんですのよ。あなたと話し合っておかないと凄く悪いことが起きるような気がしているんですの。ですからこれからそちらに伺ってもよろしいかしら？」

「そういうことなら良いですけれど。ちょっと部屋を片付けないといけませんわね」

「あら、レディーがそんなことではいけませんわ。いつでも部屋は綺麗にしておかないと」

「そういうことではないんですけれど…」

「あたくしが行くまでにちゃんと片付けておくんですのよ」

電話が切れると、スケアリーは今度こそ寝室のゲロを片付けようとしたのだが、その時またしても電話が鳴った。「もう、何なんですの?!」と言いながら受話器を取ったがその電話はおかしなノイズを数回繰り返した後に切れてしまった。

　その電話が何を意味しているのか、正確なところは解らなかったのだが、それが正常な通話でないことは確かだった。誰かがこの電話に細工をして盗聴しているとか、そんな雰囲気だ。スケアリーは再び自分の命が狙われていると警告されたことを思い出して、慌てて姉の携帯電話に電話をかけた。おそらくこの部屋は危険なのだ。

　電話をかけても呼び出し音は鳴るのだが、姉はなかなか電話に出ない。そして、とうとうその電話は「ルスバンデンワサービスセンターニセツゾク」された。

「お姉さま。やっぱりここで会うのはやめにしてあたくしがそちらに行きますわ。もしかしたら途中で会えるかも知れないですし、とにかくあたくしはあなたの家でまっていますから、これを聞いたら戻ってきてくださいな！」

スケアリーはメッセージを残すと、すぐに寝室に向かった。さっきまで気になっていたゲロには目もくれず衣類の入っている引き出しを開けると、その中を掻き分けて引き出しの底に隠していた銃を取り出した。どんな身分の人間でも家に銃を隠し持っているのは違法なのだが、その辺はFBLの捜査官の特権なのでダイジョブなのである。でも、今のところ停職中なので本当は銃を携帯するのはいけないのだ。しかし「今はそれどころではないんですのよ！」とスケアリーは思っていた。



　高級アパートメントから出てきたスケアリーはそこで怪しい人物と出会うことになった。出入り口から道路に出てきたスケアリーを遮るようにして一台の車が停車した。

　車の窓が開いてそこに見えたのはスキヤナーの顔だった。おそらくスキヤナーはスケアリーがここから出てくるのを待っていたに違いない。ここに来るまでに、これから起こるであろう様々な危険からどう身を守ろうかと思案していたスケアリーはその車がどういうふうにして自分の目の前にやってきたのか解らなかったが、スキヤナーの運転する車が偶然自分が高級アパートメントから出てくるタイミングでここを通るとは思えなかった。

「スケアリー、大事な話があるんだ。ちょっと車に乗ってくれ」

ここでスケアリーが「解りましたわ！」といって車に乗るわけはない。今回のスキヤナーは怪しすぎるのだ。きっと何かを隠している。時には部下に気を使うようなそぶりは見せても、今のスキヤナーには何かあるはずですわ！と思っているスケアリーはスキヤナーの瞳の奥に隠れる何かを見つけようと彼を睨みつけていた。

「あたくし、これから姉と会う約束がありますから、ダメですわ」

「話が終わったら私が送っていくから。これはホントに重要なことなんだから。ちょっと来てくれよ」

スケアリーはスキヤナーの目をじっと見つめたまま、彼の真意を探ろうとしていた。

「それで、どこに行くって言うんですの？」

「どこでもいいが、人に話を聞かれないようなところだよ」

スキヤナーもスケアリーの目を真っ直ぐに見ていた。それは自分の言っていることを信じて欲しいと訴えているからなのか、それとも、スケアリーを騙すために演じている芝居なのか。スケアリーの頭の中には疑念ばかりだ。そしてこのままではその疑念はいつまでも晴れることはなさそうだ。スケアリーは表情に出さないように細心の注意を払いながら大きな決断をした。そして、スキヤナーの車に乗り込んだ。

		
			16  ボロアパートへ
		

		　スケアリーはスキヤナーの運転する車の助手席でスキヤナーの様子をうかがっていた。少しでもおかしな行動をしたら、ハンドバッグの中に隠してある拳銃を使おうと、いつでも取り出せる準備はしてあった。

　二人とも、緊張で顔が固まっていた。お互いに相手の態度が不審だと思っていることはなるべく表に出さないように自然に振る舞おうとしていたのだが、ほとんど会話もないまま目的地に着いた。そこはモオルダアのボロアパートだった。

　モオルダアは死んだと思われているので、ここは怪しい人物が監視したりすることもないだろう。スケアリーはモオルダアの部屋の合い鍵を使ってドアを開けた。そしてドアを開けるとスキヤナーを中へ入るように促した。

　部屋に入った瞬間にスキヤナーは「なんだこの部屋は!?」と思って辺りを見回してしまった。部屋中に紙くずが散乱しているし、窓ガラスは割れたままになっているし「これじゃあまるで廃墟だ！」と唖然としていた。しかし、この部屋の様子に驚いてスケアリーに隙を見せたことをすぐに後悔しなければならなかった。彼の背後でスケアリーが銃を構えて彼に警告したのだ。

「振り向かないで！そのまま部屋の中に進むんですのよ！」

スキヤナーはゆっくりと両手を挙げながら、少しだけ顔を横に向けてスケアリーに言った。

「なんか、キミは勘違いをしているんじゃないのか？」

「黙りなさい、このエロ爺ぃ！つべこべ言っていると頭を吹っ飛ばしますわよ！」

エロ爺ぃと聞いてスキヤナーはカチンときたのだが、スケアリーがこのような汚い言葉と使うということはかなり本気だということに違いない。スキヤナーは言われたとおりに部屋の中へと入っていった。

「両手をお尻の下においてその座椅子に座るんですのよ」

スケアリーに言われたスキヤナーはそうせずに彼女に説明しようかとも考えたが、下手な真似すれば本当に頭を吹っ飛ばされそうな感じがしたので、そのままゆっくりと振り返って言われたとおり座椅子に座った。手のひらは上を向けるか下を向けるか迷ったのだが、下に向けた方が楽だったのでそうしてみた。しかし、その手の上に自分の尻をのせると体が上手く動かせないので不思議な気分だった。まあ、今はそんなことを考えている場合ではないのだが。

　スケアリーは相変わらずスキヤナーに銃を向けて彼の正面に立っていた。彼女はスキヤナーが不審な動きをしたら彼を射殺しても正当防衛になるとさえ思っていた。

「いったい誰に命令されて来たんですの？」

「私は誰の命令も受けていないよ」

「ウソを言うのはおやめなさい！あたくしは、あたくしが信頼している人に暗殺されると警告されたんですのよ！そんなウソが通じると思ったら大間違いですわ！」

「キミは大変な間違いをしているぞ。もしも私を殺したりしたら全てが終わってしまうんだぞ」

「そんなことをしなくても、あなたがあたくしを殺すんでございましょ？」

「私はキミに例のメモリーカードを渡そうとしただけだ」

「適当なことを言わないでくれるかしら？あなたはあたくしにメモリーカードを持ってこいとか言っていませんでした？あたくしを怒らせるとうっかり引き金を引いてしまいますわよ！」

いつも突発的にモオルダアにパンチを喰らわせるスケアリーならやりかねない。スキヤナーはたいそう弱っていた。スケアリーがこのようなことをするとは少しも思っていなかったのだ。しかし、スケアリーに一瞬の隙が出来たのを彼は見逃さなかった。ちょうどその時、モオルダアの部屋の外に誰かがやってきて、その足音を気にしたスケアリーはスキヤナーから目を離してドアの方を見たのだった。

　スキヤナーはスケアリーよりもずっと歳をとっていたが、いつでも必要以上に体を鍛えているため動きは俊敏である。スケアリーがスキヤナーから目をそらした一瞬の隙を見逃さず彼は立ち上がり銃を取り出すとスケアリーに向けて構えた。

　スケアリーが慌ててスキヤナーの方に向き直った時には、もうすでに二人の持った銃の銃口がお互いの頭に向けられていた。

「スケアリー、銃を降ろすんだ」

「嫌ですわ！あなたが降ろしなさい！」

このままでは埒があきそうにない。どちらかが引き金を引くか、或いは二人同時か。いずれにしても、このままでは二人はいつまでたっても身動きがとれない。睨み合う二人にとってこの沈黙の時間はこれまで生きてきた全ての時間よりも長く感じられた。

		
			17  その頃、高級アパートメントでは
		

		　スケアリーが自分の部屋を出た後、灯りを消した部屋に耳障りな音が聞こえてきた。硬い物をさらに硬い物で引っかくようなその音が消えるとベランダに出入りする大きな窓が開いて二人の怪しい人物が部屋に入ってきた。体格から察するにそれは男のようだったが、目出し帽をかぶっているので顔は解らない。

　彼らはスケアリーの高級アパートメントの部屋のなかでなにかを探していたようだが、寝室に入るととうとう目的の物を見付けたようだった。その目的の物を見た一人が目だし帽を脱ぐと、それはクライチ君だった。彼は悪巧みをする人物に特有の恐ろしげな笑みを浮かべて見つけたものを見ていた。そして、ポケットから透明の筒状の容器を取り出すと、フタを開けて中の液体を床に垂らしていった。

　ネバネバした感じの液体の落ちていった先にはモオルダアのゲロの入った洗面器があった。液体の大半はそのまま洗面器の中に落ちていったのだが、上手く洗面器の中に入らなかった液体はしばらくすると、まるで意志を持っているかのように床を這っていき、そして重力に逆らって洗面器の側面をはい上がって、モオルダアのゲロのところまでやってきた。

　その様子を見届けたクライチ君はもう一人の男と目を合わせて「作戦完了！」とでも言うような表情を見せた。それから、二人はタンスの影に身を潜めた。二人がしばらくタンスの影から見守っていると、洗面器の中のゲロに異変が起き始めた。

　洗面器の中に残っていたモオルダアの吐いたゲロは、ドロドロの液体を注がれたあと火にかけられたシチューのようにグツグツと泡を立て始めた。そして洗面器の中で焼いているパンがふくらんでいく時のような感じで盛り上がって来た。しかし、しばらくすると、それはパンを焼くようなのどかな光景ではなくなっていった。膨張して洗面器を飛び出したゲロは次第に膨張の速度を速めていってアッという間に１メートルほどの高さの柱状になった。

　柱状になったゲロはしばらくクネクネとした感じで左右に波打つように動いていたのだが、その動きが収まりかけた時に、ゲロの両脇から人間の腕のようなものが勢いよく飛び出してきた。その腕に吹き飛ばされたゲロの固まりが壁に音を立ててへばり付いた。ゲロから飛び出してきた腕はその先にある手を力強く握りしめて、腕の筋肉を隆起させながら小刻みに震えていた。すると１メートルほどだったゲロの柱が倍ぐらいの高さになっていった。

　その腕の震えが遠くからでも解るぐらいに大きくなるぐらいになった時、今度はゲロの柱から足が出てきた。その筋肉質な足は力強く床を踏みしめた。その後間もなくゲロから頭が生えてきて、先程までゲロの柱だったものは人間そっくりの姿になったのだ。

　ゲロから出てきたばかりの謎の生き物はしばらくじっとしてその場に立っていた。それはまるで、サナギから成虫になったばかりの昆虫が、まだ不完全な状態の各器官に体液が行き渡るのを待っているようでもあった。



　じっとしたまま動かなかった謎の生き物が動いたのは、誰かがこのスケアリーの部屋にやってきた音が聞こえた時だった。

「あら？どういたしましたの？もしかして寝てしまったの、ダナア？」

そういいながら入ってきたのはスケアリーの姉だった。彼女は灯りの消えた部屋を見回して誰もいないことが解ると、寝室の扉を開けた。そこにはさっき生まれたばかりの謎の生き物がいたのだが、スケアリーの姉がその存在に気付くまでもなく、彼女が扉を開けた瞬間に謎の生き物はスケアリーの姉に襲いかかった。謎の生き物はスケアリーの姉の首のした辺りにタックルするような形で襲いかかったのだが、スケアリーよりも数段華奢な姉は、それだけで脳しんとうを起こして意識を失っていた。謎の生き物はグッタリとしたスケアリーの姉を抱えるとそのままもの凄い勢いで部屋の外へと飛び出していった。



　この光景を見ていたクライチ君はなぜか青ざめていた。隣にいた男はどうしてクライチ君がそんな状態なのか良く理解できなかった。

「どうしたんだ？」

「ヤバイよ。今の違う人だよ」

「それってどういうこと？」

「どうでも良いけどさ。とにかくずらかるぞ」

		
			#021「祈祷」

			Little Mustapha
		

	
		
			#022「ゲロニンゲン」
		


		
			1 土井那珂村
		

		　電話が鳴っている。

　そんなことは那場保権之小（ナバホ・ゴンノショウ）にとってはどうでも良いことだった。この家に彼の他に誰かがいる時には、その誰かが電話に出るのだし、誰もいない時にゴンノショウは気分によって電話に出たり出なかったりするのだ。この時のゴンノショウは特に電話に反応したくないようだった。

　ゴンノショウは死の淵から舞い戻ってきたモオルダアのことを考えていた。それと同時に自分がずっと信じてきたナバホ家や土井那珂村（ドイナカムラ）に伝わる伝説がデタラメではないという確信を持ち始めていたのだった。

　ナバホ家や土井那珂村の人々の間では代々、親類以外は誰も理解できないような不思議な方言が受け継がれてきた。そして、その方言で親から子へと伝説は伝えられた。それは彼らに生きていく上での面倒なことや、面倒でないことや、それ以外の色々なことを教えてくれたのだ。

　彼らの伝説に基づいた考えでは野犬や野良猫やカラスは生命力の象徴であった。しかし、モオルダアが彼らの祈祷によってどこでもない場所から再びこの世界に戻ってきた時に、ゴンノショウ達は「お腹の赤い部分が迷路になっているイモリ」の話を思い出したのだった。

　治癒力の象徴でもあるそのイモリはバラバラになった人を迷路の中でウロウロさせているうちに再生することが出来るのだ。血はちり紙によって、目と耳はオタマによって、魂は「喋る犬」と「喋らない九官鳥」によって集められ、そして雷鳴がゴロゴロして稲妻がピカピカすると人はほとんどアッチの世界からコッチの世界へと戻ってくることができるのだ。



　モオルダアがゴンノショウ達の祈祷によって目覚めたその日に、ゴンノショウ達は北土井那珂村（キタドイナカムラ）の村人から嬉しい知らせを聞いていた。

　北土井那珂村にも土井那珂村と似たような伝説が伝わっている。そのうちの一つが「白黒の柄が迷路になっている乳牛の乙女」に関する伝説だった。その乙女は人の姿で天界からやってきて、北土井那珂村の人々に、面倒な生き方と面倒でない生き方があることを教え、そして面倒な生き方が意外と面倒でないということも教えたというのだ。その乙女は「いつか私は戻ってくるでしょう」と言い残すと「白黒の柄が迷路になっている乳牛」に姿を変えて天空へと消えてそれ以来姿を現さなかった。

　しかし、モオルダアがこの世界に戻ってきたその日に「白黒の柄が迷路になっている乳牛」が北土井那珂村で生まれたというのだ。伝説を信じるか信じないかにかかわらず、土井那珂地区の人々にとってこれは衝撃的な知らせだったのである。何かすごいことが起こるべな！と誰もが期待したのだ。

		
			2 モオルダアのボロアパート
		

		　スケアリーはスキヤナーに銃を向けて彼を睨みつけていたが、実際には手の震えを押さえるのに精一杯だった。ドアの外には誰かがやってきているのは確かだ。マシュマロを食べながらスケアリーに警告した男は、暗殺者は二人でやって来ると言っていなかっただろうか？もしそうならスケアリーに望みはない。それでも最低限のことをしなければ、ここで死んではなんにもなりませんわ！ともう一度スキヤナーを睨みつけた。

　スケアリーに向かって銃を構えているスキヤナーもドアの外が気になっていた。スキヤナーはスケアリーを暗殺しに来たのではない。しかし、スケアリーがこれだけ警戒して銃を彼に向けているということは、彼女の言う暗殺者は確かに存在するに違いないのだ。それが、もしドアのところにやってきた人物だとしたら、最悪の事態になりそうだ。スキヤナーはなんとかして自分の意志をスケアリーに伝えたかったのだが、少しでも動けばスケアリーが発砲してきそうな、そんな雰囲気だった。



　二人はお互いの持つ銃の銃口を見つめながら、脂汗を流して一秒が何時間にも感じられる時が流れていくのを感じていた。すると二人の間に流れる張りつめた沈黙を破ってドアを開ける音がした。

「あれ、鍵が開いてたな。まあいいか。…おぉ、愛しの我が家よ！」

緊張感のない感じで小さくつぶやいて入ってきたのは、モオルダアだった。彼はこの部屋で生死をかけて向かい合っている二人に気付くまで、窓ガラスが割れたりで荒れ放題の自分の部屋を見て悲しんでいた。しばらくして、自分の横から漂ってくるただならぬ緊張感を感じたモオルダアは、慌てて持っていた父親のモデルガンを取り出すとそちらに向けた。モデルガンを向けた先にはスキヤナーがいた。

「ど、泥棒！」

なんと言って良いのか解らなかったモオルダアはスキヤナーを空き巣扱いしてしまった。しかし、なぜだかスキヤナーは少しうろたえていた。モオルダアの持っているのがいつものモデルガンではなかったからである。父親のモデルガンはモオルダアの持っている物よりも精巧に作られていたので、スキヤナーはそれを本物と勘違いしたようだ。

　スキヤナーの様子を見て、モオルダアは少し落ち着きを取り戻した。そして、スケアリーもこの部屋にいることに気付いた。

「二人して、何してるんだ？」

「モオルダア！この人はあたくしを暗殺しようとしているんですのよ！」

スケアリーが言うと、スキヤナーは慌てて反論した。

「そうじゃない！私はキミ達に協力したくてだなあ」

なんの話だか全然解らなかったが、二人が本物の銃を向けあって相対しているというのはただごとではなさそうだ。スケアリーは自分が殺されそうだと言っていて、スキヤナーは協力したいと言っている。ここでモオルダアはどちらの味方をしようか迷ってしまったが、このままスキヤナーにモデルガンを向けていた方が安全だと思った。スキヤナーが銃を降ろせば、スケアリーも発砲したりはしないだろう。

「副長官、銃を降ろしてください」

と言ってから、モオルダアは「しまった！」と思っていた。優秀な捜査官なら「銃を降ろすんだ！」が正しい命令のしかたなのだ。上司だからといって丁寧に頼んではいけないのだ。スキヤナーはモオルダアが何で悔しがっているのか不思議だったが、それでもスケアリーの持っている銃はまだ彼を狙っているので、気を抜くことは出来なかった。彼は銃を床に投げ捨てると両手を挙げた。

「私はキミ達に見せたいものを持っているんだよ。内ポケットに入っているんだが、出しても良いかな？」

聞かれたモオルダアはもう失敗しないように黙って頷いた。

　スキヤナーは内ポケットが二人によく見えるようにスーツの裏側を見せるようにしながら、ポケットからメモリーカードを取り出した。まだスキヤナーを信用していないスケアリーは相変わらずスキヤナーを睨みつけて、何が起きても大丈夫なように身構えていた。

　スキヤナーはポケットの中の小さなメモリーカードをつまんでゆっくり取り出した。

「これはキミのデスクの引き出しにあったんだがねえ。これはいったい何なんだ？」

モオルダアはそのメモリーカードの中身がなんなのかまだ良く解っていなかったが、それが原因でさんざんな目にあったことは確かだった。

「それが原因でボクの父は登場してすぐに降板になってしまったし、あやうくボクまで降板ということになってしまったんだよ。きっと副長官のところによく遊びに来てるあのウィスキー男が犯人に違いないよ。でもボクはイケメンだから戻ってきたけどね」

いつからモオルダアはイケメンになったのか知らないが、モオルダアは何かを勘違いしているのかも知れない。

「何のことだか解らないが、このメモリーカードには何が入っているんだ？」

「地球外生命体とかカッパの存在に関する情報を隠蔽している国際的な裏組織の陰謀に日本政府が関与しているということが書かれている防衛省の機密書類だ（といいんだけど）」

モオルダアは括弧内をゴニョゴニョっとした感じで言ったのでスキヤナーには気付かれなかった。

「それをこちらによこしなさい！」

スケアリーは相変わらずスキヤナーに厳しい視線を向けたまま銃を持っているのと反対の手を差し出した。

「これは私が持っているべきだ」

スキヤナーはスケアリーの要求を拒んだが、モオルダアはそれには反対だった。その謎めいたファイルの記録されているメモリーカードは自分で持っていたいし、それにウィスキー男がやって来るオフィスにいるスキヤナーがそのメモリーカードを持っているのは良くないはずだ。モオルダアは一度降ろした手を挙げてモデルガンをスキヤナーに向けて構えた。モデルガンを本物だと思っているスキヤナーは少し慌てて説明を始めた。

「ちょっと待ってくれよ。このファイルのせいでキミ達の命が狙われるということは、これはそれだけ重要な物に違いないだろ？つまりこれがあれば、そのキミの言う闇組織というのを壊滅に追い込むことだって出来るはずじゃないか？そんな、重要なものが敵方に渡ってしまったらどうなるんだ？これが唯一の証拠になるんだぞ。こういうものはどっちつかずの立場の私が持っているのが一番だとは思わないのか？」

スキヤナーが二人がなかなか自分のことを信用してくれないので、最後の方は少し苛立った様子すら見せていた。スキヤナーだって自分のオフィスにやってくるウィスキー男や、エフ・ビー・エルの良く解らない「上の人達」の何人かにはどこか怪しいところがある、ということには気がついているのだ。

　モオルダアがそんなところを理解したかどうかは知らないが、メモリーカードを持っているためにまた危険な目にあうのは嫌だし、そのメモリーカードに記録されたファイルの内容や、父から聞いた謎めいた「商品」に関する話によって、そのファイルに書かれているよりも重要な何かを見付けられそうな気がしてはいたのだ。

「じゃあ、それで良いですよ」

そう言ってモオルダアはモデルガンを持っていた手を降ろしたが、降ろした後にまた後悔に顔をしかめていた。せっかくモデルガンを向けて優位な立場にあるのだから、もっとカッコイイ台詞を言ってから銃を降ろさないと優秀な捜査官ではない。これじゃあまるで、店員の口車に乗せられて売れ残りを普通の値段で買ってしまう客みたいだ！この失敗を取り返そうと、モオルダアは少し低めのカッコイイ（と彼が思っている）声でスケアリーに言った。

「スケアリー、行こう」

そのまま振り返って部屋を出ていくモオルダアの後をスケアリーが追って出てくる予定だったのだが、そうはいかなかった。

「ちょいと、待ってくださらない？」

とりあえず、ここに暗殺者がいないということで普段の落ち着きを取り戻したスケアリーは色々と気付きはじめてしまったのだ。

「あなた死んだんじゃなかったんですの？」

目の前にいる人間にそんなことを聞くのはおかしなことだが、スケアリーは悪い夢から覚めたようなそんな気分で、おかしなことでも聞いてしまった。

「いや、良くわかんないけどねえ。でもこうしてここにいるんだから生きてるんだよ。でも、もしあそこで死んでいたとしたら、それは何だかやな感じだよね。おそらくボクは自分が死んだことに気付かなかったと思うよ。もしも死ぬんだったら、少なくとも一生を走馬燈のように振り返ってからが良いよね。でも、真っ暗になって、ふと気付いた時には死後の世界だったら、なんかもったいないような気がするんだよ。ボクの場合は幸い目覚めた場所は土井那珂村の社（やしろ）の中だったんだけどね」

スケアリーはモオルダアの怪しい話は理解できなかったが、とにかくモオルダアはここにいて、ピンチだったかどうか解らないけど、最大のピンチから自分を救ってくれたような感じはしていた。

「それで、どこに行くんですの？」

「そのメモリーカードに書かれていない真実は、どこでもない場所にあるかも知れないからね」

スケアリーはまたしても意味が解らなかったが、モオルダアは何かを知っているようだったのでついていくことにした。



　スキヤナーは部屋から出ていく二人を見ながら「なんか良くわかんないなあ」とつぶやいてメモリーカードを再びポケットの中にしまった。それから、モオルダアのボロアパートの部屋を見渡して、そのうちモオルダアの時給を上げるようにまともな「上の人」に掛け合ってあげないと気の毒だな、とも思っていた。

		
			3 病院
		

		　病院の救急病棟はいつでも慌ただしい。殺人豆に襲われた人や、フィアンセに斧で足を切断された人や、ショッキングな事態を受け入れられず、それを飲んで忘れようとして急性アルコール中毒になった人などが運び込まれて来るからだ。そして、今夜は夜道で倒れていた女性が運び込まれて来ていた。特に危険な状態だったその女性は緊急の手術を受けた後、緊急に用意されたベッドに横たわり、まさしく緊急事態という感じの生命維持装置につながれていた。



　スケアリーの母親は青ざめてこの緊急病棟に入ってきた。病院の関係者以外でここへやって来る人は大抵の場合青ざめているので、医師や看護士達は青ざめているスケアリーの母を見ても特に気に留めることはなかった。

　スケアリーの母は近くにいた医師に話しかけた。

「あたくしの娘がここにいるはずなんですけれども」

聞かれた医師は落ち着いて対処した。

「娘さんの名前はなんとおっしゃいますか？」

「スケアリーよ！ダナア・スケアリーですわ」

（忘れている人のために：ダナアはスケアリーの名前で苗字がスケアリーである。）

「ダネエ・スケアリーの間違いではありませんか？」

「それは、ダナアの姉の名前ですわ」

「ここに運ばれてきたのはダネエさんですが」

そう言って、医師はスケアリーの姉のいる病室へ母親を案内した。スケアリーの母が病室に入ると、そこには目鼻口を残した頭部のほとんどに包帯を巻かれ、点滴や心臓の鼓動を調べる装置や呼吸を助ける装置がたくさん付けられて痛々しい感じのスケアリーの姉が横たわっていた。

「なんてことですの!?」

それが姉であれ妹であれ、自分の娘が瀕死の状態で横たわっている姿を見るのはつらいものだった。

「頭を強く打ったようです。手術は終えましたが、昏睡状態が続いています。脳内に出血もありましたし、しばらくは安静にしていないといけません」

「この子は助かるんでしょうね？」

「医師としては断言するわけにいきません。しかし、出来る限りのことはします」

スケアリーの母は目に涙を浮かべてベッドの上のダネエを見つめた。呼びかけてもなんの反応も示さない娘を見て、そこに希望があるとは思えない気がしたのだが、スケアリーの母は敢えて泣くようなことはしなかった。彼女につながれた心電図が定期的に反応している間は、まだ幽かな望みは残されているのだから。ほとんど泣きそうなスケアリーの母はそう思って娘を見つめていた。

		
			4 ローンガマンのアジト
		

		　ローンガマンの準メンバーである元部長はランプのついたスタンド型ルーペをとおしてモオルダアが実家から持ってきた写真を覗き込んでいた。その隣ではヌリカベ君が無表情ながらも興味を持って元部長の様子を見ていた。

　スケアリーはこの様子をどこかおかしいと思っていた。ヌリカベ君は大学院をやめた科学者だし、元部長はほとんど勉強もせずに演劇をやっていて、大学を中退した後はヌリカベ君のところに居候してパチンコばかりやっていたということだった。そんな二人がモオルダアの持ってきた写真を見て何が解るのだろうか？ということだったのだが、元部長は最近ローンガマンの正式メンバーになりたくて、こういった怪しいことを猛勉強していたらしい。

「これは貴重な写真ですよ、モオルダアさん！」

元部長はこれまでの猛勉強が報われる、といった感じで多少興奮気味になっていた。元部長が立ち上がるとヌリカベ君が元部長のいた場所に座ると興味津々でルーペを覗き込んでいた。

「第二次大戦後に行われたゲロニンゲン作戦って知ってますか？」

「もちろんだよ。軍の行っていたヤバイ研究の成果や、技術の提供と引き替えに軍の科学者達を戦争犯罪の罪に問わないとか、そんなやつでしょ」

スケアリーはまたもや怪しい話が始まったので、二人の間に割って入ろうとしたのだが、その前にヌリカベ君が珍しく口を開いた。

「この人知っています」

ヌリカベ君は写真の中でモオルダアの父親の隣にいる男を指さした。ヌリカベ君が何かに気付くということは、やはりその人物は何か特別なのだろうか？スケアリーはヌリカベ君の言うことはなんとなく本当のことのような気がして信じてしまうようだ。モオルダアもスケアリーもその続きを聞きたかったが、無口なヌリカベ君はやはりそれ以上喋らなかったので、代わりに元部長が先を続けた。

「その人は尾久多（ビクタ） 九蘭歩（クランポ）です。ほとんど知られていませんが、彼も戦時中にヤバイ実験をしていた科学者の中の一人です」

「ヤバイって、なんなんですの？」

「細菌兵器とか生物兵器とか言われるものの実験です。実験台に人間を使っていたとかいう話もありますけどね。とにかく科学のためには人を人と思わぬようなことも平気でするような人間です。それからアメリカの宇宙開発計画にも参加していたというウワサもあります」

「宇宙で考えた上の句に対する下の句を地上の人間に考えさせる、というアイディアは彼のものなんです」

ここでいきなりヌリカベ君が話しに入ってきた。それが冗談なのか、本気なのか解らなかったが、現在の話題の中ではどうでも良いことだったので誰もそこを詳しく聞こうとは思わなかったようだ。

「それで、その方はどうしてモオルダアのお父様と一緒に写真に写っているんですの？」

「さあねえ？他に知っている顔はないの？」

モオルダアは元部長に聞いてみたが、それ以上は解らないようだった。彼らは誰にも知られないように任務を遂行するプロフェッショナルなのだから無理はない。彼らは今でも薄暗い部屋の中でウィスキーをラッパ飲みしたり、マシュマロを食べたり、葉巻を吸ったりしながら誰にも知られてはいけない事柄に関して話し合っているのだ。

「その、クランポという人は今何をしているのかしら？」

「やばいことに協力して得た報酬と年金とで優雅に老後の生活を送っているって話ですよ」

どうやらクランポはまだ生きているようだ。この後モオルダアとスケアリーが向かうべきはこの老人のところになりそうだった。

　ここでローンガマンのアジトでの用事は済んだようなので、そろそろおいとまということになりそうだったのだが、その時、部屋の扉が開いてこれまでここにいなかったもう一人の準メンバーであるフロシキ君が入ってきた。

　フロシキ君は不意にモオルダアの姿を見付けて驚いていた。

「あんた、生きてたのか?!」

モオルダアはこのフロシキ君とはほとんどあったことがなかったので、どうして自分の姿を見てこれほど盛り上がっているのか不思議だった。モオルダアがそんなことを不思議に思っていると、フロシキ君はモオルダアに近寄ってきて彼に抱きついた。モオルダアにはまだ理解できなかったが、自分が生きていることをこれほどまでに喜んでくれる人がいるというのは嫌な気分ではなかった。

「アンタが死んだら、後はあのネエちゃんが一人で主役になるだろ？そうしたら、どう考えたってオレ達の出番はなくなるはずだからね。ほとんど登場できなかったのにそれで終わりなんてことになったら、せっかく出てきた甲斐がないぜ」

どうやらフロシキ君はモオルダアが生きていたこと自体を喜んでいるということではなさそうだった。

　フロシキ君はまだ興奮状態だったが、この部屋にスケアリーがいるのを知って少し気まずそうにしていた。それは先程フロシキ君がスケアリーのことを「あのネエちゃん」と言っていたからではない。フロシキ君は女の人を「ネエちゃん」と呼ぶタイプの人間なのだ。フロシキ君が気まずくなったのは彼の知っている情報のせいだった。自分がまだ登場できると知って盛り上がってしまった後で、彼女に自分の知っている情報を伝えるのはかなりやりづらいことだった。

「ああ、あのアンタ…。もう登場する機会がないと思ってヒマだったから警察無線を傍受してたんだよね…」

スケアリーはフロシキ君が自分に向かって何か言っているが、何を言いたいのか解らずに不思議な顔をしていた。

「なんなんですの？何かあたくしに関係のあることですの？」

「あの、アンタの家の前で女性が倒れていて、その人危篤状態みたいなんだよね。それが、なんて言うかアンタの姉さんなんだよ」

それを聞いてスケアリーは一瞬にして顔色を変えた。

「ちょいと！どういうことですの？どうしてそれを最初に言わないんですの？あなたが登場するとかしないとか、そんなことよりもずっと大事なことじゃないんですの?!」

スケアリーは最後まで言い終える前に扉の外に出て、急いで病院に向かおうとしていた。ここにいた一同はその勢いに呆然としてその姿を見つめてしまったのだが、ふとモオルダアの少女的第六感が彼に何かを伝えた。モオルダアはアッと思ってスケアリーの後を追いかけた。



　スケアリーの後を追って外に出たモオルダアはすでに車に乗り込んでエンジンをかけている彼女の姿を見付けた。このままではすぐに車が動き出してしまう。どうしても彼女を止めたいモオルダアは自分でも驚くほどの行動に出た。彼は動き出した車の前に飛び出して車の前に立ちはだかった。

　これから一気にアクセルを踏み込んで、大急ぎで病院に向かおうとしていたスケアリーは目の前に現れたモオルダアを見てとっさにブレーキを両足で踏みつけた。タイヤのきしむ音とバンパーに何かがぶつかった鈍い音がして、そのしばらく後にモオルダアが弱々しく呻く声が幽かに聞こえてきた。

「ちょいと!?なんなんですの？」

スケアリーは慌てて車から降りてきて、倒れているモオルダアの横にしゃがみ込んだ。モオルダアは車から２メートルほど離れたところに突き飛ばされて横たわっていた。スケアリーはモオルダアの体を触って出血はないかとか、腕や足があらぬ方向へ折れ曲がってはいないかとかを調べていた。

「ウゥゥゥ…。今、病院へ行くのは危険だよ」

モオルダアは車に跳ねられてパニック状態だったが、なんとか口を開くことが出来た。それを聞いてスケアリーは少し安心した。

「なんで、こんな真似をしたんですの？」

モオルダアは答える前に体を起こして、自分がちゃんとしてるか、手や足はちゃんと体についているのか、とかを確認した。

「彼らの狙ったのはキミに違いないよ。なぜだか知らないけど、キミは暗殺されそうなんでしょ？きっとキミのお姉さんはキミと間違えられて…」

「だからといって、あたくしが病院に行かないでどうしろというんですの？悪党どものせいで姉の命が危ないというのに…」

「病院に行けば彼らはキミを待ちかまえているに違いないよ」

いつもならスケアリーの意見に反論すると恐ろしい形相で睨まれたり、鉄拳を喰らったりするのだが、力無くうつむいておそらくその目には涙も浮かべているであろうスケアリーを見て、モオルダアは一瞬どうしていいか迷ってしまった。そんな状態で、誰か頼りになりそうな人間がいないかと考えると、自然と一番印象に残っている人間の顔が出てきてしまう。

「病院には別の人に行ってもらうしかないよ。彼を呼んだらきっと力になってくれるはずだよ」

スケアリーには納得できなかったが、モオルダアの言うことは確かに正しかったので、その意見を受け容れるしかなかった。

		
			5 翌日、都心部のどこかにある部屋
		

		　怪しい部屋には怪しい人間が集まってくる。それはモオルダアのボロアパートにもローンガマンのアジトにも言えることだが、この「怪しい部屋」にはそれらの薄汚れた部屋に集まる人間達とは違う種類の人間が集まっている。大企業や官庁のビルが建ち並ぶこの辺りに集まって極秘の会合を開くことの出来るのはごくわずかの怪しい人間だけである。彼らはその会合の間に葉巻を吸ったり、ウィスキーをラッパ飲みしたり、マシュマロをほおばったりする者達だ。



　いつものようにカーテンを閉め切って薄暗い部屋の中で、ウィスキー男はいつもとは様子が違っていた。彼の失態によって事態は彼らにとって悪い方向へと向かっているようだ。

「これは良くないよねえ。これは良くない。まったく無関係の女性が襲われたんだから、これは良くないよ」

「キミの雇った人間がヘマをしたんだぞ」

ここにいる人間は思いつくままウィスキー男に責任の追及をしている。ウィスキー男は責任の所在がどこにあろうと関係はなかった。しかし、彼はそれ以外に問題を抱えていた。彼はモオルダアがもう死んでいると彼らに報告したのだが、それが本当かどうかは彼にも解っていない。それに、彼が持っていることになっている、盗まれた機密ファイルの内容が記録されているメモリーカードもどこにあるのかまだ解っていないのだ。そこへ来てさらにスケアリーの暗殺が失敗したとなると、彼はかなり弱ってしまう。それでも、彼はそんな心境を表に出さない術を知っている男だった。

「確かに彼らは間違ったかも知れないが、いつものように間違いは誰にも知られることなく修正されることになるのだよ」

ウィスキー男がこう言ったら、ここにいる者達はその言葉を信じて安心するはずだったのだが、この中に一人、彼の心中を見抜いている者がいた。その男は口の中のマシュマロを飲み込むと、ウィスキー男を真っ直ぐ見つめて聞いた。

「いったい誰が修正するというのだね？また無能な刺客を送り込んだところで問題は解決するはずはないよねえ？それに、ゲロニンゲンの行方が解らないという話もあるんだがねえ」

「ゲロニンゲンの始末はついているはずだ。それは確かだ」

ウィスキー男はマシュマロ男が完全に彼よりも優位な立場にいるような気分になっていた。確かにそうなのだが、マシュマロ男とて全てを見通しているわけではない。ウィスキー男はそう思って余裕の表情でいることは出来た。

「それから、例のメモリーカードだけどねえ。キミは持っているといったが、我々に見せてくれたりはしないのかね？」

これを聞いてウィスキー男はいつもよりも多めにウィスキーを飲み込まなければいけなくなった。彼にとっては他のどの事柄よりも、メモリーカードを手に入れていないということがなによりも問題なのだった。

「まさかキミ達は私を疑ったりしているのか？」

「メモリーカードは持っているのか？」

ウィスキー男のいつになく慌てた様子に気付いた一人が彼に聞いた。

「もちろんだとも」

「じゃあ、ここで見せてもらいたいものだね」

「私もそう思う」

「そうだそうだ！」

「そうだ！」

ウィスキー男の様子がいつもと違うことに気付いた者達が一斉にウィスキー男に圧力をかけ始めた。マズいことになったのだが、このウィスキー男は最後の最後まで諦めることはしない。これまでも彼は追い込まれても、わずかな隙をついて相手を出し抜き、彼が扱う秘密の情報、或いは彼自身を守ってきたのだから。

「あれは安全のために私が持ち歩いたりはしていないんだよ」

そう言ってウィスキー男はまた一口ウィスキーを飲み込んだ。ボトルの中にはほとんどウィスキーは残っていなかった。

「お望みとあらば、明日ここに持ってこよう。それでみんな納得するはずだ」

ウィスキー男は苛立った様子を見せながらそう言うと、そのまま部屋を出ていってしまった。マシュマロ男はマシュマロをほおばった口をモゴモゴさせながらウィスキー男の出ていくのを見守っていた。

		
			6 警察署
		

		　シーズン２の最終回からここまでずっと本物の方のストーリーをなぞるかたちで話が進んできたのだが、ここでthe Peke-Files独自の展開をしておかないといけない。そうする意味があるのかどうかは知らないが、そうしないとそろそろ私が飽きてきてしまうのである。



　スケアリーの姉が病院に運ばれた翌日の明け方、顔色の悪い男が警察署にやってきて自分の犯した罪を告白し始めた。この男の顔色が悪いのはいつものことではない。普段は健康な人間なのだが、自分のしたことで思い悩んでいるうちに、一晩にして不健康な顔色になってしまったようだ。

　彼が自首してくれたおかげで、警察ではひき逃げ事件が一つ解決すると思われていたのだが、彼の話すところによるとそうともいかないようだった。



　警察ではスケアリーの姉がひき逃げにあった可能性が高いとして捜査を始めていたのだ。男が自首してきたことによって、それはほぼ確実なことになったのだが、男が言うには、彼は２人の人間を跳ねたということだった。

　静かな住宅街を走っていた男の車の前に、突然大きな男が現れた。そして、その大男は女性を抱きかかえていた。その大男はワザと車に跳ねられようとしたとしか思えないほどの勢いで車の前に飛び出して来たというのである。

　男は２人を跳ねた後、車から降りてみると、頭から血を流しているスケアリーの姉を見付けた。しかし、もう一人の大男の姿は見えなかった。その代わりに、豆腐を手で握りつぶしたような液体とも固体ともいえない、ドロドロでブヨブヨした物体が辺りに散乱していた。

　男はすぐに救急車を呼ぶべきだと思って携帯電話を取り出していたのだが、彼の周りに散乱している謎の物体の動きに気付いて、彼の手は完全に止まっていた。

　辺りに散らばっている不思議な物体は、重力とは関係なくゆっくりと流れているように見えた。そして物体の一つのかたまりは近くにあるかたまりと一緒になっていった。そしてその動きを繰り返し最後には散乱していた謎の物体は一つの大きなかたまりになった。

　大きなかたまりになっても、相変わらずそれはドロドロでブヨブヨしたものだったのだが、男が唖然としながらそれを見つめていると、それは次第に人間の形になっているような気がした。少し離れた場所から見れば、それは確かにヒザを抱えてうずくまっている人に見えなくもなかった。そして、その人のような塊は、顔にあたる部分を動かすとそれを男の方に向けた。すると、それまで何もなかった顔に目が現れたのである。それは血走ったギラギラした目で男の方を睨みつけた。男はそれを見て救急車を呼ぶことも忘れて慌てて車に乗り込むと、そこから立ち去ったのである。



　男がヘンな話をするので、事件が解決すると思って喜んでいた警察の関係者は表情を曇らせていた。どうせこの男は罪を軽くするためにウソを言っているに違いない。この男は酒を飲んで車を運転して人を跳ねたのだ。アルコールが体から抜けた頃にやってきておかしな作り話などをするとはあきれたものだ、と警官達は思っていた。

		
			7 東京・郊外
		

		　尾久多（ビクタ） 九蘭歩（クランポ）は朝早く目覚めると、いつものように自宅の敷地内にある巨大な温室で栽培している蘭の世話をしていた。彼が遠い昔に犯した罪は彼にとってはさほどの意味もないものになっていた。あるいは、彼にとってそれは国のため、さらには人類の繁栄のためであったのだから、彼はその罪を罪と思っていないのかも知れない。

　クランポが若い頃にやっていた研究に比べたら、彼が自分の名前にちなんでここでやっている蘭の交配や栽培は味気ないものであったが、科学者としての探求心を満たすという意味においては、この温室で余生を過ごす生活はそれなりに充実したものであった。予期せぬ訪問者達がこの温室を訪れるまでは。



「ビクタさん！」

クランポが自分を呼ぶ声に反応して植木鉢から顔を上げると、そこには眠そうな二人がいた。ほとんど寝ないまま、クランポの家のあるこの郊外までやってきたモオルダアとスケアリーは半分寝ているような虚ろな表情でクランポに近づいてきた。

「あなたはビクタ・クランポさんですね？」

いきなりやってきた怪しい二人を見ても、クランポはそれほど驚いたりはしない。長い間生きてきた経験のなせる業なのか、それとも長い間生きていたので、いろんな反射神経がほとんど機能していないのかは知らないが、クランポは落ち着いた表情で二人を見つめていた。

「どなたかな？」

「ボクはエフ・ビー・エルのモオルダア捜査官。こちらはスケアリー捜査官だ」

「モオルダアとな？」

クランポはモオルダアを見ながらどこかで見たような顔だと思った。

「あなたはボクの父を知っていますよね」

クランポはここにやってきたモオルダアが誰なのかということに気付いて「これは朝から面倒だ」と思っていた。

「あなたはボクの父と一緒に政府の仕事に関わっていたはずなんですが」

「さあな。昔のことは良く覚えてないのだよ」

クランポはモオルダアの質問に答えたくないようなそぶりを見せた。

「それはあなたが覚えていないのではなくて、忘れたいだけなんじゃございませんこと？」

クランポがモオルダアばかりに気をとられていて、自分のことを少しも見ていないので、スケアリーが話に割って入ってきた。このスケアリーの発言が意外と功を奏してクランポは少しムキになって言い返してきた。

「野口英世やら湯川秀樹やらお茶の水博士やら、あんな連中はみんな歴史に名を残しているがな。このクランポはどうなるんだ？私は蘭をいじくるただの老人だった、ということになるだろうな」

「あなたがしたことが本当ならば、それは当然の報いですわ」

スケアリーはクランポが戦時中にしていたかも知れない人体実験などについて言っているようだった。クランポはスケアリーの言わんとしていることに気付いていたようだ。（というかお茶の水博士ってマンガのことか？とモオルダアは思っていたのだが、何も言わなかった。）

「やりすぎたと言われればそうかも知れないがな。私の業績がどれだけ人類にとって有益かということをキミは解っているのかね？」

「目的が何であれ、そのために罪のない人間が殺されるというのは許されませんわ！」

スケアリーが感情的になってきているのでモオルダアはハラハラしていたが、それにつられてクランポも熱くなっているようだった。

「進化に犠牲は必要じゃないかね。このシリーズが始まる何十年も前に多くの人間が誰にも知られず降板したのも、それは人類のためだ。いずれ私も降板するに違いながな」

モオルダアはこれを聞いて、クランポが彼の知りたい何かを知っているに違いないと確信した。

「ボクの父親もいきなり登場していきなり降板したんですよ。きっとあなたを降板させようとする誰かと同じ人達によって降板させられたんです。あなたはどうしてそうなったかを知っているんじゃないですか？」

「彼らはその最終的な目的のためには誰だって降板させるし、時には殺したりもするんだよ」

「その目的ってなんなんですか？それにはきっとボクの父親も関わっていたんでしょ？」

「それはどうだかね」

モオルダアは何かを教えてくれそうで教えてくれないクランポの態度に少しイライラし始めていた。

「あなたは父を知ってるんでしょ！だから降板とかそういうことを言うんだ」

モオルダアが声を荒げて言うと、持っていた写真をクランポに見せた。それはモオルダアが実家で見付けた例の写真だった。

　クランポはその写真を見て、これはどうにもごまかせないという感じがした。そこにはモオルダアの父と一緒に自分が写っている。若い頃で顔は今とは違うが、これを自分ではないと言い張るには少し無理がある。クランポはしばらく写真を見つめてから静かに答えた。

「キミが知る必要のないこともあるんだよ」

この答えを聞いてモオルダアはガッカリだった。目の前に何かを知っているはずの男がいるのに教えてくれないなんて。しかし、こういう時にモオルダアの少女的第六感は彼を真実に近づけようとその力を発揮するのだ。モオルダアは何か良いことを思いついて、ニヤニヤしそうになるのをこらえながらクランポの目を見つめた。

「そんなこと言ったって、クランポさん、あなたは偉大な科学者として後世に名を残したいと思ってるんでしょ？」

怪しげにギラギラするモオルダアの瞳を見つめながらその言葉を聞いたクランポは少し心を揺さぶられたような感じだった。

「ボクらが知ったことを世間に公表したら、もしかするとあなたの功績が認められて、あなたは偉大な科学者！ということになったりしませんかねえ」

クランポはこれを聞いて、自分の名前が理科や科学の教科書に載ることを想像した。それから、国語の教科書に載るのも良いな、と思って自伝を書き始めようかとも思っていた。しかし、ここでモオルダアに全てを教えるのはもったいないとも思っていた。天才的な科学者として名を残すには謎めいた一面も必要なのだ。クランポもモオルダア同様にニヤニヤしそうになるのをこらえて話し始めた。

「キミは一箱のネピアに何枚のティッシュが入っているか知っているかね？」

モオルダアは面食らったが、スケアリーはそうではなかった。

「知っていますわ！でも、原材料の値段や景気の状態によって枚数は変わったりいたしますわね」

「そうだよねえ。でもネピアが全国発売になった年というのはいつまでも変わらないものだよ」

「それはそうかも知れませんが、それが何だと言うんですの？」

謎めいた天才科学者は聞かれたことに素直に答えない。

「その写真は山梨県にある鉱山会社で撮ったものだよ。それ以上のことは宿題ということにしようかな」

何だか天才科学者というよりも、オモシロ授業をする先生みたいな感じだが、モオルダアはこれを聞いて、これ以上の情報をクランポから聞き出すのは困難だと思っていた。オモシロ先生のオモシロ授業はあくまでも実践を重視するものだから。きっと何を聞いてもクランポは教えてくれないに違いない。

「じゃあ、行こうか。スケアリー」

モオルダアはそう言って蘭の花が咲く温室を出ていったが、スケアリーはここでのやりとりがなんなのか全然理解できていなかったので、不思議そうにクランポの方を見つめていた。クランポはクランポで運命に翻弄される天才的な科学者になってしまっているので、鬼気迫る感じでスケアリーを見つめ返した。スケアリーは「なんなんですの!?」と思って振り返ると、モオルダアの後について温室をあとにした。しかし、クランポの訴えかけるような表情はスケアリーの心に嫌な感触を残していたことも確かだった。



　二人が温室から去った後、クランポはしばらく彼らの出ていった先を眺めるでもなく眺めていた。そして彼の頭の中に沸き上がってきた混乱のような何かが収まると、彼はおもむろに近くにあった親子電話の子機に手をのばした。

　クランポは親子電話の子機を携帯電話と勘違いしているわけではない。彼は科学者なので、親子電話の電波は意外と遠くまで届く、ということを知っている。それで、自宅の外にあるこの温室に子機を持ってきて家にかかってくる電話に応対したりしているのだ。

　そんなことはどうでもいいのだが、クランポが電話をかけると、それは或る携帯電話へとつながった。その携帯電話は都心にあるビルの中の薄暗い部屋に置かれていた。電話に出た男はクランポがいうとおりに別の男にその電話を取り次いだ。電話に出た男は、マシュマロを食べながら何かを思案している男に電話を渡した。

　マシュマロ男は電話に出てクランポが自分の名前を名乗った時に、少なからず動揺していたのだが、ここにいる他の者達と同様にそういう感情を表に出すことはしない。しかし、クランポが自分に電話をかけてくるということは余程の緊急事態に違いないのだ。

「久しぶりだな、元気かな？」

クランポはわざとらしく気さくな挨拶をしたがマシュマロ男には何かが起きていると解っていた。

「やあクランポ先生、何の用だね？」

「懐かしい仲間の息子がねえ、さっきここにやって来て色々と質問していったよ」

「それで、キミは何を話したんだ？」

「キミがどうしようもない酷い悪党のくせに甘党なのは珍しいことだ、ということを話したがね。それ以外は何も言ってないよ」

クランポはそれだけいうと一方的に電話を切ってしまった。電話の切れるブツッという音を聞いたマシュマロ男は「これはマズイよねえ」という気分になっていた。

「モオルダアは生きているみたいだねえ」

携帯電話を耳から離したマシュマロ男は部屋にいる全員に聞こえる独り言を言った。部屋にいる者達は先程から電話をしているマシュマロ男の様子が気になっていたので、そのマシュマロ男の独り言に即座に反応した。

「また彼らに連絡しなきゃならないじゃないかね。こんなことならはじめから全部彼らにまかせておけば良かったんだよ」

一人の男が苛立ってはいたが冷静なそぶりでそう言うと部屋を出ていった。ここにいる者達全員が、彼と同じように感じていた。「オイオイ！どうなってるんだよ！」と言いたいのをこらえて各人が静かに、誰にも気付かれずに問題を解決する方法を頭の中で模索し始めていたのだった。
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		　病院というのはあまり長居したいとは思えない場所である。特にアッチとコッチの間で行ったり来たりの病人が沢山いるような病棟ではなおさらである。スケアリーの母はスケアリーの姉、ダネエが横たわるベッドの横で何時間も不安な時を過ごしていた。スケアリーの母には支えになってくれるような人が必要なのである。だれでも良いから彼女の良く知っている人がここにいてくれたら、スケアリーの母は今とは違う落ち着いた気持ちにもなれるはずである。

　しかし、彼女が病室の外の足音に気付いて振り返った時に、そこに現れるのは別の病室で緊急事態が起きてそこへと向かう医者だったり看護士であった。そういう光景は余計にスケアリーの母親を不安にさせていた。今のところ静かに横たわっているダネエも、何時あのような慌てた感じの医師の処置が必要になるのかわからない。

「こんな時に、いったいダナアは何をしているのかしら？」

スケアリーの母の気持ちはほとんど独り言となって口から漏れていたのだが、それを聞く人はここには誰もいなかった。そしてその独り言は何度も繰り返されながら、スケアリーの母をさらに不安な気持ちにさせていった。

　何度目かわからない独り言をスケアリーの母が心の中で叫んだ直後に、彼女はドアの所でした声に気付いて驚いたように振り返った。

「スケアリーさん。今日は誰かが面会に来る予定になってましたか？」

スケアリーの母は病室の入り口にいる看護士を見て少しの希望を感じた。希望というのはおかしいのだが、誰かがここへやって来るというのは彼女にとっては嬉しいことに違いない。

「ダナアが来たんですのね。あたくしの娘のダナアが来たんでございましょ？」

入り口の所にいた看護士はそれを聞いて少し戸惑っていた。

「娘さんではなくて、おじいちゃんでしたけど。ここに来るように頼まれたって言ってましたよ」

スケアリーの母は「何なんですの?!」と思っていたのだが、看護士の横に現れた人物を見てさらに「何なんですの?!」という感じになっていた。

「あなたは誰なんですの？何かの間違いではなくって?!」

状況が飲み込めずに慌てた感じのスケアリーの母とは違って、ここへやって来た人物はいたって落ち着いていた。

「あんさの娘さ、女エフ・ビー・エルじゃて？」

スケアリーの母はそれがどこの方言や訛りかはわかりかねたが、この老人の言っていることはなんとなく解った。

「そうでございますが…」

「わてはナバホ・ゴンノショウちゅうもんじゃて。あんさの娘さワゲあって来れねえだべが、うんだばがわりね来たちゅうことだぎゃ」

さらにワケがワガらなくなってきたのだが、スケアリーの母はスケアリーが彼女の代わりにこの老人をここへよこしたということに違いないと思った。

「ダナアは？あの子は大丈夫なんですの？」

「ニャッ！ウケムチテラ！…ていていのこって！」

もう完全にゴンノショウの言っていることは理解不能だったのだが、彼の笑顔から察するにスケアリーは無事であるに違いない、ということがスケアリーの母には解った。その笑顔を見てスケアリーの母はなんとなくホッとしたのだが、ゴンノショウがダネエのベットの横まで行って彼女の手を取り脈を調べるのをみてまた不安になっていた。

「こんアネさ弱っとるべな」

「そんなことはありませんわ！この子には最高の医師がついて現在は回復中なんでございますのよ。それに、作者様は最近方針を変えてむやみに登場人物を殺さなくなっているんですから…」

そうは言ったものの、ゴンノショウの何かを悟ったように輝く目と彼女の目が合うとスケアリーの母はその先を続けることが出来なかった。

「ダメでなげりゃここで祈祷ばしとられればがね？」

スケアリーの母はゴンノショウが何を言っているのか解らなかったが、なんとなく頷いてしまった。
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		　FBLビルディングの13階にあるスキヤナーのオフィスに入ってきたのはウィスキー男であった。彼は今、盗まれたファイルのことで窮地に立たされている。全てが彼の都合に合わせてくれなければ、この状況から抜け出すのは困難だと思っていたのだが、そんな時にも彼は冷静に振る舞うことは忘れなかった。冷静さをなくしたらなくすだけ状況は彼にとって不利になる、ということは彼が一番良く知っていることなのだ。

「私を呼んだかね？」

オフィスに入ったウィスキー男がそういうとデスクに座って何かをしていたスキヤナーが顔を上げてウィスキー男の方を見た。スキヤナーが気付いていようといまいと、ウィスキー男は彼が自分の思い通りに動いてくれる人間の中の一人であると思っていた。しかし、ウィスキー男のその考えはいつからか間違っていたようだ。

「あなたの言っていたメモリーカードですけどね、どこにあるのか解りましたよ」

「おお、そうかね。それなら早く私のところへ持ってくるんだ」

ウィスキー男は、これであの薄暗い部屋に集まる連中にはったりをかます必要がなくなると思って大いに安心していたのだが、、スキヤナーは彼の予期しなかった返事をした。

「でも、場合によってはメモリーカードは別の人の手に渡る可能性もありますよ」

それを聞いてウィスキー男は一瞬戸惑ったが、次の瞬間にはスキヤナーが何を言わんとしているのかを理解して無性に腹が立った。

　ウィスキー男のような人間はたいていの場合完璧主義なのである。そして、彼の完璧な仕事によってここにいるスキヤナーも自分に都合の良いように行動してくれる人間になっているはずだった。しかし、今スキヤナーはウィスキー男に対して取引を持ちかけてきたのである。自分の意のままに動くはずのスキヤナーが予期しなかった行動を始めたのである。

「場合によっては、って何なんだよ！場合によっては、って。まさか取引とか、そういうことを言ってるんじゃないのか？私がそんな取引なんかすると思ってるのか？何だよ！場合によっては、って。私は取引なんかしないんだよ！」

あまりにもヒステリックなウィスキー男にスキヤナーはちょっとたじろいだが、何とか冷静になって、ウィスキー男の方をじっと見つめていた。ウィスキー男はその態度も気に入らなかったようだが、今度は我慢して何も言わずに部屋を出ていった。

　ウィスキー男が登場して、彼が持っていたウィスキーのボトルを一度も口に運ばなかったのはおそらくこれが初めてなのだが、彼はそれほど追い込まれていたのかも知れない。

　スキヤナーはシーズン２以降、このエフ・ビー・エルに現れて彼を板挟み状態の中間管理職みたいなことにしている「上の人」の中の一人を困らせることに成功したので、ニンマリしながらウィスキー男の出ていったドアの方を眺めていた。
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		　いくら掘っても何も出てこない鉱山は、もう鉱山としての意味がなくなり、その鉱山の一画に建てられた鉱山会社の建物も何かの役割を果たすことはなくなる。そういう建物は取り壊されるか、そのまま廃墟にすることに問題がなければ取り壊す費用を節約するために放っておかれることもある。或いはどこかの誰かが何かの目的でその廃墟のような建物を利用したりすることもあるかも知れない。



　山の中にあるこの廃墟にやってきたモオルダアとスケアリーはここが写真に写っていた場所で間違いないということがすぐにわかった。窓ガラスが割れていたり、壁のモルタルが剥がれ落ちたりしてはいたが、背後の山の稜線とその中にたたずむこの大きな建物は写真とまったく同じだった。

　ほとんど沈みかけた太陽の薄明かりの中に浮かび上がる廃墟のビルは周囲の風景の中にはあまり溶け込んでいなかった。この山が鉱山であった頃ならそうではなかったのだろうが、誰も訪れないような山の中にこのような大きな建物があるのは不自然で悪夢を見ているような気分になる。

「ここに何があるっていうんですの？」

この建物にあまり良い印象を持たなかったスケアリーがモオルダアに聞いた。聞いたところでモオルダアが答えを知っているとは思わなかったのだが、そうせずにはいられなかったようだ。

「それをこれから調べに行くんだけどね…」

そうは言っても、モオルダアもなんとなくこの廃墟になった建物の雰囲気に不気味な何かを感じていた。



　この廃墟は会社の建物ではあったが、事務の仕事をするような場所はほとんどなく、鉱山から掘り出した土砂の処理や鉱物をより分けたり、そして最終的に出てきたものを搬出するための施設のようで、会社というよりは工場のような内装だった。

　モオルダアとスケアリーが建物の中に入ると、今では到底動きそうにないような大きな機械がたくさん目に入ってきたのだが、その古めかしい機械の中に不自然な感じで稼働を続けているものがすぐに目に入ってきた。

　とっくの昔に使われなくなった施設に今でも動いている装置を見付けて、モオルダアは「これはシーズン２の最初の方の話とそっくりだなあ」と思っていた。しかし、そういう場所にはきっと何かがあるに違いない、ということも解っていた。

「ちょいと、モオルダア！これはいったい何なんですの？」

スケアリーもモオルダアと同様にこの施設の中に不自然な感じで設置されている装置を見て不思議な感覚を覚えたようだ。

　建物の中の壁には無数の扉が付いていて、その扉には暗証番号を入力するための数字の書いてあるボタンが付いていた。そこに正確な番号を入力すれば扉が開くのだろうが、それはどう考えても、この鉱山が閉鎖された後に作られたものであったし、タッチパネル式の液晶画面に表示されている入力ボタンはあきらかに最近設置されたものだった。それを見て、それが二人が探していたものに近づくための扉だということが解った。

「じゃあ、ボクは『なるほど』の『な』を開けてみようかな」

モオルダアがニヤニヤしながら言ったのだがスケアリーはこのネタを良く解っていないようだった。スケアリーが困惑気味に彼を見つめているのにはまったく気付かず、モオルダアが一つ目の扉のところに行ってタッチパネルに暗礁番号を入力し始めた。スケアリーはそれを見ながら隣の扉のところへと向かった。

　モオルダアは一つ目の扉で暗証番号を入力し終えたが扉もそこについているタッチパネルも何の反応も示さなかった。

「1972じゃ何にも起きないよ」

モオルダアは隣の扉のところで暗証番号を入力しているスケアリーに言った。

「なるほどの『る』もダメみたいですわ」

スケアリーも番号を入力し終えたのだが、そこでも何も起きなかった。

　なんだ、スケアリーもこのネタを解っていたのか、と思いながらモオルダアはスケアリーいる扉のもう一つ向こうにある扉へと向かった。

「ホントにこの番号であってるの？」

「ネピアの全国発売の年は1972年で間違いありませんわ！」

スケアリーもまた別の扉のところへと移動して番号を入力し始めた。

「こういう今風の装置が付いているんだったらエフ・ビー・エルのあの技術者とかを連れてきて調べさせたら、なんかスゴイ機械とかで暗証番号とか調べたり出来るんじゃないのかなあ？」

「そんなことは無理ですし、それにあたくし達は今エフ・ビー・エルの捜査官として正式な捜査をしているワケではないんですからね」

モオルダアはなんだそれ？と思っていたが、スケアリーは停職中でモオルダアはエフ・ビー・エル的には死んだことになっているので、現在二人はエフ・ビー・エルの捜査官ではないのである。

　モオルダアは色々と疑問に思っていたのだが、彼が疑問に思っていることをスケアリーに聞く前にスケアリーが暗証番号を入力していたタッチパネルに変化が起きて、それどころではなくなった。

　スケアリーが暗証番号を入力すると液晶画面が明るくなり「ロックヲ・カイジョ・シマシタ！」という機械的な音声が液晶画面についている小さなスピーカーから聞こえてきた。

「モオルダア、当たりは『なるほど』の『ほ』でしたわ」

モオルダアにとってそんなことはもうどうでも良かった。自分が当たりの扉を開けられなかったのがちょっと悔しかったのである。しかし、そんなこともどうでも良いのだ。クランポの謎めいたヒントを頼りにここまでやって来て、そのヒントのとおりに暗証番号を入力したら秘密の扉が開いたのである。きっとこの扉の向こうには、これまで隠されてきた重大な何かがあるに違いないのだ。

　モオルダアは意気揚々と扉の前へやって来るとそれを開けようとしたのだが、スケアリーには心の中で何かが引っ掛かるのを感じてモオルダアを静止した。

「ちょいと、モオルダア。ここは冷静にならないといけませんわよ。この先にあるものを見て、ここであなたのお父様が何をしていたのか解ってしまったら…それが、いけないものだと解ってしまってもあなたは大丈夫なんですの？」

スケアリーはそう言ってモオルダアを止めたのだが、彼女が気がかりなのはそれだけではなかった。彼女の首と背中の間から見付かった未知の金属で出来た小さなグリコのオマケや、マシュマロ男からの警告や、病院に担ぎ込まれた姉のことなどが、彼女を大いに不安にさせていたのである。この先にあるものが彼女の不安を裏付けるもののような気がしてならなかったのだ。

「こんな山の中まで来て、しかも秘密の暗証番号で開けた扉を前にして、このまま帰るわけにはいかないよ。それにボクの父さんは中途半端にパロディを続けてきた作者の被害者なんだよ。だから、そんなところを気にしている場合じゃないよね」

なんか、また私のせいにされてしまったが、モオルダアはそう言うと扉を開けるためにノブに手をかけてそれを力強く回したのだった。
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		　開いた扉から入って進んでいくと、彼らの前に広がった光景は、モオルダアにとってもスケアリーにとっても、予想どおりでもなければ驚くべき光景でもなかった。ただし、それは異様な光景といって間違いないものではあった。

　扉を開けると、そこは岩盤のむき出しになった洞穴のようなトンネルであった。灯りがないので、その穴がどこまで続いているのかは解らなかったが、おそらくそれは坑道か、坑道へと続く道であったに違いない。それだけでは、そこは特に異様という感じではないのだが、この洞穴を進んでいくと側壁に書類を入れるための棚が隙間なく並べられた場所に来たのである。

　アッと驚くような光景が扉の向こうに広がっていて何かが見付かると思っていた二人はビミョーな感じで驚いていたのだが、秘密の暗証番号で開いた扉の中にある書類棚の中には何か重要な物が隠されているに違いないとも思ったので、二人とも中に進んで一番手前の書類棚の引き出しを開けてみた。

「これ、何なんだ？」

モオルダアにはそこにある書類が何なのかは解らなかったようだが、スケアリーは、それがどこかで見たことのある形式で書かれている書類であることに気付いたようだった。

「これは、医療記録ですわね。カルテともいいますけど。名前が書いてあってアイウエオ順で並べられているようですわ」

そんなことが解ってもモオルダアはあまり興味を示さなかった。そんなものよりももっとすごい物がこの先にあるのだと思って、暗くなっている洞穴の先に進んでいった。

　モオルダアが少し進むと、すぐに書類棚の間の壁にスイッチがあるのが解った。暗がりでもスイッチの位置が解るように小さなライトがついていてその場所を教えてくれるようになっていたのである。慎重な人間なら、そういうスイッチを見付けても動かしてみたりはしないのだが、そうでない人間とモオルダアはスイッチを見つければ動かしてしまうのである。

　スイッチを入れると、洞穴の中に明かりが灯ってモオルダアの先にどこまでも続くか解らないような洞穴の先が照らし出された。ここが鉱山だったことを考えればそれは特に驚くべき事ではないのだが、モオルダアはそれ以外のものを目にして一瞬言葉を失ってしまった。

数百メートルもの先まで続いていそうな洞穴の側壁には、さっき彼らがみたような書類棚がびっしりと置かれていたのだった。

「ちょっと、スケアリー…」

モオルダアが洞穴の先を見つめたまま言うと、スケアリーも振り返って彼の見ているものをみて驚いていた。

「何なんですの?!これは？」

大量の書類棚を目撃してしばらくの間、呆然とそれを眺めていた二人だったが、ひととおりの混乱が収まるとモオルダアが基本的な問題を気にし始めた。

「それで、そのファイルには何が書いてあるんだ？」

モオルダア同様に頭の中の混乱が収まりつつあったスケアリーも冷静にモオルダアの質問に答えた。

「これは出生証明書とか、そういった個人情報とか、それに予防接種の記録も書いてありますわ。さっきも言ったように医療記録ですけれど。それにこんなものもありますわ」

スケアリーはそう言って汚く丸められた紙切れのようなものを指さした。

「これ何？」

「これはとても古いティッシュペーパーですわ。古くなって黄ばんでボロボロですけれど、この時代ですとまだネピアではなさそうですわね」

モオルダアはどうしてスケアリーがこんなにネピアのティッシュに詳しいのか不思議だったが、問題はそこにあるわけではないので気にしないことにした。

「それから、組織サンプルも保管してあるみたいですわ。この容器はとても古いものですけれど、これは昔使われていたものなんですのよ」

「それは、ここにある全部の書類についてるの？」

「そのようですわね。ここにある書類は全て同じ年に生まれた方達のものみたいですわね。生まれた年の順に並んでいるということは…」

スケアリーはそこまで言うと何かに気付いて洞穴の先へと小走りに向かっていった。書類棚の引き出しにはその中に情報が保管されている人間の生まれた年が書かれていて、それは奥に進むほど新しいものになっていくようだった。スケアリーはその中の一つの引き出しを見付けてその中に見付かった書類に夢中になっている。

　モオルダアは、そういうことをするのは自分の役目のはずだ、と思いながらスケアリーの方へと近づいていった。書類に気をとられていたスケアリーがモオルダアから、何があったのか？と聞かれるまで彼が近くに来ていることに気付かなかったのだが、その時ハッとして戸棚に手を当てるとそこに書いてあった数字を隠した。スケアリーの手に隠される直前にモオルダアはそこに書かれている数字に目をやったのだが最初の19だけしか確認できなかった。

「これはあたくしの書類ですわ！」

いろいろと焦っている感じのスケアリーは不自然な感じで書類棚に手をかけているが、彼女にとってそれは数字を隠しているのではなくて、体を支えていることになっているのだったが、その体勢は余りにも不自然だ。モオルダアは「そういえば、スケアリーって何歳なんだろう？」とか思ってしまったのだが、ここでそこを気にしている場合ではないし、この前後の棚に書かれている数字を見れば、それは彼の思っているスケアリーの生まれた年とだいたい同じようなので、ここでそのことについてスケアリーに聞くような失敗はしなかった。

「どうしてキミは自分の書類がここにあると解ったんだ？」

「それは…、ただそんな気がしただけなんですのよ」

本当はスケアリーは首の後ろから見付かった謎の金属で出来たグリコのオマケの事が気になっていたのだ。あれがいつ彼女の体内に埋め込まれたのか、スケアリーは気がかりでしかたがなかった。しかし、そういうことをモオルダアに話せば、いつもモオルダアが言って彼女が否定するような話を半分認めざるをえなくなるような気もしていたのである。エイリアンに誘拐されると記憶が消されるとか、きっとそういう話に発展していくに違いないのだ。そして今のところ彼女にはそれを全て否定できるだけの自信がなかった。

「それで、そこには何が書いてあるの？」

モオルダアはここにスケアリーの書類があることに関してはそれほど気にしていないようなのでスケアリーは少し安心した。

「ほかのと一緒ですわ。出生証明に医療記録に…。でもどうしてあたくしの組織サンプルがここにあるんですの？それにこれはあたくしが使ったティッシュですわ」

「どうして、キミの使ったティッシュだって解るんだ？」

「あたくしはティッシュを捨てる前にティッシュのはしに折り鶴を作るクセがあるんですの」

「まさか、そんな…」

と、思ったモオルダアだったが、スケアリーの指さす先をみると、そこにあるティッシュの角の部分には小さな折り鶴が作られていた。

「これはきっと夜中にゴミの集積場所をあさっている人達の仕業だな」

「あの方達はお金になりそうなものをあさっているんですのよ」

「それは、表向きのことで、実際には違うかも知れないし。それよりも、キミの書類があるって事は、もしかするとボクのもあるのかな？あってもなくても、この場所は何だか意味が解らないよね」

スケアリーはモオルダアが妙に気楽な感じなのに腹が立ったのだが、それはなるべくモオルダアに悟られないように努めていた。

　モオルダアは書類棚に書かれている数字を見ながら自分の生まれた年と同じ数字が書かれているものを探しながら洞穴の中を戻っていった。スケアリーはここでやっと不自然な体勢で戸棚の引き出しにあてていた手を離してモオルダアの後を追っていった。

「あれえ？おかしいなあ。なんでキミの書類があってボクのがないんだ？」

「それは、あなたが取るに足らない人間だからですわよ」

「まあ、そうかも知れないけどね」

モオルダアがこんなふうに自分の言うことを素直に受け入れるとなんとなく気味が悪いスケアリーだった。

「でも、キミのがあればボクのもあって当然だと思ったんだけど」

「それは、どういう意味ですの？」

「ボクがはじめに考えたのは、ここには何かある人達の記録が保存されている、ということだったんだけど」

「何かある、ってどういう事ですの？」

「例えばエイリアンに誘拐されたとか」

「あたくしは、エイリアンに誘拐なんかされてませんわよ！」

「まあ、そうだよねえ。でもキミはホントに誘拐されたとしてもなんとかして否定するはずだけどね。でもこれまでの話でキミがエイリアンに誘拐されるとか、そんな事はなかったから。だからボクのはじめの考えは間違っていたんだという事になりそうだけどね。でもここにボクの書類がないのは何だか気になるんだよ」

「だから、さっきも言ったように、あなたが取るに足らない…」

「アッ！」

さっきから、何かを考えながらモヤモヤした感じで話していたモオルダアだったが、ここに来ていきなり少女的第六感を働かせてしまったようだ。スケアリーの言葉を遮ると、モオルダアは別の書類棚に向かった。

　モオルダアが立ち止まったのはモオルダアの生まれた年よりも二年前に生まれた人達の書類が保管されている棚だった。「あ・か・さ・た・な・は・ま…」そういいながら書類の束をめくっているモオルダアはいつになく慌てた様子だった。

「あった！あったよ」

「あった、って。何がですの？」

モオルダアは書類を取り出してそれを開いた。

「この人知ってる？」

モオルダアは書類をスケアリーに見せながら聞いた。

「モルダー・ムスタファって、もしかしてあなたのお兄さんですの？」

「そうなんだよ。苗字と名前とか滅茶苦茶だけど、これがボクの兄なんだよ。やっぱりボクの兄は存在していたんだよ、スケアリー」

モオルダアは多少興奮していたが、スケアリーにはその興奮がどこから来るのか解らないぐらい、モオルダアは複雑な表情をしていた。モオルダアは書類を見ていたが、そこには彼の知っていることしか書かれていなかった。しかし、彼はその書類にどこか他の書類と違っているところを発見した。

「ちょっと、スケアリーこれ見てよ」

そういってモオルダアは書類の見出しに書かれている兄の名前の部分を指さしていた。スケアリーも一目見てそれが他の書類と違っていることが解った。その見出しは誰かの名前が書いてあったものの上に訂正用のシールが貼られて、そこにモオルダアの兄の名前が書いてあったのだ。

　モオルダアがその訂正用のシールを剥がすと、そこには「オックス・モオルダア・ムスタファ」と書かれていた。

「ということは、この書類は元々ボクのために作られていたんだよね？」

「そうかも知れませんわね…」

だから何だというのか？二人は目の前にある大量のファイルの中に驚くべき真実を発見したようなしないような、ヘンな気分になっていた。とにかくこの場所には、誰にも知られないように、たくさんの人間に関する書類が保管されていて、その中にモオルダアとスケアリーの名前があったということだけは事実だった。何をどう納得して良いのか解らないまま呆然としていた二人だったが、その時に遠くの方から、というよりは、この洞穴の奥の方から地面を震わせるような低い音が聞こえてきた。そして、その音は次第に大きくなっていき、実際に彼らの周りにある棚をガタガタと震わせ始めた。

「ちょいと、モオルダア？何なんですの？」

モオルダアもこれが何なのか解らなかったが、何かすごい物に違いないと心のどこかで彼の少女的第六感が彼に伝えていた。

「スケアリー。キミはここで待っているんだ」

そう言って、モオルダアは洞穴の出口の方へと走っていった。

「ちょいと、モオルダア！」

スケアリーはモオルダアを追いかけていきたい気もしたが、これが地震だったり土砂崩れの音だったとしたら、下手に動くよりはここにいた方が安全だと判断したので、ここにとどまっていた。



　洞穴を大急ぎで戻って鉱山会社の建物の中まで戻って来たモオルダアは窓の外に光が動いているのを発見した。それは車のヘッドライトのようでもあったが、それにしては数が多すぎるし、それは余りにも巨大だった。巨大な車の巨大なヘッドライトだとしても、彼が見ている先にある窓は普通の建物でいう３階くらいの高さにあるのだ。そこに何かが浮かんでいて、そしてそれは次第に高度を上げているように見えた。

　古びた曇りガラスの向こうに何があるのか、モオルダアにはまったく解らなかったし、ガラスがなくてもその物体から発せられる光によって、そこに何があるのかは確認できなかっただろう。モオルダアは急いで出口に向かうと建物の外へと出てきた。

　外に出ると先程から聞こえていた低い音はさらに大きくなり、モオルダアの腹の底に響いてきた。しかし、モオルダアにはそんなことを気にしている余裕はなかった。モオルダアが外に出て頭上を見上げると、そこには空に浮かぶことは不可能に近いと思われる巨大な物体があったのだ。あまりにも大きいために、モオルダアの視界に空はまったく見えなかった。

「ちょ、ちょっと、これは…」

モオルダアは上空をゆっくりと移動していく巨大な何かを見上げながら「ヤバイもの見ちゃったよ！」と思っていたが、それ以外に何も出来ずただ口を開けて上空を眺めているしかなかった。

　上空にあった巨大な何かはゆっくりと動いて、モオルダアの頭上をかなりの時間をかけて通り過ぎると、モオルダアの見ている先には無数の星々がきらめき始めた。
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		　一方、スケアリーはモオルダアが慌てて外へ向かった後も、ガタガタ揺れる棚に囲まれて不安でドキドキしていた。「地震や土砂崩れなら、やっぱり外へ出たほうが安全だったかも知れませんわ」と自分の判断を後悔していたのだが、先程から聞こえていた轟音や地響きが収まってくると、次第に落ち着きを取り戻し洞穴の先へと進んでいった。あの地響きの影響なのか知らないが、洞穴の先は明かりが点いていなかったので、スケアリーは持っていた懐中電灯の明かりを頼りに進まなければならなくなった。

　先に進んでもそこには書類棚が並んでいるだけだった。いったい何なのかしら？と思いながら、何か重要な証拠を発見できると思っていたスケアリーは少し苛立ち始めていた。しかし、スケアリーはそこでまったく予想しなかったものを見ることになった。

　スケアリーが懐中電灯で洞穴の先を照らした時、何十メートルも先にある場所に何かが横切ったのを見たのである。それは人のように見えたのだが、人にしては小さすぎた。或いはそれは子供だったのかも知れないが、こんな場所に子供がいるなんてことは考えられない。

　スケアリーは先程の場所をもう一度確認しようと懐中電灯の光を向けたのだが、そこがどうなっていて、何があるのかは懐中電灯の幽かな明かりではまったく解らなかった。それでも、光の先を上下左右に細かく動かしながらスケアリーが光の先を凝視していると、また何かがそこを通ったような気がした。

　スケアリーは「何なんですの?!」と思いながら懐中電灯の光の先を動かしていると、光が当たる場所にいくつもの動く影が確認できた。そして、それらの小さな人間のような影は全てスケアリーのいる方へと向かってきているようだった。

「ちょ、ちょいと…」

そういいながら、スケアリーは懐中電灯の光を近づいてくる何かに向けようとしていたのだが、ヒタヒタという足音をたてて近づいていくる何かは意外と速く動いていて、慌てているスケアリーはその何かに懐中電灯の光をあてることは出来なかった。そうしているうちに彼らのヒタヒタいう足音はどんどんスケアリーの方へと近づいてくる。スケアリーはまた「何なんですの?!」と思う前に逃げるべきだと思ったのだが、思うように足が動かなかった。そして「何とかしないといけませんわ！」と思っている間に、小さな人間のような何かはヒタヒタという足音を響かせながらスケアリーのすぐ近くまでやってきていた。

　時々スケアリーの持っている懐中電灯の光に照らされる彼らの姿をみたスケアリーは、それは人間でないことが解っていた。人間でもなく、サルのような人間に近い生き物でもなかった。スケアリーの身長の半分ぐらいしかない小さな彼らは、おそらくどんな図鑑にも載っていない生物だ。ツルツルした質感の肌を持った小さな彼らが大量にヒタヒタと彼女の方へと走って来ている。

　スケアリーがそんなことに気付いた時には彼女が悲鳴をあげる余裕もないほど彼らはスケアリーに近づいていた。そして、ただ立ちつくすしかないスケアリーの両脇を何体もの小さな何かがヒタヒタと走り過ぎていった。

　スケアリーは彼らが自分に何かをしようと近づいて来ていると思っていたのだが、彼らは何もせずに通り過ぎていってしまった。しばらくは呆然としてしまったスケアリーだったが「ちょいと！シカトですの!?」と思いながら、スケアリーは彼らの後を追いかけていった。

　ヒタヒタと走る彼らは相当慌てているらしく、追いかけるスケアリーとはかなりの差を付けていたのだが、スケアリーは何とか彼らの走っていった先を知ることが出来た。洞穴の中のいくつかの分かれ道を進んで彼らを追いかけていくと、彼らは洞穴の外へ続く扉から出ていくところだった。その扉の外からは強い光が差し込んでいて、扉のところにいる小さな何かの姿は眩しくてちゃんと確認することが出来なかった。しかし、その光の中に浮かび上がる影から察するに、それはモオルダアが喜びそうな生命体の形に似ていた。スケアリーはこんなことはモオルダアに言わない方が良いですわね、と思いながら、彼らの出ていく先を目を細めて見つめていた。

　そして、扉が閉まって、またこの洞穴が暗やみに包まれるという時に、遠くからモルダアの声が聞こえてきた。

「おーい、スケアリー！どこにいるんだよ。ヤバイことになってるんだよ！」

スケアリーはここで見たことや、どうやって自分がこの鉱山会社の跡地までやってきたのか、ということを考えて、モオルダアのいっている「ヤバイこと」の意味がなんとなく解ったような気がした。

「モオルダア！あたくしはここですのよ！」

ここ、と言って解るかどうか心配だったので、スケアリーは元いた場所へと戻ることにした。



　鉱山会社の跡地の外の上空にすごい物を見てしまったモオルダアは、しばらく呆然として空を眺めていた。上空を移動して山の向こうの空へと消えていった物体から発せられる低い音がいまだにモオルダアの耳の中に響いているような気がして、モオルダアは遠くから近づいてくる日常的な音には、それがかなり大きくなるまで気付かなかった。

　カーブを曲がるごとにタイヤをきしませる車がこの鉱山会社の跡地に迫っていることにモオルダアが気付いた時に、車はもう鉱山会社の敷地のすぐ前まで迫ってきていた。五台ほどの車が勢いよくここへやってきたのだが、モオルダアにはそれが何をしにきた人間なのか良く解っていた。外見は普通の車だが中にいるのは普通の人間ではない。モオルダアは上空に気をとられていたことを後悔しながら「しまった！」と小さくつぶやくと慌てて建物の中へと戻っていった。それから、またこの展開なのか？とも思っていた。

　ここへやって来た各車の中から、数人の男が銃を片手に降りてくる。彼らはすぐに建物の中に逃げ込もうとするモオルダアを見付けて発砲してきた。弾はモオルダアには当たらなかったがモオルダアの登っている階段の手すりや壁にぶつかって火花を散らしていた。モオルダアは無我夢中で走っていたので、自分の周りで火花が散っている理由に気付いていなかったのだが、もしも本物の銃で自分が狙われているということに気付いたら、腰を抜かしてその場にへたり込んでいたかも知れない。

　とにかく、モオルダアは階段を踏み外したりつまずいたりすることによって奇跡的に弾丸をかわして、先程の洞穴へと続く扉のところまでやってきた。モオルダアが暗証番号を押してロックを解除して中に入り勢いよく扉を閉めると、その扉は再びロックされた。

　ロックされても安心は出来ない。ここに来た連中はどうせ暗証番号を知っているのだ。モオルダアはスケアリーを探したが、元の場所にスケアリーはいなかった。

「おーい、スケアリー！どこにいるんだよ。やばいことになってるんだよ！」

モオルダアが洞穴の奥の方に向かって呼びかけると、奥からくぐもった感じで「モオルダア！あたくしはここですのよ！」というスケアリーの声が聞こえてきた。「ここ」と言われてもどこだか解らなかったがモオルダアは「ここ」っぽい場所へと向かって走っていった。

　洞穴の中にはいくつか分かれ道があったのだが、モオルダアの考えた「ここ」っぽい場所は偶然にもスケアリーのいる場所と一致していた。彼の進んでいく先から幽かな懐中電灯の光と「モオルダア！どこにいるんですの？」というスケアリーの声が聞こえてきた。

「スケアリー…。ハァハァ…。ここ…だよ。ハァハァ」

スケアリーのところまで辿り着いたモオルダアは急な運動のためにかなり息が上がっていた。

「なんか…ハァハァ…、ここに…ハァハァ…」

「ちょいと！気持ち悪いからハァハァ言いながら話すのはやめてくれませんこと！」

そんなことを言われても急に「ハァハァ…」は止められないのだが、モオルダアは一度大きく息を吸って、それをゆっくりと吐き出してから、やり直した。

「ここにヤバイ連中がやってきてるんだ。おそらくボクらを捕まえにきたんだと思うんだけど、そうなったらけっこうヤバイよね」

「またその展開ですの?!」

スケアリーもモオルダア同様に「以前にもこんなことがありましたわ！」ということを思っていたのだが、それと同じだとすると、彼らは銃を持っていてヘタをすると彼らに銃殺されることもあり得るので、ここはなんとかして逃げなくてはならない。幸い、モオルダアを追いかけてきた連中はまだ彼らから遠く離れたところにいるらしく、まだ足音なども聞こえてくる様子はない。

「モオルダア、あたくしは出口を知っていますからついてくるんですのよ！」

そう言って、スケアリーは先程、小さな謎の生き物が出ていった扉の方へと走って行った。モオルダアはまたハァハァしながらスケアリーについていった。

		
			13 早朝、国道沿いのファミレス
		

		　憔悴しきった感じのモオルダアとスケアリーは目の前にあるコーヒーと簡単な食事にはほとんど手を付けずに無言のまま、向かい合って座っていた。目は開いていたが、彼らの頭の中で繰り返し再生される鉱山会社跡地での昨晩の出来事のために、その目は何も見ていないも同然だった。

　スケアリーの見付けた出口から鉱山会社跡地から脱出することには成功したのだが、彼らを捕まえに、或いは場合によっては抹殺しようとしにきた何者かがいるために、彼らは車に戻ることが出来ず、山道を自分の足で降りてきてこのファミレスまで二人してハァハァしながら辿り着いたのである。彼らからの連絡を受けたスキヤナーはもうすぐここへ到着するはずなのだが、彼がホントに信頼できる人間なのかどうかは今のところ解らない。とにかく、今は何かが起こるのを待つしかないようだった。



　日が高くなるにつれて外は明るくなり、ファミレスの前の国道を通る車の量も増えてきた。畑へ向かう軽トラックや、何処かで行われている公共工事に向かうトラックなどが多かったが、それにまじって都会的な雰囲気を感じさせる車が一台このファミレスの駐車場へと入ってきた。他にも似たような車は何台も通っていたのだが、遠くからきた車というのはどことなく違和感を感じさせるところがあるのかも知れない。もしくは、スキヤナーを待ちわびている二人の気持ちが、その車に特別な何かを感じたのかも知れない。

　いずれにしても、このファミレスにやってきた車の中からはスキヤナーが降りてきて、ファミレスの中に入ってくるとモオルダアとスケアリーを見付けて彼らのいる席までやってきた。

「こんな所でキミらは何をやっておるのだね？」

スキヤナーが席に着きながら言うとモオルダアが眠そうな顔を上げた。

「こんな所だからこそヤツらは何かをやるんですよ。昨日の夜見付けた場所でボクらは何者かに追われて、目の前ではバチバチ火花が散っていたんですけど、アレはよく考えたら銃撃されてたのかも知れないんですよ。あれは警察の人間なのか、それともシー・エル・エーなのか知りませんけど」

モオルダアがそう言うのを聞いてスキヤナーは「シー・エル・エー」ってなんだろう？と思ったのだが、銃撃されたというのは気がかりだった。ここ数日の間モオルダアとスケアリーの周囲で起きた出来事を考えると、彼らは今危険な状況にあることは間違いないような気がしたのだった。

「私は、そろそろキミ達の強運だけを頼りに物事を進めるのが危険だと思っているんだよ。キミ達の安全のためにも、ここは取り引きすべきなんじゃないかとも思うんだけどねえ」

「取り引きって何なんですの？」

それまでうつむいたままだったスケアリーも疲れ切った顔をスキヤナーに向けて聞いた。

「キミ達を復職させる代わりに、例のメモリーカードを渡そうと思うんだがね」

「ダメですよ！あのメモリーカードには色々記録されてるんですよ。あのファイルには、なんていうか、謎と謎めいた答えが書いてあるに違いないんですから」

モオルダアは取り引きに関しては真っ先に否定した。あのメモリーカードを発端にして捜査を進めていくうちに謎めいた村で怪しい冷凍車を見付けて、不思議な体験をして謎めいた人物に出会い、謎の書類が保管されている鉱山会社の跡地を見付けて、最後には上空に浮かぶヤバい物体も見てしまったのだ。モオルダアにとってはメモリーカードが全てだったのだ。

「これはキミの命を守るためなんだぞ」

「ボクの命を守って、政府の陰謀が暴かれないのならそれはちょっと問題ですよ。ボクらは昨日の夜かなりヤバいものを見たんですよ」

モオルダアの言う「ヤバいもの」とか「スゴイもの」というのはいつもスキヤナーには理解できないのでスキヤナーはウンザリしたような表情を見せたが、そこへスケアリーが割って入ってきた。

「あたくし達は昨晩、膨大な数の医療ファイルを見付けたんですのよ。それに膨大な量のティッシュペーパーもですわ」

「それも、秘密の暗証番号で施錠された扉の中にね」

暗証番号はどう考えても秘密という意味において暗証なので、モオルダアの言っていることはちょっとヘンだとは思ったのだが、スキヤナーは二人が同じような意見を言うのは珍しいことだと思ったので、これはもしかすると何かあるに違いない、とも思っていた。

「何のためにそういうものを保管しているんだね？」

「その答えがあのファイルの中にあるんですよ。あのメモリーカードの中のファイルを調べたら、ボクの父のようになぜかいきなり降板にされてしまう人達とか、いるかいないのか解らないボクの兄のこととか、それから、何でスケアリーの医療記録があの場所にあったのかとか」

それを聞いてスケアリーはゾッとした様子を悟られないようにするのに必死だった。あの場所に自分のファイルがあったことと、自分の首から摘出された謎の金属片のことは彼女が一番気にしていることでもあったのだ。

「あたくし、思うんですけど、ここは取り引きした方が賢明なんじゃございませんこと？」

「どうしてそんなことを言うんだ？あんな謎めいたファイルを渡してしまうのはもったいないよ！」

モオルダアがこんなふうにスケアリーに対して激しい口調で言うのは危険なことではあったのだが、モオルダアはそれほど例のメモリーカードに固執していたので、間違ってスケアリーの鉄拳を喰らうかも知れないということも忘れてスケアリーに言った。幸い、スケアリーはさほどそのことにを気にしていないようだった。

「モオルダア。あたくし達は今のところ正式なエフ・ビー・エルの捜査官ではないんですのよ。このまま密かに捜査を進めるのにも限界がありますわよ。あたくしだってあなたが知りたいと思っていることを知りたいと思っているんですから。でも、今の状況のままでいたらどうなると思っているんですの？あたくし達は毎日私達の命を奪うかも知れない様々な悲劇に怯えながら過ごすことになるんですのよ。そんなことはまっぴらゴメンですわ！それにあたくしの姉は、そういった悲劇の犠牲者でもあるんですから。それに、あたくしはあたくしの代わりに犠牲になった姉にまだ会いに行くことも出来てないんですのよ！」

「そんなこと言ったって…」

モオルダアが反論しようと思ってスケアリーの方へ向き直ったのだが、彼女の表情を見て先を続けることが困難だと言うことに気付いた。スケアリーの表情はいつものようにモオルダアを殴ろうと思って怒りに震えているスケアリーのものとは違っていた。だからこそモオルダアは先を続けることが出来なかったのだ。今彼らが手にしている物は、スケアリーに殴られてでも守るべき物だと思っていたのだが、スケアリーの見せた表情にモオルダアは自分の意志を曲げざるをえなかった。不安と恐怖の入り交じったその目はモオルダアが初めて見たスケアリーの人間的な弱さでもあった。

　不意をつかれた感じのモオルダアはしばらくの間うつむいて考えるとスキヤナーの方へ向かって顔を上げた。

「メモリーカードのバックアップコピーとかはとってあるんでしょ？」

それを聞いて今度はスキヤナーが弱ってしまった。

「それなんだがねえ。試してみたらコピーワンスとかいう制限があってコピーできなかったんだよ」

即席のウィルスを使って簡単に盗み出せたファイルにそんな機能があるのはおかしなことだが、コピーワンスならしかたがない。せめてダビング・テンなら良かったのにとモオルダアは思っていた。

「いずれにしても、ここは取り引きするのがキミ達のためには最善の策だと思うんだけどねえ。それに私だって危険かも知れないのだし」

モオルダアはスキヤナーの言うのを聞いてからもしばらく無言でスキヤナーの方を見つめていた。メモリーカードは重要なのだがスケアリーやスキヤナーのいっていることにも納得できる。それにもしも自分のせいでこの中の誰かが殺されたりしたら、その時には自分にもの凄い責任がのしかかって来るような気がしていた。

　モオルダアは再びスケアリーの方をみた。彼女はまだ何かに怯えているような表情をしていた。

「これはキミにまかせることにするよ、スケアリー」

モオルダアは面倒なことをスケアリーに押しつけると、立ち上がってファミレスの外へと出ていってしまった。



　モオルダアが外へ出てから、スケアリーとスキヤナーが出てくるまでにそれほど時間はかからなかった。スケアリーはうつむきかげんでモオルダアの方へと近づいてきて眠そうなモオルダアを疲れ切った表情で見つめた。

「本当はもう少し高いんですけど、五〇〇円でいいですわよ」

モオルダアはスケアリーが何を言っているのか解らなかったが、自分がこのファミレスで注文した食事の代金を払っていないのを思い出した。モオルダアが「ああ…」と言って財布を取り出して中を確認するとうまい具合に五百円玉が財布の中に入っていた。まけてもらっているのにおつりを貰うというのはなんとなく気が引けるのだが、千円札を出して「おつりはいらないよ」とか言ってカッコつけるよりもお得なのである。

　五百円玉をスケアリーに渡したモオルダアだったが、そんなことよりも気になることがあるのだ。スケアリーもそこに気付かないワケはない。

「スキヤナー副長官には取り引きをするように言いましたわ」

これはモオルダアにも予想できたことだった。しかし、先程からいつもとは違う感じで、怒ったりもしなければ、食事代を少しまけてくれたりするスケアリーの態度はまったく予想と違っていた。そして、自分が目の前の問題ばかりに気をとられて、姉が病院で危険な状態にあるスケアリーのことを少しも気にかけていなかったことに少なからず後悔していた。

「アァ…、えーっと…、お姉さん、大変だよね」

モオルダアはスケアリーを慰めようとしたのだが、これでは何のことだか解らない。ただ、スケアリーにはなんとなく彼が言おうとしていることは理解できたようだった。

「そうですけれど、一目会っておかないと心配ででございましょ？」

二人とも顔色はすぐれなかったが、なんとなく心の整理がついたという感じで、スキヤナーの乗ってきた車に乗り込んだ。

　スキヤナーは東京に着くまでおそらく爆睡するであろう二人を車に乗せて運転するのはちょっと面倒だと思っていたが、大事な部下のためなら仕方ないと思ってアクセルを踏み込んだ。

		
			14 病院
		

		　スケアリーの姉が入院している病室にはスケアリーの母とゴンノショウがいた。スケアリーの姉は相変わらず生命を維持するための色々な器具につながれていて、そんな我が娘を見て心配で仕方のなかったスケアリーの母は先程まで一睡も出来ずにこの病室の椅子に座って娘の回復を心で祈っていた。

　ゴンノショウはスケアリーの姉のかたわらで、彼女の魂を救うための祈祷を続けていた。それはいつものように誰にも理解できないヘンな方言による祈祷だったのだが、モオルダアにした時のように声を張り上げたりしなかったので、他の病室にいる人間はだれもここにいる怪しい老人のことには気付かなかった。

　ゴンノショウはスケアリーの母が眠ってからもスケアリーの姉の横に座って彼女の様子を見守っていた。ゴンノショウには何か嫌な予感がしていたのである。彼が先程受けた連絡によると、北土井那珂村で生まれた「白黒の柄が迷路になっている乳牛」は生まれて間もなく母親の母乳を飲まなくなったということだった。そしてその後、母親が倒れてそのまま死んでしまったということだった。ゴンノショウは「一つの命を助けるためにもう一つの命が犠牲になることもあるべな」という彼の父の言葉を思い出し、この乳牛に起きた悲劇が何かを暗示しているのではないかと不安に感じながらスケアリーの姉の横で彼女の手を握っていた。

　もしもスケアリーの姉の命を犠牲にして誰かが助かるというのなら…、とゴンノショウは考えていたが、その時に背後に気配を感じて振り返った。するとそこには急ぎ足でここへやって来た様子のスキヤナーの姿があった。

「ダネエ・スケアリーさんはこの部屋で良いのかな？」

スキヤナーが聞くとスケアリーの母もそれに気付いて目を覚ました。神経が緊張している状態ではちょっとした変化にも敏感に反応して目を覚ましてしまう。目覚めたばかりでまだ頭の中はハッキリしていなかったが、スケアリーの母は初対面のスキヤナーを緊張した感じで見つめた。

「私はエフ・ビー・エルのスキヤナーというものです。娘さんのダナアさんがどうしてもここへ来られないということで、私が代わりにやってきたと言うことなんですが…」

本当はスケアリーの母にかける言葉などもちゃんと考えてきたスキヤナーだったが、病室に予想外の怪しい老人がいたりしたために多少しどろもどろな感じになってしまった。スケアリーの母にとってはそんなことはどうでも良いようだった。ここに来たのが誰だか解ると椅子から立ち上がってスキヤナーに聞いた。

「いったいダナアは何をしていると言うんですの？あの子の姉がこんな状態だっていうのに、なんの連絡もよこさないんですのよ。あなたはダナアに会ったんですの？」

スキヤナーは母と娘が同じ喋り方なのを気にしてしまいそうになったが、そこはあえてこらえてスケアリーの母に説明した。

「スケアリーさん。ダナアさんはいま困難な状況にあってここへ来ることが出来ないんです」

「それはどういうことなんですの？この子がこんな状況なのにやって来ないということは、それはとても危険な状況なんじゃございませんの？」

「いや、そこは心配しないでください。エフ・ビー・エルの捜査官として復職できたらすぐにでもここへ来ることが可能になりますから」

「そうなんですの…」

そう答えるとスケアリーの母はまた力無くうつむいた。

　その時、開けっぱなしになっている部屋の扉の外に少し大きめの足音がして、部屋にいた一同が揃ってそちらの方へと視線を移した。その視線の先には、およそこの病院にはにつかわしくないスーツ姿の男が部屋の中をチラチラ見ながら通り過ぎていくのが見えた。

「あんあんちゃらずんずんでばこんひゃさなぐむればよ」

ゴンノショウの言葉に反応してスキヤナーが彼の方へ振り返ったのだが何を言ったのかはまったく理解できなかった。スケアリーの母も同様だったのだが、彼女はずっとこの病室にいたので、ゴンノショウが何を言いたかったのかはなんとなく解っていた。

「今、外を通ったあの方ですけれど、ずっとこの部屋を監視しているみたいな気がするんですのよ」

スキヤナーはそれを聞いて、それはかなり怪しいことに違いないと確信して、ドアの所へ行き先程の男が歩いて行った先を確認した。そして一度振り返るとゴンノショウの方へ視線を向けて聞いた。

「キミはいったい誰なんだ？」

「おらあ、ナバホ・ゴンノショウちゅうもんじゃて。あんさのまんさのモオルダアに頼まれたれでばこんここにおるちゅうワケだがや」

スキヤナーには半分以上理解できたので、聞き直すことはしなかった。それよりも、先程のスーツをきた男の方が気になるのだ。

「そういうことなら、キミはここで見張っていてくれ」

ゴンノショウが「んだ！」と言って頷くと、それを見たスキヤナーは急いで部屋をでて、先程のスーツの男を追いかけていった。



　スキヤナーが先程の男の曲がっていた廊下の先に行くとすでに男の姿はなかったのだが、スキヤナーが周りを良く見てみると、階段に続く扉を見付けた。他には病室しかないこの場所で男が行くとすればその階段に違いない。スキヤナーは急いで扉を開けて階段の所に来ると耳を澄ました。すると下の方で足音が聞こえた。

　スキヤナーは足音を追いかけて階段を降りてくると、スキヤナーのいる階の少し下の階で扉を開ける音がして足音は消えた。スキヤナーがさらに一つ下の階まで降りてくると、階段から病院の廊下へと続く扉が閉まろうとしているのが見えた。その扉にはこういう場所でよく見かけられるゆっくりと勝手に扉が閉まっていく油圧式のクローザがついていたので、男がそこから出ていった違いないということが解った。スキヤナーはその扉が閉まるよりも先に扉に手をかけて、それを開けると廊下の方へと顔を出して左右の様子をうかがった。すると、ほとんど人のいない廊下の中程に先程と同じような感じでゆっくりとしまろうとする扉を見付けた。

　先程の男はその部屋に隠れたに違いない、と確信したスキヤナーはその扉のある前までやってきた。急いではいたが慎重になっていたのは、中で男がスキヤナーのことを待ちかまえていないかと思ったからである。

　スキヤナーは一つ大きく深呼吸するとドアノブに手をかけて扉を開けた。

　扉を開けたスキヤナーは目の前に現れた予想外の光景にちょっとの間固まってしまった。

「ああ…、これは失礼…」

と言いながらもスキヤナーはまだ身動きが取れない。スキヤナーが今「見てはいけない」と思いながらも凝視してしまっているその視線の先にはダイナマイトボディの女性が黒いイヤラシイ下着姿で立っていたのだ。「ダイナマイトボディ」って何だ？という感じかも知れないが、スキヤナー的な感覚でいう「ダイナマイトボディ」とはセクシーで巨乳で爆乳の美女ということになる。

　スキヤナーは目の前の巨乳で爆乳から目を離すのが惜しいという気もしていたのだが、今はそれどころではない。彼の目は巨乳で爆乳の谷間を見つめたままだったが、何とか手を動かしてドアを閉めようとした。しかし、それよりも前にダイナマイトボディの手が伸びてきてスキヤナーのネクタイを掴むとグイッと自分の方へ引き寄せた。

「あら、もう行ってしまうの？そんなに急がなくても良いじゃない」

ダイナマイトボディにネクタイを引かれてスキヤナーの顔はダイナマイトボディの胸の谷間の目の前まで迫っていた。

「わたし、あなたみたいなたくましいおじ様を見るとゾクゾクしちゃうのよ。だからこの部屋で二人きりで楽しむのはどう？あなたもきっとゾクゾクするでしょう？こんな美女と一緒に部屋の中でゾクゾクしたら、それから何が起きると思う？」

「いや、その…、小生は今それどころではないのでありまして…」

ネクタイを引っぱられてほとんどダイナマイトボディの胸元に顔を埋めてしまいそうな状態のスキヤナーが何とかダイナマイトボディの胸元から離れようとしていたのだが、巨乳で爆乳の谷間の前からはなかなか離れることが出来そうにない。

　スキヤナーが目の前の10センチほど先にあるダイナマイトな谷間と葛藤しているとダイナマイトボディの美女の手がスッとスキヤナーの着ているスーツの内ポケットにのびてきた。そして、そのポケットの中からあのメモリーカードが入っているケースを取り出したのだった。ダイナマイトボディはその手を自分の後ろに回してスキヤナーから見えないようにすると、スキヤナーのネクタイを掴んでいた手をさらに引いた。するとスキヤナーの頭は簡単にダイナマイトボディの胸元に埋まっていった。

「好きにして良いのよ。おじ様」

簡単に誘惑に負けてしまったスキヤナーだったが、ダイナマイトボディの巨乳とか爆乳の谷間に顔を埋めると、何か嫌な臭いがして不意に我に返ってしまった。

「いや、私はこんなことをしている場合ではないのです」

ダイナマイトボディの肩を押して突き放すとスキヤナーが悪い夢から覚めたような表情で言った。それから妙に凛々しい感じで部屋の扉を閉めて先程の男を捜しに行ったのだが、彼のポケットの中からメモリーカードが抜かれたことに気付くのにはそれからかなりの時間がかかった。



　スキヤナーが居なくなると、ダイナマイトボディのいた部屋の奥に隠れていた男が出てきた。

「はい、これが欲しかったものでしょ？」

そう言ってダイナマイトボディが男にメモリーカードの入ったケースを渡した。それを受け取ったのはクライチ君だった。

「良くやってくれたね。もう元に戻って良いよ」

クライチ君がそう言うとダイナマイトボディは小刻みに震え始めた。小さな震えが共振しあって体全体をブルブルと大きく揺さぶっているような感じだったが、ダイナマイトボディの体に変化が起き始めていた。それまでの、どんな男でもニヤニヤしてしまいそうな体型が次第に崩れ始め全体的にブヨブヨした感じになってきたのだ。そして、いつの間にか元のダイナマイトボディは原型をほとんどとどめなくなって、まったく別の人間に変わってしまった。それは人間と言うよりも人間のような形をした生物と言った方が良いのだろうか？ダイナマイトボディが変身していき最後に辿り着いたその形は、スケアリーの姉を襲ったゲロから生まれた謎の人間にそっくりだった。

　クライチ君は部屋のドアを開けて外を確認してスキヤナーが何処かへ行ってしまったのを確認するとゲロニンゲンに変身したダイナマイトボディを連れて外へと出ていった。

		
			15 
		

		　クライチ君は病院にいた怪しい仲間とゲロニンゲンと伴に車に乗って病院を出て、今はコンビニの駐車場に車を止めている。病院でスキヤナーの姉の前を行ったり来ていたりしていた怪しい仲間が急にトイレに行きたいと言い出したのだ。一人が車から降りてしばらくすると、もう一人の怪しい仲間が「ちょっとビール買ってくる」と言って車から降りていった。もう一人の怪しい仲間というのはスケアリーの家にクライチ君と忍び込んだ人物だった。

　クライチ君が「オレは運転してるからビール飲めないのに、その辺に気を使ったりしないのか？」と思って出ていった男の方を見ていた。すると、コンビニに入ろうとした二人の仲間が振り返りクライチ君の方を見た。それに気付いたクライチ君は二人の表情に何か嫌なものを感じた。

　それが何なのか瞬時に理解できなかったクライチ君はバックミラー越しになんとなくゲロニンゲンの姿を見た。見た目が怪しすぎるということで、全身に包帯を巻かれているが、包帯の隙間から虚ろな目が不気味に光っているのが解った。「こんな厄介な生き物は早くウィスキー男に引き渡してしまいたいよ」と思ったクライチ君はウィスキー男がウィスキーを飲みながら冷たい笑みを浮かべるのを想像した。すると、先程仲間の表情から感じた「何か嫌なもの」が次第に形になっていくのが解った。

　クライチ君はハッとしてバックミラーから目を離すとシートベルトを外しながら車の中を見回した。そしてダッシュボードにあるデジタル時計が奇妙な感じで点滅しているのを発見した。「やっぱりか！」と思いながらクライチ君はシートベルトを外そうとしていたのだが、慌ててうまく外せなかった。シートベルトというのはいつになっても扱いづらく作られているものに違いない。もう少し扱いやすければもっとたくさんの命が不慮の事故から救われたかも知れないのに。クライチ君にはそんなことを考えている余裕もなかったが、やっとのことでシートベルトを外すと、転げ落ちるように車から降りて少しでも車から離れようと必死に走った。そしてクライチ君が10メートルぐらい走ったところで車が大爆発した。ボッカーン！

　爆風に押されたワケではなかったが、クライチ君は必死に走っていたため爆音と同時につんのめって倒れ込んだ。そして、倒れたまま振り返るとその先では先程まで乗っていた車が炎上していた。彼らはクライチ君にも「厄介なものは消してしまえばいい」というやり方を使ってきたようだ。クライチ君は燃えさかる車を見ながら身震いすると、そのまま何処かへ走り去ってしまった。

		
			16 東京・郊外
		

		　「ビクタさん。ビクタ・クランポ博士」

　温室の中にモオルダアの声が聞こえてきた。その声に反応するものは誰もいない。モオルダアの呼びかけた後には不気味な静けさが温室の中を満たしていた。

「ビクタさ～ん」

モオルダアはスケアリーと伴に温室の中を探しまわったがビクタ・クランポの姿はそこにはなかった。二人が温室の中を一周して出入り口の方へと向かった時、彼らの前にマシュマロをほおばる老紳士が現れた。

「これは、お嬢さん。また会いましたねえ」

「ビクタさんはどこへ行ったんですの？」

スケアリーはなぜこの男がここにいるのか不審に思いながら聞いた。このいたって落ち着いた感じの男が何かをしているということはスケアリーにも解っていた。

「ああ、クランポ君か。惜しい人を亡くしたよねえ。昨日ここで遺体で発見されたんだが心臓発作だということだねえ」

この男の喋り方からはまったく感情が感じられなかった。なぜそうなのかは二人にも解っていたので、そこを気にしている場合ではない。

「あなたが殺したんでしょ」

モオルダアがそう言うと、男はマシュマロを食べようと口のところにもっていった手を止めてモオルダアを見つめた。

「あなたは父を知っていますよね。この写真に写っているのはあなたでしょ？」

モオルダアはポケットの中から写真を撮りだした。それは例の鉱山会社の跡地で撮影された写真だったが、モオルダアがポケットに入れたまま持ち歩いていたので、もうボロボロになって誰が写っているのか良く解らない。それでもマシュマロ男はモオルダアの言うことを否定したりはしなかった。

「その頃、私達はまだ若かったよねえ」

「だったら、あの鉱山会社の跡地に保管されている大量の個人情報とかそういう書類がなんなのかも知っているはずですよね？」

「知らないわけはないよねえ」

モオルダアはこんなに簡単にあの場所のことをこのマシュマロ男が認めるとは思っていなかったので少し驚いていた。マシュマロ男はそれに気付いたかどうか知らないが、それまでと同じような口調で話し始めた。

「1947年のことだったねえ。アメリカのニューメキシコ州で宇宙船が墜落してそれが回収されたとかいう話があったよねえ。その時に墜落現場にあった遺体も一緒に回収されたということをキミが知らないワケはないよねえ」

モオルダアは黙って頷いていた。

「しかし、キミはこれを知っているかねえ？日本でも同じようなことがあったんだよねえ。それがちょうど第二次大戦が終わったすぐ後だったこともあってねえ、本来なら戦犯となるはずの軍の科学者達を罪に問わない代わりに彼らの知識を当時の政府に提供させたんだよねえ。それはもちろん当時日本を事実上統治していた国の政府のことだけどねえ。それはまったくもって恥ずべき計画だったねえ」

「それがゲロニンゲン作戦ってことですの？」

話が怪しくなってきたのでスケアリーが割って入った。スケアリーはそんな話はあり得ないと思いつつも、鉱山会社の跡地で見付けた大量のファイルやその中に自分の資料もあったので少しはこの話が気になってはいた。

「ああ、キミもゲロニンゲン作戦のことは知っていたのか。それじゃあ、面下呂（メンゲロ）博士のことは知っているのかねえ？死の天使という別名もあった彼の研究成果については知っているのかねえ？」

「そんなものは作り話ですわ。遺伝子操作によって優良な人種を作り出すとか、そういう話は医学生達の間に流行った都市伝説ですわ！」

スケアリーの言うのを聞いていたのかどうか知らないがマシュマロ男は先を続けた。

「メンゲロ博士と伴に研究していた者達も彼らに協力しているんだよねえ」

「それがビクタ博士だというんですの？」

「ああ、クランポ君ねえ。彼はこの蘭の温室で新しい種をたくさん作り出していたようだねえ。違う種類の蘭を交配させて素晴らしい新種を生み出していたねえ」

先程からマシュマロ男の遠回しな話を聞いていたモオルダアだったがここに来てこれまでの色々なことが一つにまとまってきたような気がした。

「人間とカッパの交配もしていたということでしょ。きっとそうだ！ボクが土井那珂村のあの場所で見付けた死体とかもそうなんだよ。あれは交配の実験に使われた人間なんだ！それから、多分人間とゲロの交配もしてるに違いないよ！」

モオルダアの考えが飛躍しすぎてしまったためスケアリーは慌てて止めに入らなければいけなかった。

「ちょいとモオルダア！何を言っているんですの？これは戦後の話なんですのよ。DNAのことだってほとんど解らなかった時なんですから、そんなことはあり得ませんわ！」

モオルダアは盛り上がっているのでスケアリーの言うことはあまり聞いていなかった。その代わりにマシュマロ男に向かって言った」

「ボクの父もその計画に参加していたの？」

「キミのお父さんはあの医療書類が何に使われるのかに気付いて協力を拒んだんだよねえ」

「それじゃあ、父さんがあの書類を集めたってこと？」

「核爆弾の恐ろしさは我々も良く知っているよねえ。政府はもしも核戦争が起きた時の身元確認のため、という理由で、キミのお父さんのような人達に国民の遺伝子データを集めるように指示したんだよねえ」

この説明でモオルダアが理解できたのかどうかは知らないが、あの鉱山会社の跡地にあった大量の書類とサンプルについてはなんとなく解ったような気がした。

「予防接種だ。予防接種のときに遺伝子データを取られてたんだ。それからボクらが毎日のように使っているティッシュペーパーからもサンプルを取られていたに違いないんだ！」

「ほぼ全ての国民のデータは集められるよねえ」

モオルダアが核心に近づいていることを知ってマシュマロ男の目にも力が入っていた。スケアリーは自分がまったく理解できない話に二人が盛り上がっているのが気に入らなかった。

「モオルダア！これは完全な作り話ですのよ。騙されてはいけませんわ！このマシュマロ男さんは自分の都合のいいようにことを運ぼうとしているだけなんですのよ。あたくし達を騙して他に目を向けさせている間に自分たちの実験を続けるつもりなんですわ。恐ろしい人体実験を続けるんでございましょ？そうでございましょ？」

スケアリーはモオルダアに向けていた視線をマシュマロ男に向け直した。

「でも何でキミのファイルがあそこにあったんだ？」

スケアリーはまたモオルダアの方へ振り返らなければいけなかった。

「そんなことは知りませんわよ！」

自分のファイルのことを言われてスケアリーは多少動揺しているようだった。

「あそこには最近の情報だって書かれていたんだぜ！」

「だぜ、とか言わないでくださるかしら！それに何の情報だって言うの？」

「それは、アレだよ！」

「アレって何ですのよ！」

「だから、アレだよ。さらわれた人の。つまりUFOに連れていかれた人のファイルだよ！」

スケアリーは「何でいきなりそこに話がうつるんですの？」と思いながらもモオルダアに言い返す言葉が出てこなかった。自分の体内から謎の金属が取り出されたということは確かなことであり、それがいつ自分の体内に入ったのか彼女自身まったく覚えていなかったのだ。それがもし彼女がエイリアンに誘拐されていたという証拠だとすると、彼女がこれまで信じてきた全てのものが否定されることにもなるのだ。

　モオルダアに言い返すべき言葉の候補が頭の中に次から次へと浮かんできたのだが、そのどれも口から出すことは出来ずにモオルダアを睨むように見つめていたスケアリーは最後に「あたくしは、エイリアンに誘拐なんかされてませんのよ！」と震える声で言うと温室を飛び出して行った。

　モオルダアはスケアリーが怒っているようなのでヤバいと思っていたのだが、彼女の様子がいつもとは少し違うのでそこも気になっていた。そんなことを気にしながらも、モオルダアにはまだこのマシュマロ男から聞きたいことがあった。

「あのファイルの中にボクの兄のファイルがあったんだけど、あれは何なの？」

マシュマロ男はモオルダアがそのファイルを見付けたのが偶然だとは思っていたが、そこまで見付けているとはさすがだと思いながらモオルダアを鋭い目つきで見つめ直した。

「彼らはモオルダアが、つまりキミのお父さんが機密を暴露しないように彼の息子を人質にしたんだよ」

マシュマロ男は深刻な表情で言っていたのだが、モオルダアには何処か腑に落ちないところがあった。

「でもボクの兄が失踪したということになっているのは数年前なんだけど…」

そういえばそうだった、という感じで私は動揺してしまうのだが、ここはマシュマロ男にうまいことつじつまをあわせてもらうしかない。

「…実はだねえ。キミやキミのお兄さんが生まれるよりも前にキミのお姉さんが連れて行かれているのだよ。それで全ては解決するはずだったんだが、キミのお兄さんやキミが生まれるとキミのお父さんはまた彼らにとって良からぬことをしようとし始めたんだな。それが数年前のキミのお兄さんの失踪の時期だったということだよ」

「つまり、ボクに兄の他に姉もいるってことなの？」

「そこはそれほど気にしなくても良いんじゃないのかねえ」

「まあ、そうかも知れませんが。でもどうして兄なんですか？ボクでも良かったはずなのに」

「それは私の言うことではないよねえ。それよりも、キミは今危険な状況だということを知っておいた方がいいよねえ。いきなり降板ということになって、これからの話にほとんど登場できないということになるのはキミも嫌だろうからねえ」

モオルダアはこれまでに降板してきた人達のことを考えてみた。彼らがどこで何をしているのか、明確なことは知らないが、彼らは南の島とかそういうノンビリした場所で悠々と余生を送っているということだった。そんな生活も良いかも知れないとも思ったのだが、まだハッとするような美人女スパイとハラハラドキドキの大冒険もしてないし、なによりもまず、本物の銃を構えて「動くな！」とさえ言えてないのだ。それに、このマシュマロ男の言う「降板」とは、もしかすると自分が殺されるということを遠回しに言っているのかも知れない。そんなのはまっぴらゴメンという気がしたので、モオルダアは黙って頷くしかなかった。

　モオルダアの様子を見てマシュマロ男はポケットからマシュマロの袋を出してその中からマシュマロを一つ取り出すと口の中に入れてからモオルダアに背を向けて歩き出した。マシュマロ男の後ろ姿を見送るモオルダアはその姿を見てまだ何か彼から聞き出せることがあるのではないかと思った。

「他にはないんですか？」

モオルダアが少し離れたところにいるマシュマロ男に大きな声を張り上げて聞いた。マシュマロ男はゆっくりと振り返ってまじまじとモオルダアの目を見ていた。

「ホカニッヘイッヘモエエ。キイワヒルホトトホトアアインヨネエ！」

マシュマロが口の中に入ったまま喋ったのでマシュマロ男が何と言ったのか解らなかったが、彼の表情からすると、それ以上は自分で調べろ！と言っているようだったので、モオルダアは温室から出ていくマシュマロ男の後ろ姿を見送るしかなかった。




		
			17 都心部のどこかにある部屋
		

		　昼も夜もブラインドが降ろされて薄暗いこの部屋はここ数日の情報流出騒ぎで大にぎわいという感じだった。普段はそれぞれに忙しく隠ぺい工作や陰謀に携わっている人間が一同に会して今回の騒動を何とか収めようとしていたのだ。

　その部屋の隅に置かれたテーブルの上で携帯電話が鳴り出した。誰からかかってきたのか解らないそういう電話に出るのはここにいる「重要な人物」のすることではない。部屋の中でミョーに浮いている感じの若いアシスタント的な男が電話のところにやって来るとその電話に応対した。そしてその男は電話の相手に向かって「ちょうど今みえたところです」と言って、電話を「重要な人物」の一人のところへ持っていった。電話を差し出された男はウィスキーのボトルを持っているのと反対の手でその携帯電話を受け取った。

　ウィスキー男が電話を耳にあてると、そこから絞り出すような声が聞こえてきた。

「マジでビビるかもしんないけど、オレ生きてるんだよねえ」

ウィスキー男にはその声がクライチ君の声だと言うことが解った。車の爆発で死んでいるはずのクライチ君がこうして電話をかけてきたら「マジでビビる」という感じなのだが、ウィスキー男はそんなことで動揺したりはしない。

「ああ、そうかね。それは良かった。それで、キミはどこにいるんだね？」

ウィスキー男は話している相手が死んでいるはずのクライチ君だということが周りに悟られないように、にこやかに話した。

「そんなの教えるわけないっすよね。あなたみたいなペケペケの裏切り者に…」

クライチ君の声は怒りに震えていて、それがいつ怒号に変わるか解らないような感じだった。しかし、ウィスキー男はクライチ君が怒りにまかせて叫きちらしたり出来ないような場所にいることは解っていた。それで、先程と同じようににこやかに話し続けた。

「ほお、それはホントかね」

「ホントっすよ。イイっすか。またこんなことをオレにするようなことがあったらマジヤバいっすよ。マジで全部バラしたら、あなたがマジでヤバいことになるってことぐらいオレにも解ってますからね。覚えといてくださいよ」

「了解したよ。仲間にもそう伝えておくよ。ご苦労だったね」

クライチ君はウィスキー男が最後まで冷静に自分のいうことを聞いていたのが不愉快でならなかったのだが、その怒りは最大限に抑えて、いつもよりも受話器を力強く電話に置くだけにとどめておいた。怒りは貯め込んだ方が復讐の力になりうるのだ。そう思いながらクライチ君はそれまでいた公衆電話を離れて何処かへ行ってしまった。



　薄暗い部屋の中ではウィスキー男が周囲の視線を感じながら携帯電話のボタンを押して通話を終わらせていた。周囲の人間達は今の電話の内容を知りたがっているようで、誰もがウィスキー男の方を見つめている

「たった今入った情報によると、スケアリーの暗殺に失敗した男とゲロニンゲンはメモリーカードと伴に車の爆発で死んだということだよ」

ウィスキー男がそうウソを言ったが、ここにいる人間はそれだけでは満足しないようだった。

「モオルダアとスケアリーはどうするんだ？」

「それなんだがねえ。エフ・ビー・エルが取り引きを持ちかけてきたんだよ」

「取り引きとはなんの取り引きだね？」

「なんの取り引きでもないよ。彼らに取り引きは出来ない。もう彼らには何もないんだからね」

そう言うとウィスキー男は持っていたウィスキーを二口ほどゴクゴクと飲み込むと、足早にドアの方へと歩いていき部屋を出ていってしまった。部屋に残った者達は何処かおかしいなあ、と思いながらウィスキー男の出ていった先を眺めていた。

		
			18 深夜・モオルダアの実家
		

		　モオルダアが母親の寝室へ入ると、モオルダアの母はイビキをかいて寝ていた。「母さん。母さん！」とモオルダアが呼びかけてみたがモオルダアの母は起きる気配がない。

「母さん。ボクのあの麦わら帽子どうしたんでしょうねえ？」

モオルダアは母親を起こす前にそう言ってニヤニヤしていた。それから母親の肩に手をかけて「ちょっと母さん！」といいながら肩をゆすると、やっとモオルダアの母はやっと目を覚ました。

「なんなのオックス？今何時？」

「だいたい午前二時ぐらいだと思うけど」

「一体なんなのよ。こんな時間にやってきたりして」

「ボクもこんな時間になっているとは思わなかったけどね。なんかその辺の時間の経過は良く解らないんだよ。多分、ビクタさんの家はけっこう遠かったんだと思うよ」

「アンタ、何を言っているの？」

確かに、モオルダアは自分で言っていることに意味がないことに気付いた。それで、ここに来た理由を思い出した。

「母さん！アレは一体どういうことなんだよ」

「アンタ、まだあのダンボール箱のことをウダウダ考えてるの？母さんだってね、あの中にアンタのイヤラシイ本が入っていることぐらい解っていたのよ。あんなものを見てるから、いつまでもまともな仕事に就けないし、いつまでも結婚相手が見付からないし。だから母さんはアンタが大事にしてることも知ってたけど捨ててしまったのよ」

モオルダアはやっぱり自分の宝物であったエロ本を母親が捨てたのだということを知ってムッとしていたが、モオルダアがここに来たのはそんな理由からではない。

「そんなことはどうでも良いんだよ。母さん、ボクにはやっぱり兄がいたんだよ！しかも、ボクが生まれるよりも前に姉がいたってホントなの？」

「アンタ、いい加減にしないと母さん怒るよ」

もう母親に怒られても恐いとは思わないのだが、モオルダアの母は先程から眠そうにして半分以上目をつむっている感じだった。

「そうじゃなくて、父さんからボクと兄とどちらを人質にするか選べとか、そういうことを言われたんじゃないの？そういうことが原因で別居してたんでしょ？そうじゃないと…」

「はいはい、そうね」

モオルダアが最後まで言う前に母親が適当な返事を返してきた。肯定の返事ではあったが、それはほとんど人の言うことを聞いてない時の返事でもあった。モオルダアの母はまた眠りについてそろそろいびきをかき始めそうな感じだった。こういう状態の人には何を言っても無駄なことは解っていた。

　モオルダアは何かが違うと思って途方に暮れてしまった。ここで自分の兄のことや、さっきその存在を知った姉のことに関して母親が涙ながらに語るのを聞けると思っていたのだが、この母の様子からすると、そんなことはなさそうな気がしていた。ホントにボクに兄や姉がいるのだろうか？とモオルダアは考えていた。少なくとも兄はいるはずである。モオルダアが最初にエフ・ビー・エルに行った時にスキヤナーも兄のことを言っていたし、ペケファイルの部屋も兄が使っていたことになっていたのだから。モオルダアの父親は彼の兄に関して何を言っていたのだろうか？設定がどうのこうのということを言っていたのだが、モオルダアにはそれがどういうことなのか良く解らなかった。

　良く解らないことを考えているとモオルダアもそろそろ眠くなってきたので、居間のソファで眠ることにした。

		
			19 翌朝・スキヤナーのオフィス
		

		　ウィスキーのボトルを持った男がスキヤナーのオフィスに入ってきた。スキヤナーは机の上の書類を見ながら忙しそうなフリをしていた。ウィスキー男はボトルのウィスキー男を一口飲んでからスキヤナーに声をかけた。

「キミは私に話があるということだそうだが」

声をかけられたスキヤナーは目だけをウィスキー男の方へ向けると、まだ忙しそうにもう一度書類へ目を向けてから立ち上がった。

「あなたの言っていたあのメモリーカードですけどねえ…」

スキヤナーはぎこちない感じで言った。スキヤナーは病院でメモリーカードを奪われたのだし、こういう駆け引きはあまり得意ではないのでそれはしかたがない。ウィスキー男は余裕の笑みを浮かべながらまたウィスキーを一口飲んだ。それでもスキヤナーは先を続けた。

「もしもモオルダアとスケアリーを復職させるのならあなたにメモリーカードを渡しても良いんですけどねえ」

そう言うスキヤナーの表情はガチガチに固まっていた。スキヤナーがメモリーカードを持っていないことを知っているウィスキー男はそんなことをほとんど気にしないような感じでまたウィスキーを美味しそうに飲み込んだ。

「前にも言ったとおり、取り引きなんかはしないんだよ。特にキミみたいにインチキをするような輩とはね。キミ、メモリーカードがなければ取り引きは出来ないと思うがねえ。カードがなければポーカーは出来ないんだぞ」

スキヤナーはウィスキー男の酒臭い息が自分の鼻を突き刺しているのを感じていた。すぐに何かを言い返すべきだったが、スキヤナーには良い言葉が思い浮かばなかった。するとウィスキー男はまたウィスキーを飲み込んで言った。

「それはそうとね。人はいつどんなことであの世へと旅立つのか解らないよねえ。飛行機事故とか致命的な食中毒なんてのもあるかも知れないしねえ。それにキミぐらいの年代なら心臓発作でポックリということもあり得るわけだよねえ。これは冗談で言ってるワケじゃないことは解るよねえ」

ウィスキー男はスキヤナーをまじまじと見つめながら言った。スキヤナーはガチガチの表情をさらにこわばらせていた。ウィスキー男はそれを見て満足したようにまたウィスキーを一口飲むとスキヤナーに背を向けて部屋を出ようとした。

「まだ終わってないんだがね！」

スキヤナーはガチガチのままウィスキー男を呼び止めた。ウィスキー男は「ヘタなことを言うとホントにあの世行きだぞ」といわんばかりの表情で振り返った。スキヤナーが部屋の奥にある扉のところへ行ってそこを開けて誰かを呼びだした。すると、中からナバホ・ゴンノショウが出てきた。

　奥の部屋から出てきた老人を見てウィスキー男は多少困惑した様子だった。ゴンノショウはウィスキー男を真っ直ぐに見つめながら彼に近づいてくると「こなであぶればしがもってくればな！」と誰にも理解できない方言をウィスキー男に言った。

　ウィスキー男はそれを聞いて明らかに動揺しているようだった。

「なんなんだね、これは？」

「これであなたも取り引きに応じなければならなくなるんじゃないかね」

切り札を出してきたスキヤナーは勢いづいてきた。

「何だか解らないが、こんなことをしたら…」

ウィスキー男が慌てて言い返したが、スキヤナーはそれを遮って先を続けた。

「そんなことは出来ないから黙って聞くんだよ！ここにおわすは土井那珂村の長老、ナバホ・ゴンノショウにあらせられるぞ！ゴンノショウ翁は例のファイルに書かれていた内容を一字一句たがわずに丸暗記しているんだ。特殊な家系でありとあらゆる方言を使う彼にとってはそんなことは簡単なことなんだよ。ゴンノショウ翁は親族にそのファイルの内容をヘンな方言で伝えてあるから、もしもゴンノショウ翁に何かがあっても他の誰かが証人になれるというわけだよ。ナバホ家やその親戚達はどこの家でも子沢山ということだから、彼ら全員が謎の死を遂げるということになったら、それは問題ですよねえ。機密書類にコピーワンスは意味がなかったんじゃないですかねえ？これは冗談で言っているワケじゃないですよ」

ウィスキー男からは先程までの勢いが完全に消えていた。それでもウィスキーを飲もうとしたのだが、のどにつまってあやうくむせかえるところだった。

「またインチキに決まってる。そんなハッタリは通用しないよ」

むせそうになるのをこらえながらウィスキー男が言ったがスキヤナーはなんとも思っていないようだった。

「そう思いますかね？」

スキヤナーがしたり顔で言い返すと、ウィスキー男は何も言えずにそのまま部屋を出ていくしかなかった。それを見ていたスキヤナーとゴンノショウは互いに見つめ合ってヨシヨシという表情を交わしていた。




		
			20 病院
		

		　モオルダアはスケアリーの姉がいるはずの病室へと入ってきたのだが、その部屋に入った瞬間になにか嫌な感じがしていた。スケアリーの姉が寝ているはずのベッドは空っぽで、ベッドの周りにあった生命を維持するための大がかりな機械もすっかり片付けられていた。そのかたわらにスケアリーがうつむいたまま座っていたのである。ベッドの他にはほとんど何もない感じのこの部屋に一人でいるスケアリーは余計にモオルダアに寂しそうな印象を与えた。

　モオルダアはまさかとは思いながらも、それはないことでもないと考えていた。スケアリーの姉は危機的な状態でこの病院に運び込まれてきたのだし、懸命の治療が意味をなさなかったとしてもそれはしかたのないことかも知れないのだ。

　しかし、こんな状況になっているということは考えもしなかったモオルダアは少し困っていた。ここは椅子に座ってうつむいているスケアリーに何か言って慰めてあげるべきなのだが、とっさに気の利いた言葉を思いつくほどモオルダアは器用ではない。スケアリーの後ろにくるまでに何と言おうか必死に考えていたモオルダアだったが、結局なにも出てこなかった。

「あの…、なんて言うか、その…、このたびは…」

モオルダアの意味をなさない言葉を聞いてスケアリーは彼が来たことに気付いたようだった。そしてモオルダアが何を言おうとしているのかなどは気にせずにうつむいたまま話し始めた。

「さっき姉は二度目の手術を受けたんですのよ。開頭手術って知ってますわよね。それは大変な手術なんですけれど…。そうしたら、姉は急に元気になってさっき退院してしまったんですのよ」

「生きてるの!?」

モオルダアは予期せぬ展開に驚いている。ここにいるスケアリーの様子からするとスケアリーの姉は、なんというか、助からなかったということになっていると思っていたのだが。

「…まあ、それは良かったね。それで、キミは…」

「モオルダア、あたくしはどうして姉がこんな酷い目にあったのか考えていたんですのよ」

「それは、しかたのないことだよ。これはボクらにとって運命なのかも知れないよ。ボクらが…」

「そういうことではないんですのよ！」

モオルダアは何かおかしなことになっていることに気付いたのだが、何がどうおかしくなっているのかを理解する前にスケアリーの鉄拳がモオルダアの顔目がけて飛んできた。もちろんモオルダアはよけることも出来ずにノックアウト寸前だったが、やっとのことで持ちこたえて殴られた頬を抑えながら体勢を立て直した。どうしていきなり殴られたのか解らなかったが、モオルダアが今回の事件で起きたことを頭の中で一つずつさかのぼっていくと、彼女がいきなりモオルダアを殴った理由がなんとなく解ってきた。

「モオルダア。あなたはあたくしの部屋でゲロを吐いて、あたくしの部屋を汚してそのまま逃げたでございましょ？」

「それは、そうだけど。でもあの時のボクの状態はキミも知っているとおり普通じゃなかったんだから…」

「でも、逃げたのならマトモだとも言えますわ！きっとあなたも悪いことをしたと思っていたんでしょうから。それでも、どうせ逃げるんだったら、ちょっとでも掃除をしたりしてから逃げるべきだったんですのよ！」

「それって、どういうこと？」

掃除をしたところで、あの部屋にまき散らかされたゲロは簡単には綺麗になりそうになかったはずなので、モオルダアはスケアリーが何を言っているのか良く解らなくなってきた。

「あたくしの姉は、ここに運ばれ来た時に体中に嘔吐物のようなものが付着していたって、病院の方から聞いたんですの」

「それは、つまりキミのお姉さんはボクの吐いたものを踏んで、滑って転んで怪我をしたってこと？でも、キミのお姉さんはキミの家の前で…」

「そうじゃないんですのよ！」

スケアリーがまた怒って殴ってきたりしないか心配になったモオルダアが両腕を顔の前に持ってきて身構えた。しかし、スケアリーは何もしなかった。モオルダアがガードを外すとスケアリーは先を続けた。しかし、それはあまり話したくないことをいやいや話すような様子だった。

「あたくしは、姉がひき逃げにあった可能性があると聞いて、そんなことは許せないことですから、絶対に犯人を捕まえたくて警察にも連絡してみたんですの。そうしたら、犯人はもう自首してきたということだったんですのよ」

「なんだ、それなら良かったじゃないか。キミのお姉さんも助かったんだし、その犯人もこれから罪を償えばそれで全て…」

「問題はそんなところにあるんじゃないんですのよ。その犯人は姉と一緒にもう一人の人物を跳ねたって言っているんですのよ。でも、そのもう一人というのが車にぶつかった瞬間に液体みたいに飛び散って、それから液体が一つにまとまると、また元のような人間の形になって…」

スケアリーは自分が何を話しているのかを考えて、一度話を中断した。こんな話をすればモオルダアを喜ばせるだけなのだが、それでも彼女の知っている全てのことから導いた結論によると、今のところ彼女の話していることは真実に近いと彼女は思っていた。

「ですから、あたくしはこう思うんですのよ。その液体のようにバラバラになっても生きている人間があたくしの姉を抱えて走ってくる車の前に飛び出して、あたくしの姉を殺そうとしたんですわ。本当ならそこにいたのは姉ではなくてあたくしだったかも知れないのですけれど」

モオルダアはいきなりこんなことを言われても、なかなか理解できずにしばらく考えてしまったのだが、やっとのことで話が見えてきた。

「キミのお姉さんがここに運ばれて来た時に嘔吐物がたくさん体に付着していてたけど、それはボクがキミの部屋で吐いたものではないということだよね。それは多分、その車に轢かれても生きているヘンな生き物がグチャッとなった時にキミのお姉さんの体についたということで…。でも、そのヘンな生き物ってなんなんだ？」

それを聞いてスケアリーはムッとしてモオルダアを睨みつけた。

「あなた、自分で言ったことも覚えてないんですの!?あなたは昨日、あの温室で言ってらしたでしょ？ビクタ博士が人間とゲロの交配をしているって」

モオルダアはまさかスケアリーはあの話をちゃんと聞いていたとは思っていなかったので、ここでゲロニンゲンの話を出されて驚いていた。

「そ、それは、あまりにもペケファイルな話だねえ」

「それはどうでも良いですわ！あたくしはなんとしてでも姉にこのようなことをした犯人を捕まえて見せますからね」

「そうだよ、スケアリー！全てはペケファイルに書かれているんだ」

スケアリーが珍しく怪しい話に肯定的な態度なので、モオルダアは盛り上がってしまった。スケアリーはとりあえず話すことは話したので、話題を変えることにした。

「ところで、あなたはあたくしの部屋をどうするおつもりかしら？」

「どうするって？」

「あなたが、あたくしの部屋に来てあたくしの部屋を元のとおりになるまで掃除するか、それとも、ハウスクリーニングやその他のクリーニング代を全部あなたが払うか。それとも、ここでもう一発喰らうのがいいかしら？」

そう言うと、スケアリーは拳を作ってモオルダアの前につきだした。モオルダアは焦ったが、それを見たスケアリーがニヤニヤしているので本気ではない事が解った。しかし、どうしてもスケアリーの部屋の掃除はしないといけない感じだ。

「それじゃあ、ボクは一番を選択します」

モオルダアがそう言うと、二人は病室から出ていった。モオルダアは忘れているのだが、彼のボロアパートの部屋もまだそのままなのだ。ガラスが割れた彼の部屋は吹き込む強風によって散らかり放題である。予報によれば今日の関東地方は夕方から大雨になるということだ。

		
			#022「ゲロニンゲン」

			Little Mustapha
		

	
		
			#023「SCREWED」
		


		

		
			1  山の中
		

		　山の中の急カーブを曲がるたびにスケアリーの表情は険しくなっていった。この次を曲がるときっと目的地へと続く国道に突き当たるはずだと、そう思いながらカーブを曲がるのだがどこまで行ってもうっそうとした木々の生い茂った山の中を曲がりくねった道が続いていた。

　スケアリーはカーナビの画面を時々確認していたのだが、それはまったく意味のないことだった。この山道に入るとその画面から地図が消えたのだ。そしてしばらくの間、灰色の画面に車の場所を示す矢尻型のマークだけが虚しく表示されていたのだが、いつの間にかそれも消えていた。さっきまではわずかな期待を込めてスケアリーは指で軽くカーナビの画面を叩いてみたりしていたのだが、今ではそんなこともしなくなっていた。

　スケアリーはなるべくイラつかないように、大きく息を吐いてまた運転に集中することにした。目の前を過ぎていく景色は相変わらずで、時には同じ場所を何度も通っているのではないかと思われるほどだった。もうとっくに目的地に着いていなければいけないのに、この山の中で太陽はすでに山のむこうに隠れようとしていた。



「ンンン〜」

スケアリーは助手席から聞こえてくるヘンな音は無視した。

「ンァァアン…」

また聞こえてきたヘンな音も無視したが、スケアリーは少し落ち着きをなくして頬の上の辺りを軽くひくつかせていた。

「アウゥゥンン〜」

たまらなくなったスケアリーは車を路肩に急停止させて助手席の方へ体を向けた。

「ちょいと、モオルダア！一体なんだって言うんですの！」

スケアリーはそう言いながら助手席でヘンな寝言を言っているモオルダアをひっぱたこうと思ったのだが、それよりも先にモオルダアが驚いた様子で目を覚ました。飛び起きたもののまだ少し寝ぼけているモオルダアはスケアリーの恐い顔を見てもそれほど慌てていないようだった。

「着いたの？」

「着いたわけないですわよ！この景色を見て解らないんですの？」

「なんて言うか…山だよね。ここは」

まだ眠そうな感じで辺りを見回して呑気なことを言っているモオルダアに腹が立ったのだが、ここはあえて冷静にならないといけないと思っていた。

「そうなんですのよ。あたくし達、遭難したみたいですわよ」

「そうなんですかぁ」

モオルダアはニヤニヤしながら言ったが、スケアリーが眉間にしわを寄せてとうとうぶち切れそうなのを見て慌てて真面目な顔に戻った。

「目的地まではもう少しだったのに、なんで迷子になんてなるんだ？むこうに電話して聞いてみたら道を教えてくれるんじゃない？」

「こんな山の中じゃ電話は通じませんわ。あなたが寝てばかりいるからこんなことになったんですのよ！あなたが地図を見ていてくれたらこんなことにはならなかったんですからね！」

「だってカーナビが…」

言い返そうとしてモオルダアがカーナビを見たが、その画面にはどう考えても壊れているとしか思えない灰色しか表示されていなかった。

「だからボクはカーナビの指示どおりに行こうって言ったんだよ。まあ、壊れちゃったら仕方がないけどね。でもあの国道はほぼ一本道だったから、あのまま進んでいればもう着いていたはずだよ」

確かにそうだったのでスケアリーは何も言い返せなかった。「こちらの方が近道ですわ」と言って少し混み合っていた国道をはずれてこの山道に入ったのはスケアリーの判断だったのだ。まだ正常に動いていた時のカーナビで確認したところ、この道は山を越えて再び国道に合流することになっていたのだった。

「このままだとすぐに夜になってしまいますわ。夜の山道を運転するなんてもう面倒ですわ。戻るとしても、もうかなり進んでしまいしたし」

「それにこの道で合っているのかも解らないしね。とりあえずあそこに行って聞いてみたら？」

スケアリーが、あそこって何処ですの？と思ってモオルダアの視線の先を見るとそこには「旅の宿 この先五〇〇メートル」と書かれた薄汚れた立て看板が見えた。モオルダアが運転を代わると言ってくれないのが気に入らなかったが、今のところ非があるのは自分のような気がしたのでスケアリーはモオルダアの意見に従って「旅の宿」まで行くことにした。

		
			2  旅の宿
		

		　山の中の五〇〇メートルというのは意外と遠く感じるものだが、先程の看板のあった場所から五〇〇メートルというのはウソでもなさそうだ、というぐらいの距離を運転すると「旅の宿・入り口」という看板が見えてきた。「旅の宿」は道路沿いにあるのではなく、私道を少し入ったところにあるようだった。

　舗装されていない私道に入ると、沈み始めた弱い太陽の光は道をトンネルのようにして左右から生い茂る木々に遮られて、この道だけが夜になっているような不思議な感覚だった。暗い私道の先には開けた場所があり、そこには夕陽の中に浮かび上がる「旅の宿」の建物の一部が見えていた。

　舗装されていない私道をゆっくりと進むスケアリーの車は何度かタイヤを溝に落ち込ませて大きく車体を揺り動かされていたが、モオルダアもスケアリーも何も言わずに、この暗い道の先に見える明るい場所を妙な気分で眺めていた。「旅の宿」の前まで来ると、二人はさらに妙な気分にならざるを得なかった。そこにある建物は「旅の宿」らしくない鉄筋コンクリートの二階建ての古びた建物だった。入り口の看板には「旅の宿」と書かれているが、その下には「ビジネスホテル」とも書かれていた。なんとなく言いたいことは解るという感じだが、古いものと新しいものが上手く融合できなかった結果のような建物であった。

　「こんな場所でビジネスも何もないだろう（ありませんわ！）」と思っていた二人だが、そんなところを気にしていても仕方がないので車を降りて中に入ることにした。おそらくこの「旅の宿」には夏の間は登山客が、そして冬にはウィンタースポーツを楽しみにやって来る観光客が泊まるような場所に違いない。しかし、夏でも冬でもないこの中途半端な時期にこの辺りには人の気配が少しも感じられず、少し不気味な気分にさえなった。



　中にはいるとフロントのカウンターの中に少年が一人何かを読みながら座っていた。誰かが入ってきたことに気付くと少年は慌てて読んでいたものをカウンターの下に隠して二人の方へ落ち着かない視線を向けた。モオルダアはその様子を見て、その少年が読んでいたのがここのロビーに置いてある男性向け週刊誌のヤラシいページだったに違いないと思った。それは彼の少女的第六感が彼に気付かせたのではなく、彼の実体験がもとになっているのであるが、そんなことはどうでもいいのだ。

「ボクらはエフ・ビー・エルの捜査官なんだが、ちょっと聞きたいことがあってやってきたんだ」

モオルダアが事件の捜査みたいな感じで言うので少年は驚いていたようだった。

「あたくし達は重要な任務があって目的地に向かっていたんですけれど、道に迷ってしまったんですの。ですからちょっと道を聞こうと思って、ちょっと立ち寄っただけですから、安心なさってくださいな」

スケアリーがそう言うと少年は頷いてカウンターのうしろの部屋に入っていった。おそらく地図か何かを持ってくるのだろう。

　少年を待つ間、スケアリーは落ち着かない感じでロビーの中を見渡していた。

「ちょいとモオルダア。何だかこの宿はヘンな感じがいたしませんこと？」

モオルダアもそんな気がしていたのだが、オフシーズンの旅館などあまり来たことがなかったので、それはそれで普通だとも思っていた。

「確かにヘンな感じはするけどね。これは放課後の誰もいない学校みたいなもんだよ。そういえば、キミは夏休みの小学校の校舎に入ったことある？」

「なんなんですの、それ？」

「ボクは子供の頃、夏休みが始まってから教室に忘れ物をしたことを思いだしてね、取りに行ったことがあるんだけど。誰もいなくて静まりかえった淋しい教室で、しかも夕方の西陽が射してオレンジがかったあの雰囲気。ボクはどこかこの世と違う別の世界へ入り込んでしまったような不安な気持ちになって、忘れ物は取らずにそのまま逃げ帰って来てしまったんだよ」

モオルダアが懐かしそうに話していたが、スケアリーは特に興味を持たなかったようで、ほとんど聞いていなかった。そしてスケアリーはモオルダアの話が終わるよりも先にロビーの入り口とは反対側にある大きな窓に興味を持ったらしく、そちらの方へと吸い寄せられるように歩いていった。



　スケアリーが窓の前に来るとそこからは遠くの山などを見渡すことが出来た。おそらくこの眺望がこの「旅の宿」のウリになっているのだろうが、スケアリーにはそこから見える素晴らしい眺めよりも、もっと手前にある景色の方が気になっていた。「旅の宿」のある場所から山を少し下った場所に何軒かの民家が集まった場所が見えた。

　山間の集落が周囲の畑や雑木林と伴に夕陽の色に染まっているその風景は本来ならば美しいものになるはずだったのだが、スケアリーはそこに何か違和感を感じて不安になっていた。夕暮れ時は景色が美しく見える時間でもあるのだが、世界が夜の闇に沈む前の最後の時間でもある。スケアリーがそんなところを気にしていたのかは知らないが、とにかく彼女はこの風景のどこか不自然な感じが気になっていたようだ。

　スケアリーが窓の外を見ながらゾッとしている間に、カウンターのところではモオルダアと少年がなにやら話していた。そして、話を終えるとモオルダアは窓のところにいるスケアリーのところへとやってきた。

「ちょいとモオルダア。何かヘンじゃありません？」

モオルダアに気付いたスケアリーが聞いた。

「ヘンって、何が？」

「この景色ですのよ。なんて言って良いのか解りませんけれど、この…」

「オレンジがかった雰囲気でしょ。さっきも言ったように、夜の闇よりも夕方のオレンジの方が時には恐かったりするんだよ」

「あたくしが言っているのはそういうことではありませんわよ！それよりも、道は解ったんですの？早くここを発たないと今日中には着けませんわよ」

「それなんだけどね、どうやら今日はここに泊まった方が良さそうだよ」

「それって、どういうことなんですの？」

スケアリーはそう言いながら自分がどうしようもなく心細い気持ちになっていくのを感じていた。

「ボクが寝ている間にキミはずいぶんと見当違いの方向に進んでいたみたいでね。ここからだと解りづらい道を何時間も走らないと目的地には着けないみたいだよ。カーナビも壊れちゃったし今日はもう暗い山道を運転するのは無理なんじゃないかな」

「それじゃあ、どうするって言うんですの？」

「ここに泊まればいいと思うんだけど。あの少年も大丈夫だって言ってたし…」

モオルダアはそう言いながらスケアリーが妙に不安そうな目を自分に向けているのが不思議だった。スケアリーもモオルダアの探るような目を見て、自分がいつもとは違う視線をモオルダアに向けていることに気付いたようだった。自分がこの周辺一帯の得体の知れない何かに怯えているというようなことはモオルダアには知られてはいけないのだ。

「そうですの。それなら仕方がありませんわね」

スケアリーがそう言うと、モオルダアはまだ納得がいかないような感じではあったが再びカウンターへと向かっていった。スケアリーはモオルダアに続いてカウンターへ向かう前にもう一度窓から外を眺めてみた。夕陽に映し出される景色は相変わらずスケアリーを嫌な気分にさせていた。どうしてそうなるのか彼女には解らなかったが、意味もなく不安な気持ちにさせられるのがそろそろ嫌になって来たので、彼女は冷静に自分が見ているものを分析してみようと思った。

　ほどなく、スケアリーが見ているものを分析した結果が頭の中にまとまってきた。「この景色には空気とか人間らしさとかが感じられないんですわ。おそらくあの集落には家や畑があっても人が誰もいないんですのよ。才能のない画家の描いた風景画のように、そこには物だけが描いてあって人の生活している気配とかがまったく感じられないんですの。ですからこの景色はあたくしをゾッとさせるのですわ！」という結論に達したスケアリーはもう一度ゾッとしてしまった。そして「そんなことはありませんわよ」と自分に言い聞かせて振り返るとカウンターにいるモオルダアの方へと向かった。確かに、そんなことはなかったのだ。スケアリーが最後に見た風景の中には軽トラックが一台、畑の中の農道をゆっくりと淋しげに走っていたのが見えていたのだから。その軽トラックに人が乗っていたかどうかはしらないが。

		
			3  部屋の中
		

		　少年が一人で留守番をしているこの「旅の宿」にはもちろん宿泊客もいるはずはなく、モオルダアとスケアリーはどこでも好きな部屋に泊まることが出来たが、どの部屋も似たような作りなので一階の一番フロントに近い部屋を二つ借りることにした。少年は無愛想なのか、或いは人と接することになれていないのか、聞かれたことに答える以外にはほとんど何も喋らずに二人をそれぞれの部屋へと案内した。

　モオルダアが案内された部屋に入ると、そこは小さな畳の部屋で、その奥の窓際に籐椅子と小さなテーブルの置いてある板の間のある、いかにも「旅の宿」らしい部屋だった。突然の来客のために部屋には何も用意されていなかったが、部屋に入ったモオルダアは「あぁぁ…」と言いながら一般的な旅行者の誰もがやるように畳の上に横になった。ただ、あまり疲れていないモオルダアは横になってもそれほどくつろいだ気分にもなれず起きあがると持ってきたカバンを開けて何かを探し始めた。カバンの中にはボイスレコーダーが入っていて、モオルダアはそれに今日の捜査の記録を録音しようと思ったのだが、ボイスレコーダーは見付からなかった。捜査といっても何もしていないのだし「まあいいか」と思ったモオルダアはこの旅館の少年について考えていた。

　あの少年は中学生にも高校生にも見えるが、おそらく高校生だろう。高校に入ると急に大人びた感じになる人間と、いつまでも子供っぽさを残す人間がいるが多分あの少年は後者に違いない。それに、男性誌のヤラシいページをあんなふうに読めるというのも高校生の証拠だ。中学生ならもっとこっそり読むものだ。

　素晴らしく適当なプロファイリングだったがモオルダアはそれに満足していたようだった。得意げに一人で頷いていると、ノックの音がして少年が入ってきた。

「これ…」

と一言だけ言うと少年は布団を部屋の中に運び込んできた。少年が布団を畳の上に置くとそこからちょっとカビ臭いようなニオイが漂ってきた。これはこれで「旅の宿」らしいと思ったモオルダアだが、さっきからこの少年以外の人間を見ていないのもちょっと気になっていた。

「ああ、どうもね。ところでキミ、この旅館の人はどこかに出かけているのかな？まさかキミが一人でこの旅館を経営しているワケじゃないよね？」

「はい」

この少年の「はい」という返事はモオルダアの質問のどの部分にたいする返事なのか良く解らなかった。

「キミのお父さんかお母さんがこの旅館を経営してるんでしょ？」

「はい」

「それで、今日は帰ってくるのかな？」

モオルダアが聞くと少年は少しの間、何を言いたいのか解らないような目をしてモオルダアを見つめたあとにただ首を傾げてから部屋を出ていってしまった。モオルダアは少年が出ていったあとを見つめたまま「なんだ、あれは？」と思っていた。



　少年が出ていってこれでなんとなく一段落という感じにはなっていたのだが、これからの時間はどう考えてもヒマな気がしてモオルダアは憂鬱になっていた。さっきカバンの中を引っかき回してボイスレコーダーを探した時に気付いたのだが、ヒマ潰しアイテムが一つも入っていなかった。外はもうすっかり暗くなっていたのだが、まだ日が沈んだばかりでこんな時間から眠れるわけもない。

　部屋にはテレビが置かれていたが、それをつけようとしたモオルダアはテレビの横に小銭を入れる装置を見てテレビは諦めた。いくらモオルダアといえども百円を惜しんでいるワケではなかったのだが、今時見るのに百円玉を要求してくるテレビには面白い番組が映し出される気がしなかったのだろう。

　仕方なくモオルダアは窓のところへ行って外を眺めて見た。眺めてもそこには遠くに広がる山並みが見えるわけではなかった。目の前にそびえる旅館の裏山の急斜面を見て「どうしていつもボクが泊まる部屋はこんな場所なんだろう？」と思っていた。

　その時モオルダアのポケットの中で携帯電話が鳴り出した。ケータイが通じるのなら、ネットも使えるからヒマ潰しにはなるかも！と思って密かに盛り上がったモオルダアだったが、とりあえず電話にでないといけない。モオルダアはポケットからケータイを取り出した。

「ちょいとモオルダア。なんかおかしくありませんこと？」

電話はスケアリーからだった。隣の部屋にいるスケアリーと携帯電話で話すのは何だか妙な感じだったが、この旅館は部屋同士で内線通話が出来ないのだろうか？モオルダアは返事をしながら部屋の電話を探していたが、彼から見える場所に電話機はなかった。

「おかしいって、テレビのこと？古い旅館だから小銭を入れないと見られないというのもアリだとは思うけどね」

「何を言っているんですの？テレビならちゃんと映っていますわよ。チャンネルは少ないですけれど衛星放送もやっていますし」

「そうなの?!」

モオルダアはもう一度テレビの方を見たが、そこにあるテレビはどう考えても衛星放送が始まる以前に作られた古いテレビにしか見えなかった。

「この部屋はハズレなのかなあ…」

「そんなことはどうでも良いんですのよ！それよりも、この旅館は何かヘンなんですのよ。あなたは何も感じていないんですの？」

「まあちょっと変わってる感じだけどね。でも誰も来るはずのない旅館にいきなりやってきて泊めてもらうんだから仕方がないともおもうよ」

「それはそうですけれど、そういうことじゃないんですの」

「窓からは山の斜面しか見えないとか？」

「そうじゃなくて、この部屋は何だか落ち着かないんですのよ。なんだか誰かに見られているような嫌な気持ちになるんですの」

モオルダアにとってはこのスケアリーらしくない発言が一番ヘンだと思った。

「もしかして、キミはヒマ潰しのためにボクに電話をしてきたんじゃないの？」

「そんなことはありませんわよ。あたくしにはちゃんとやることがあるんですから。確かにあたくしがこんなことを気にするのはおかしいと思うでしょうけれど、でも人の気配や視線を感じるというのは人間の持つ能力の一つですのよ。そういう能力があるからあたくし達の祖先は野生の生存競争を生き抜いてこられたんですから。これだって十分に科学的な話ですわよ」

スケアリーは力説していたが、モオルダアはなんとなく彼女がこのほとんど人のいない古びた旅館の雰囲気に怯えているのだろう、ということが解った。以前にもあったのでモオルダアは知っていたが、スケアリーは意外と幽霊みたいなものには弱いようなのだ。

「まあ、キミの言うことも解らないでもないけどね。こういう古びた旅館というのはそういう話の舞台には最適だからね。まあ、部屋を変えてもらうとか…」

モオルダアは話しながらほとんど無意識に目の前の窓を開けて顔を外に出すと思わず息を飲んでしまった。彼が旅館と裏山の斜面の間の狭い場所を見渡すと、スケアリーの言っていることが全くのウソではないことが解ったのだった。

　モオルダアが自分の部屋の横の方を見ると、そこにはスケアリーの部屋から漏れてくる光に照らし出されている人間の姿が見えたのである。そんなところに人がいるとは思ってもいなかったモオルダアは声を詰まらせて驚いてしまったのだが、良くみるとそこにいたのはさっきの少年だった。

　少年はモオルダアに見付かったことには気付かず、窓の外からスケアリーのいる部屋を一心に覗き込んでいた。

「ちょいとモオルダア、どうしたんですの？」

モオルダアの話が途中で終わってしまったのでスケアリーが聞いたが、モオルダアにはほとんど聞こえてなかった。

「おい！こら！何やってるんだ！」

モオルダアが少年に向かって言うと少年はギョッとしてモオルダアの方へ振り返るとすぐにモオルダアの部屋とは反対の方へ向かって旅館の壁沿いを走って逃げていった。逃げていく人間を見ると追いかけたくなるのは犬もモオルダアも同じである。モオルダアは部屋の入り口に行って靴を掴むとそれを持って窓から飛び出して少年の後を追いかけていった。

　モオルダアが窓から飛び出して「待て！」と言いながら走っていく声は部屋の中にいたスケアリーにも良く聞こえた。

「ちょいと、モオルダア！どうしたんですの」

スケアリーはもうモオルダアが電話の向こうにいないということは解っていたがとりあえず聞いてみた。

		
			4  宿の外
		

		　モオルダアが少年を追いかけて「旅の宿」の外壁沿いに走ってくると、少しひらけた裏庭のようなところに出てきた。この裏庭の周囲には木の生い茂った山の急斜面に囲まれていて、ここからはどこにも進めないような気がした。だとすると少年はこの裏庭の何処かに隠れていそうだが、もしかするとこの土地に慣れている人間なら山の中を走って何処かへ逃げることも出来るかも知れない。そんなことを思いながらモオルダアがキョロキョロと辺りを見回していると、後ろからスケアリーの声が聞こえた。

「ちょいと、モオルダア。一体何があったというんですの？」

スケアリーは下草に触れて自分の服が汚れるのがイヤそうな感じで歩いてモオルダアの方へと近づいてきた。

「キミの科学的な第六感が当たっていた、ということかな」

「何ですのそれ？」

「キミの感じていた視線というのは、この旅館の少年のものだったみたいだよ」

「まさか、そんなことは…」

「ないこともないと思うけどね。ボクはハッキリ見たんだから。両手をこうやって目の横にあてて、解りやすい感じでキミの部屋を覗いていたよ」

モオルダアがそう言いながら、さっき少年がスケアリーの部屋を覗いていたのと同じような格好をしたのだが、スケアリーはモオルダアのその姿を見て妙な生々しさを感じて鳥肌が立った。

「それで、あの少年はどこへ行ったんですの？」

「さあね。ボクらは完全なアウェイ状態だからね。見失ってしまったよ」

「そんなことをいっても、あの少年は捕まえてちゃんと叱っておかないといけませんわ！いくらあたくしのような美女に興味があったとしても覗きなんて卑劣な行為は良くないですもの」

そう言いながらスケアリーはさっき得体の知れない妙な気配を感じながら服を着替えたりしなくて良かったと思っていた。

「そうかも知れないけど、あの少年だっていつまでも隠れているワケにはいかないし、そのうち旅館に戻ってくると思うけどね。まあ、ホントにあの少年がこの旅館の人間だったらの話だけど」

モオルダアはそろそろ部屋に戻りたいと思っていたようだったが、スケアリーは違っていた。

「あたくしならあそこに隠れますわね」

そう言って、スケアリーはこの裏庭の片隅にある物置のような小屋を指さした。その小屋の開いたままになっている扉のむこうには不気味な暗闇しか見えなかった。開いているなら入るしかないという感じで二人はその扉の方へと向かった。

「いいですこと。ここにいるのならおとなしく出てきなさい。そうすれば、あなたのしたことは許してさしあげますから」

スケアリーはそう言いながら扉の中へと入っていった。モオルダアはそれを聞いてなぜかイヤな気分になっていた。それは遠い昔。まだモオルダアが小学生だった頃。「先生の机に面白いイタズラ書きしたのはだれだ？」と優しい感じで言う教師に油断して手を挙げたモオルダアはその後こっぴどく叱られたのだった。

　そんな思い出はどうでも良いのだが、二人が小屋の中に入っても中はしんと静まりかえっていた。小屋の中は暗くて何も見えなかったが、しばらくすると扉から差し込んでくるわずかな月の光で小屋の中に積まれているダンボール箱やホコリをかぶった何だか解らないものが少しずつ形を現してきた。しかし、この中に少年が姿を隠せるような場所はなさそうだった。

　二人がそう思っていると、背後でバタン！という音がして小屋の中は再び暗やみに包まれた。

「ちょいと、何なんですの!?」

スケアリーはそう言うと扉のところに行って手探りでドアノブを見付けるとそれを回して扉を開けようとしたのだが、鍵が掛けられているようで押しても引いても扉は開かなかった。

「ちょいと、なんだっていうの!?こんなイタズラは許しませんわよ！」

スケアリーは手のひらで扉を叩きながら外に向かって叫んでいる。

「ちょいと！開けなさい！あなたは何をしているのかわかっていらっしゃるの!?こんなところにあたくしを閉じこめて、それがどういうことだか解っていらっしゃるの？ここにはモオルダアがいるんですのよ！こんな所に閉じこめられたら、あの変態は何をするか解ったものじゃありませんのよ！開けてくださいな！後生ですから、どうかここを開けてくださいな！」

ほとんどパニック状態のスケアリーだったが、モオルダアは自分が彼女にどんなふうに思われているのだろうか？と思ってヘンな気分になっていた。とにかくドアを叩いてわめいているスケアリーを落ち着かせなければいけない。ただし、彼女の言っていることからすると、彼女に近づいて肩に手をかけたりしようものならどうなるか解らない。とりあえずモオルダアは今いる場所から動かずにスケアリーに声をかけた。

「ちょっと、スケアリー。そんな言い方は酷いんじゃないの？」

スケアリーを落ち着かせようとして言ったことだが、ほとんどモオルダアの本心になってしまった。

「あら、あなた。聞いていたんですの？オホホホッ！」

聞いていたも何もないのだが、モオルダアの悲しそうな声を聞いてスケアリーはちょっと悪いことをしたような感じで言っていた。なんとなく釈然としないモオルダアだったがとりあえずスケアリーが落ち着いたのでそれで良しとした。そしてポケットの中を探って小さな懐中電灯を取り出してスイッチを入れた。その懐中電灯の明かりはモオルダアの手の周り数十センチまでしか届かないようなものだったが、この暗闇の中では十分に頼りになる明かりだった。

「あの、念のために聞いておくけど。これからボクがそっちに行っても良いかな？キミはボクのことを変態だと思っているみたいだけど、ボクは自分ではまともな人間だと思ってるし、どっちにしろキミにヘンなことをしてもキミの鉄拳にはかなわないんだからね」

モオルダアの声はかなり不機嫌な感じだったのでスケアリーはちょっと悪いと思ったが、それよりもモオルダアが懐中電灯を持っていることが気になった。

「あなた、どうしてそんなものを持っているんですの？」

「いつ必要になるか解らないものは、無駄だと思っていても持ち歩いているべきなんだよ」

モオルダアの言っている意味は良く解らなかったが、彼の声に自信が戻ってきたようなのでそれはそれで良かった、ということだろう。

「それで、どうするというんですの？」

「ボクだって、こんなところに一晩中いたくはないからね。なんとかしてここから出る方法を考えないとね。まあ、イザとなったらこの古い物置小屋の壁は力ずくで壊せるかも知れないけどね」

モオルダアは、そう言ってからスケアリーのいる扉の方へと近づいてきた。またスケアリーがパニック状態にならないか少し心配だったが、懐中電灯のわずかな明かりがあるからなのか、スケアリーはいつものように落ち着いていた。

　モオルダアは扉のところにくると、懐中電灯の灯りでそこを調べながらヘンな顔をしているのがスケアリーには解った。

「どういたしましたの？イリオモテヤマネコに遭遇したニホンカワウソみたいな顔をしていますわよ」

それを聞いてモオルダアはさらにヘンな顔になっていた。しかし、ここはそんなところを気にしている場合ではないので、話を先に続けることにした。

「さっき、この扉はバタン！といって閉まったよね？」

「そうですわよ、バタン！といって閉まって、それから引いても押しても開かなくなってしまったんですのよ。おそらくこの扉の鍵は中からは開けられない仕組みになっているんですわ」

「ボクもそう思ったんだけどね。どうやらこの扉はガラガラと開くみたいだよ」

ガラガラって何なんですの？とスケアリーが聞き返す前にモオルダアが扉を押すでもなく引くでもなく、横の方向に動かすと扉はガラガラガラという音を立てて開いた。スケアリーは唖然として開いた扉を見つめていた。

「引き戸だったんですの？」

「今のところ、そういうことになってるけどね」

確かにこの扉はバタン！といって閉まったのだ。バタン！といって閉まるからには引き戸のはずはないと思っていたのだが、この扉は引き戸だった。引き戸だったら「ピシャリ！」といって閉まるはずなのに。二人は妙な気分になっていたが、扉が開いたのでとりあえず月に照らされている裏庭に出てきた。先程の小屋に比べたらずっと明るいこの場所に出てきても二人の心の中には何か理解しがたい不思議な感覚が残っていた。

		
			5  旅の宿のフロント
		

		　モオルダアとスケアリーは旅館の裏から表の玄関の方へと回ってフロントのカウンターのところまでやってきた。入り口の鍵は開いていてまだ灯りもついていたがそこには誰もいなかった。この「旅の宿」の人間は本当に少年一人をおいて何処かへ行ってしまったのだろうか？客の部屋を覗いたり、玄関を開けっ放しで何処かへ行ってしまうあの少年一人にこの「旅の宿」をまかせても大丈夫なのだろうか？

　スケアリーは少年が戻ってきてはいないかとフロントの奥にある部屋の方を覗いて見たりしていたが、そこにはやはり誰もいなかった。それからこのフロントのあるロビーのような場所を見渡して、また不思議な感覚を覚えていた。

「モオルダア、あたくし思うんですけど、あの少年が本当にあたくしの部屋を覗いていたなんて、信じられませんのよ」

モオルダアはどうしてスケアリーがそんなことを言うのか良く解らなかった。誰も来ないはずのフロントの椅子に座ってこっそり大人向けの雑誌の記事を読んでいる少年なら、沸き上がるムラムラを抑えきれずに女性の泊まっている部屋を覗いたりすることはなくもない、と思っていたからである。

「そりゃ、あの年頃なら都会からやってきた女性をみて、なんというか、こう…」

「でも、あの少年は文学少年でございましょ？そういう方ならもっとステキなエロースの世界を想像するもんじゃございません？」

モオルダアにはスケアリーの言っていることが解らなくなってきた。

「文学少年？」

「そうですわよ。あなた、気付かなかったんですの？あの方、あたくし達がここへ来た時にスカーレット・レターを読んでいましたでしょ」

そう言いながら、スケアリーはカウンターの内側に手をのばして一冊の本を手に取ると、それをモオルダアに見せた。その表紙には「緋文字」と書かれていた。

「アメリカ文学ですわ。あの少年にはちょっと早いかも知れませんけれど」

どうしてスケアリーが邦題の「緋文字」ではなくてオリジナルの「スカーレット・レター」と言ったのかは知らないが、おそらく「ちょっと詳しい」ということを自慢したかったのだろう。それはどうでもいいのだが、モオルダアはそんな本をあの少年が読んでいるとは思えなかった。

「ノーノー、プリンプリン、イエスイエス、プリンプリン…」

モオルダアがヘンな歌を歌いながらスケアリーの持っていた本を取りあげた。どうせあの少年のことだから本のカバーだけ取り替えて中にはヤラシイ本が隠されているに違いないと思っているのだ。モオルダアは本のカバーを外して確認してみたが、カバーを外した表紙にもやはり「緋文字」と書かれていた。

「あれ？イエスイエス、プリンプリンだったか」

「何なんですの？イエスイエス、プリンプリンって？」

「この話の主人公は何とかプリンじゃなかったっけ？」

「そうですけど、そんな歌とは関係ないんじゃございません？」

「まあね」

そう言いながらモオルダアは本を元あった場所に戻した。しかし、この「旅の宿」に最初に入ってきた時に少年は確かに大人向けの雑誌を読んでいたのである。さっきモオルダアが見た文庫本の小説とは大きさも色合いもまったく違う。それなのにスケアリーはここに入ってきた時に少年がさっきの文庫本を読んでいたと言っている。

「何かヘンだね」

モオルダアが色々なことを整理できないまま考えついた精一杯の言葉を口にした。

「何かがヘンですわ」

スケアリーも同じような感じで答えた。しかし、ヘンだからといってどうすることも出来ない。とにかくいつまでもここにいても仕方がないので二人はまた自分たちの部屋に戻ることにした。逃げていった少年もいつまでも外にいるわけにもいかないだろうし、しばらくすればこの「旅の宿」の人間、おそらくそれは少年の両親、も戻ってくるに違いない。

　二人は廊下を歩いてそれぞれの部屋へと向かったのだが、モオルダアは自分の部屋の前に来ると「あること」に気付いてメンドクサイという表情になっていた。彼はこの扉を使って外に出たのではなくて、窓から外に飛び出していったのだ。それで、この部屋の鍵はかけっぱなしで、しかも鍵は部屋の中にあるのだ。もう一度建物の外に出てぐるっと回って窓から部屋に入らないといけないようだ。モオルダアはウンザリした感じで肩を落とすと、再びフロントの方へと歩いていった。



　モオルダアがフロントまで来るとそこは相変わらず静まりかえっていて、落ち着かない寂しさに包まれている気がした。それほど大きい旅館ではなく、このフロントも十人も人がいれば満員になりそうな広さしかないのだが、一人でいるのには広すぎると思えるだけのスペースである。誰もいないフロントに灯りだけがついているこの静まりかえった場所は慣れないものには相当に不気味な場所でもあった。

　モオルダアは急いでこのフロントを通り過ぎて自分の部屋に戻りたいと思っていたのだが、気になることがあって、カウンターのところで一度足を止めた。あの少年が文学少年である、というところがどうしても納得出来なかったようだ。モオルダアはカウンターに覆い被さるようにして内側を覗き込んで、ニヤニヤしながら「やっぱりそうじゃん！」と言ってそこにあった雑誌を手に取った。モオルダアが思ったとおり、それは大人の男性向けの雑誌で、真面目そうな記事の中にヤラシイ記事や写真がちりばめられた良くある感じのものだった。

　これで、モオルダアが最初に少年を見た時に読んでいたものがこの雑誌であるということを確信できたのだが、さっきの文庫本はどこへいったのだろう？この雑誌は先程スケアリーが見付けた文庫本のあった場所とほぼ同じ場所にあったのだが、今ではそんなものはどこにも見当たらない。もしかすると少年が戻ってきているのだろうか？モオルダアはそっとカウンターの奥を覗き込んで見たりしたのだが、ここにはどう考えても自分以外の人間がいる気配がない。なぜそう思うのか解らないが、今この場所には自分以外の誰もいないということが確信できたのだ。この場所には誰もいない。もしかするとこの世界には自分以外の誰もいないのではないか？と思えるほどの静寂がこの空間を支配していたのである。モオルダアは少し恐くなったので、慌てて扉を開けて外に出ていった。

　やっぱり、ここはどこかヘンだなあ。と、外に出たモオルダアは小さくつぶやいていた。

		
			6  スケアリーのいる部屋
		

		　スケアリーは自分のカバンを開けて中を覗き込んだまま考え込んでいた。さっきの少年は布団は持ってきてくれたが「旅の宿」らしい浴衣などは持ってきてくれなかった。突然やってきたのでそれは仕方のないことだったが、スケアリーは「いつまでもここに来た時のスーツ姿のままでいると、なんだか窮屈な気分になって良くありませんわ！」と思っていたのである。カバンの中には遠出をする時にいつも持ってくる部屋用の服が入っている。浴衣はなくてもそれに着替えたら良いのだが、彼女はこの部屋にいるとなぜか誰かに見られているようなイヤな気配を感じるのである。

　しかし、いつまでもそんなことを考えていても仕方がない。さっき一度見付かっているのだから、また少年が外からこの部屋を覗いているなんてことは考えられない。「きっと一日中運転をして疲れているんですわ。ですから着替えてくつろいだ気分になればきっと気持ちも晴れるはずですわ」と思ってスケアリーはカバンの中から服を取りだした。

　それでも、やはり何かが気になるスケアリーは部屋を見渡して誰からも見られないような一番隅に移動して着替え始めた。一度上着のボタンに手をかけたスケアリーだったが、まだ何かが気になるようだった。そして、一度部屋の入り口に方へ行って部屋の灯りを消してからまた部屋の隅に戻ってきた。

　これなら誰が覗いていたって平気ですわ！と思って着替え始めたスケアリーの目には、窓の外から幽かに入ってくる月明かりに照らされた木々の影がゆらめいて床に映っているいるのが見えた。それを見ながらスケアリーは「都会の夜というのは明るすぎるんですわね」と少し詩的な気分に浸っていたのだが、その木々の影の中を何か別のものの影が通り過ぎた時にはそんな気分は一瞬にして消えてしまった。明らかに人間がスケアリーの部屋の外を通り過ぎて行ったのである。スケアリーは脱ぎかけた服を慌てて着るとすぐに窓のところへ行って勢いよくそれを開けた。

「ちょいと！まだ懲りないんですの？いくらあたくしが美しいからって、あなたには勝手に覗いたりする権利はないんですのよ！」

スケアリーが窓の外に向かって怒鳴るとそこには腰を抜かしそうになって驚いているモオルダアがいて、丸く見開いた目をスケアリーの方へ向けていた。

「ちょっと…。いきなり脅かすのはやめてくれよ」

モオルダアが絞り出すような声で言った。明かりの消えた部屋からいきなり怒鳴られたのだからモオルダアが驚くのも無理はない。しかし、モオルダアはそこで何をしていたのだろうか？

「モオルダア。まさかあなたはこの部屋を覗こうとか思ってなかったでしょうね？」

「まさか。そんなことをした時のキミの恐ろしさはボクが一番良く知っているからね」

「恐ろしさ、ってどういうことですの？」

そう言ってスケアリーはモオルダアを睨みつけたが、モオルダアは「それがそうなんだよ」と心の中で思っていた。

「それよりも、スケアリー。何か凄くヘンなことが起きている気がするんだけどね。ボクはどうしたら良いんだろうか？」

そう言いながら、モオルダアはスケアリーの部屋の窓のところまでやってきて窓についている鉄格子を両手で掴んだ。

「ヘン、ってどこがヘンなんですの？あなたはいつもヘンなことを言っているのだから、よっぽどヘンなことなんですの？」

「そんな冗談は抜きにしてね。これなんだよ」

モオルダアは掴んでいた鉄格子を前後に軽く揺さぶってみた。もちろん防犯のための鉄格子なのだからそんなことではずれたりはしない。

「それのどこがヘンだって言うんですの？やっぱりあなたはいつでもヘンなことを言うんですわね」

「そうじゃなくてね。ボクはさっき少年を追いかける時に窓から外に出たんだよ。それで、部屋の鍵はかけっぱなしだし、鍵は部屋の中だし、また窓から入ろうとしてここにやってきたんだけど。そうしたらボクの部屋の窓に鉄格子がついていて入れないんだよ」

スケアリーはモオルダアの言っていることを理解するのに少し時間がかかってしまった。そして理解しても納得することは出来ないということが解るまでにさらに時間がかかってしまった。

「あなた、自分の部屋を間違えているんじゃなくて？」

「ボクもはじめはそう思って、この辺りを何度も行ったり来たりしていたんだけどね。でも今ここにキミがいるということはやっぱりボクの部屋は隣のあの部屋なんだよね」

スケアリーはモオルダアが見ている「あの部屋」の方を見ようと窓から顔を出して窓と鉄格子の間から覗いてみた。隣の部屋の窓にはこの部屋と同じように鉄格子がついている。

「モオルダア。もう一度よく考えてくださらないかしら？あなたは本当に窓から外に出たんですの？あなたの言うことが本当なら、あたくし達が外にいる少しの間に、鉄格子が付けられたということになってしまいますわよ」

「そうなんだよ。だからすごくヘンなんだよ。でもキミもここはどこかヘンだって言ってたよね？」

「あたくしの言っていたのはそういう意味ではございませんわ！」

確かにそうかも知れなかったのだが、二人ともこの「旅の宿」にいることに対して何とも言えない不安な気持ちになってきていた。スケアリーはこの状況を科学的に、そして理論的に説明しようと思っていたのだが、どこにもとっかかりがないような気がしていた。そういう時にはきっとモオルダアの適当なオカルト的な思考が役に立つのだ。それを科学的に否定することによって、現在のこの状況を把握するための何かの糸口が見付かるに違いないのだ。

「それで、あなたはどう思うんですの？その鉄格子の話はどう考えても現実的ではありませんわね。あなたはどうやってこれを説明するんですの？」

この後、モオルダアの突飛な考えが聞けると思っていたのだが、予想に反してモオルダアは頭を抱えたままだった。

「さあね。この状況はボクにも理解できないよ。はじめから計画されていたことなら出来なくもないけどね。でも、今日ボクらがここに来るということがいったい誰に解るんだろう？それはボクらにだって解ってなかった事なんだよ。それに、こんなふうにボクを閉め出したところで、いったい何が…」

モオルダアがそこまでいうと、彼は突然「アッ！」といって「旅の宿」の玄関の方へと走っていってしまった。

「ちょいとモオルダア！」

スケアリーはまた窓と鉄格子の間から覗き込んでモオルダアを呼び止めたが、モオルダアの姿はすぐに見えなくなってしまった。

		
			7  玄関のあたり
		

		　スケアリーのいる部屋の外でモオルダアが「旅の宿」の入り口の方にいる少年の影を見付けた時にまだ少年はモオルダアには気付いていなかった。全力で走っていたモオルダアだったが、少年がまだ彼に気付いていないということが解ると、少し走る速度をゆるめて気配を消して少年が逃げ出す前になるべく彼に近づけるようにした。

　少年は入り口から中の様子をうかがっているようだった。モオルダアとスケアリーが待ち伏せていないかを確認しているのだろうか。少年は中に誰もいないことを確認するとそっと扉を開けて中に入ろうとしたのだが、その時に背後からやってきたモオルダアに腕を掴まれてギャッ！という悲鳴をあげた。少年がそんな風に悲鳴をあげると思っていなかったモオルダアは少し慌てていたが、なんとか掴んだ腕を放さずにいた。

「一体、どういうことなのか説明してくれないかな」

少年がモオルダアの想像以上に怯えている様子なので、モオルダアはあまり少年を怖がらせないように優しく少年に聞いた。ただし、モオルダアが故意に優しそうな感じになろうとすると、余計に不自然で逆に少年の恐怖心を煽ることにもなっていた。

「イヤだ！放せ！放せ！」

少年はほとんど泣きそうになりながら、モオルダアの手を振りほどこうとしてもがいていた。少年が見た目よりも遥かに非力なので、モオルダアはそのまま少年の腕を掴んでいられたのだが、あまりにも怖がっている様子なので、この少年は何かを勘違いしているのではないかとも思っていた。

　モオルダアはもがいている少年を抑えるようにしてもう片方の手を少年の肩に置いた。

「キミ、ちょっと落ち着いてよ。キミが反省してるんだったら、さっきのことは誰にも言わないし、もちろんキミを捕まえようとか、そういうことは始めから思ってないからね」

こう言ったら、少しは少年が落ち着くと思っていたが、依然として少年は怯えた感じでモオルダアの手を振りほどこうと必死になっている。

「ウソつけ！お前もあの女の仲間なんだ！ここに来るのはみんなヤツらの手先なんだ」

少年が何を言っているのかまったく理解できなかったが、こんなふうにパニック状態ではまともな話は出来そうになかった。

「おい！オちつけよ！」

モオルダアが少年を正気に戻そうと大きな声を出したのだが、急に大きな声を出したのでヘンな感じで声が裏返った。しかし、それが良かったのか、少年は少し落ち着いてモオルダアから逃げようともがくのをやめた。おそらく「ヤツらの手先」はモオルダアのように声を裏返らせたりしないのだろう。

「ボクらはエフ・ビー・エルの捜査官だよ。東京からやってきて道に迷ってここに来ただけなんだよ」

少年から手を放してモオルダアがそう言ったものの、もしも「ヤツら」というのがエフ・ビー・エルのことだったら、自分たちは「ヤツらの手先」に違いないな、とヘンなことも考えていた。

　しかし、少年の言っていた「ヤツら」はエフ・ビー・エルのことではなかったようで、少年はおとなしく話し始めた。

「それじゃあ、あなたは何も知らないであの人と一緒にここに来たんですね」

「あの人って、スケアリーのこと？」

「名前はどうでも良いんです。どうせ、それは偽の名前ですから。あの女の人はエンソケイ星人なんです。ボクはさっきこの目で確かめたんだから、ウソじゃないですよ」

少年は大まじめで言っているのだが、モオルダアはこの話をちゃんと聞くべきかどうか迷ってしまった。

「そんなことを言って、キミが彼女の部屋を覗いていたことを誤魔化そうとしてるんじゃないだろうね？」

「あなたは、まだあの人の本当の姿を見ていないからそんなことを言えるんです。アレは毎回違う姿でここにやって来るんです。それで、この辺りの人間達を一人ずつ…」

少年がそこまで言った時に「旅の宿」の廊下からスケアリーがフロントにやって来たのをみて、少年はまたギャッ！という悲鳴をあげると一目散に旅館の前にある私道を山の方へと一目散に逃げていった。

「おい、ちょっと！」

モオルダアが少年を呼び止めたが、それは無駄であることは最初から解っていた。少年はアッという間に山の中の暗闇に走り去っていってしまった。



「さっきの人はあの少年じゃございませんこと？どうして逃がしてしまったんですの？」

スケアリーがモオルダアのところまでやってきて聞いた。

「どうやらあの少年はキミのことをよっぽど恐れているみたいだよ。エンソケイ星人さん」

「なんなんですの、それ？」

スケアリーはモオルダアがニヤニヤしそうになるのを必死でこらえているのを不思議そうに見つめていた。



　モオルダアは先程の少年の話していたことをスケアリーに聞かせた。スケアリーはこんな場所にもモオルダアのようにヘンな妄想に取り憑かれている人がいるんですのね、と少しあきれていた。

「それで、あたくしがそのヘンな異星人だとして、どうしてあの少年がそんなに怯えたりするんですの？」

「さあね。それを聞く前にキミが来てしまったからね。ボクの考えではエンソケイ星人がこの辺りの人間達をさらっていくということだと思うけどね。エイリアンの何が恐ろしいかっていったら、やっぱり彼らが人間を誘拐するっていうことが一番恐ろしいからね」

「そんな話は今は聞きたくありませんわ！それよりも、あなたがさっき言っていた窓格子のこととか、その辺はどうなるんですの？」

そう言われてみるとそうだった。モオルダアは少年を見付けたことで、それまで自分が疑問に思っていたことを忘れかけていたようだ。

「それについてはまだ何も解ってないけどね。とにかくここがすごくヘンだということは解ってきたよね。それに、あの少年がおかしなことを言うからまたさらにヘンになってきたけどね」

「エイリアンの話とかはやめて欲しいものですわ」

スケアリーも怪しいエイリアンの話などは聞く気がなかったのだが、内心ではそこが妙に気になっていたことも確かだった。少年の他に誰もいないこの「旅の宿」や、先程フロントロビーの窓からみたほとんど人気のない集落の異様な雰囲気を思い返してみると、もしかするとこの辺りで何かが起きているのではないかと思わせるようなイヤな雰囲気が感じられたのである。

「それで、あなたはどうしてヘンなのか理由が解っているのかしら？」

「さあね、どうしてこうなるのか解っていたらヘンではないからね」

スケアリーはまたモオルダアから根拠のない理論を聞き出そうと思ったのだが、今回も期待はずれだった。

「とにかくこのままじゃ埒があかないからね」

そういうとモオルダアは先程少年が逃げていった方へと歩き始めた。

「ちょいと、モオルダア。どこに行くんですの？」

「少年を探しにね」

「あなたは少年がどこに行ったのか解っているの？」

「解ると思えば解る。そんな気がしない？多分、エンソケイ星人にだって会えるかもよ。そう信じていれば」

「何を言っているのか解りませんわ！」

スケアリーは歩いていくモオルダアの背中に向かっていったのだが、この旅館にいても何も解らないし、それよりもここに一人でいるのはどうにも気味が悪いのでモオルダアの後を追いかけることにした。

		
			8  山の中
		

		　先程、少年が逃げていった先は山の中に続いていた。モオルダアとスケアリーがこの「旅の宿」にやって来る時に通った私道よりももっと細く、ほとんど道とは言えない獣道のような状態だった。この土地に住んでいるものなら普通に歩けるのだろうが、木々の間から差し込むわずかな月明かりを頼りに進むモオルダアは途中で何度も木の根っこや絡み合う下草につまずいて転びそうになりながら道を進んでいった。

　この先に何があるのだろうか？とモオルダアは考えていた。この方向へずっと進んでいけばここへ来る時に車で走っていた道にぶつかるはずだから、この先にあるのは道に違いない。少年はその道まで行って、そこからさらに遠くまで逃げたのかも知れないが、そうでなければ彼はこの細い道の途中の何処かに隠れているはずである。

　歩いているうちにモオルダアの目は次第に暗闇に慣れてきた。月明かりの届く場所はより明るく、影になっている部分はより暗くなり、目の前には薄暗いまだら模様の景色が広がっていた。モオルダアはその中のより暗い場所を探しながら進んでいった。しかし、モオルダアには少年が隠れられそうな大きな影は見付けられなかった。あたりには「真っ暗」と「薄暗い」が少しずつまんべんなく広がっている。

「おおい、少年よ！エンソケイ星人はボクが倒したから出てきてもダイジョブだぞ！」

モオルダアは探すのが面倒になって来たので、少し大きな声を出して言ってみたのだが、もちろん返事はなかった。モオルダアはバカなことを言ったと思って少し後悔していたのだが、その後の静けさがさらにモオルダアをヘンな気持ちにさせた。ここでは音がほとんど聞こえてこない。風のないこの場所では木々が風に揺られて葉をざわつかせることもないようだった。それよりも、モオルダアはさっきから自分の足音さえ聞いていないような気もしていた。「まさか、そんなことはないよな？」と思ったモオルダアは、その場で大げさな感じで足踏みしてみるとトツトツという足音がちゃんと聞こえてきた。トツトツというのはヘンな足音ではあるが、ゴムの靴底で土を踏んでみたところで足音らしい足音がするとは思えない。

　とりあえず、自分の足音が聞こえるということが解って安心したモオルダアは、もう少し先まで進んでみることにした。

　少し先まで進むとモオルダアは前方に大きな黒い影があることに気付いた。それは明らかに木々の作り出す影とは違っていて、時空の間に生じた大きな空洞の不気味な暗黒といった感じでぽっかりと開いた口をモオルダアの方へと向けているように思えた。

　モオルダアはしばらくの間その暗がりを凝視していたが、次第にそれが何なのか解ってきた。そこは高さが３メートルほどの崖になっていて、その下に洞穴が口を開けていたのだった。モオルダアは一度その洞穴から目を離して、道の先を見てみた。ここまで歩いて来た距離を考えると、もうすぐこの荒れ果てた道は終わって舗装された道とぶつかるはずである。少年が隠れるのならその洞穴ぐらいしかなさそうだ。

　モオルダアはちょっと恐い気もしたのだがポケットから小さな懐中電灯を取り出して洞穴へと向かった。



　モオルダアが洞穴の前まで来て懐中電灯で中を照らすと、その洞穴がそれほど奥まで続いているのではないことが解った。大きな岩が重なり合って出来た空洞なのか、或いは人の手によって掘られたのかは良く解らなかったが数メートル進んだところで行き止まりになっているようだった。

　モオルダアはここに少年が隠れていることはまずないだろう、とは思ったのだが確かめてみるまでは何があるのか解らないので、懐中電灯を点けたまま中に入っていった。

「おおい、少年よ！いるならでてくるんだ。エンソケイ星人が来てもエフ・ビー・エルがいるから安心だぞ！」

そう言いながら歩いていると、もうすでに洞穴の一番奥まで来てしまった。モオルダアは少し拍子抜けした感じで掲げていた懐中電灯を下に向けたのだが、その時にモオルダアの目に予想もしなかった光景が飛び込んできた。

　予想外のものに出くわした時、そしてそれが身の毛もよだつほど恐ろしいものであった時に、人は悲鳴をあげるのではなくて、一時息が止まってしまう。モオルダアならなおさらのことである。モオルダアは自分の足下にあるものを見てしばらくの間、半分開いた口を閉じるのか開くのか解らないでアワアワさせながら驚いていた。

「…って、…って、…って、…」

やっとのことで声を出せたモオルダアだったが、その言葉の意味が解らないし、それを聞く者もここには誰もいない。とにかくモオルダアは目にした物の名前を言っているだけだった。

　モオルダアが自分の足下に見付けたのは人間の手だったのである。それも一つだけではない。何十、何百もの手がモオルダアの足下に小山のように積み重なっていたのだ。正確に言うと手ではなくてヒジから先の腕という感じだったのだが、それはどうでも良いことかも知れない。とにかく、その大量の手が何かを掴もうとしているように指を途中まで折り曲げた状態でどっさりと積み上げられていたのである。

「…って、…って、…」

モオルダアはまだ手を見つめながら窒息しそうな感じで声を絞り出していたのだが、そうしているうちに大量の手の中の一つがピクリと動いたように思えた。そんなはずはないのだがモオルダアはそう感じると張りつめていた何かが急に切れた感じでキャ！とヘンな悲鳴をあげて洞穴の外へと逃げだした。

「スケアリー！大変だよ。これは大変だよ！」

そう言いながらモオルダアは小走りに洞穴の前から去っていったのだが、彼は自分がどこへ向かっているのかさえまだ良く解っていなかった。



　モオルダアはハアハアいいながらデコボコの山道を走って行った。コケが生えている岩や、半分腐ったような落ち葉がたまっている場所を踏みつけて何度も滑って転びそうになっていたのだが、モオルダアには目の前の道を進んでいくことしか頭になかった。何かが追いかけてくるわけでもないのに逃げるように走っているモオルダアは、おそらく先程の光景を見ないで済む場所まで走って行きたかったに違いない。そんな必要があるのかどうかは解らないが恐怖に取り憑かれると時々人間の行動は理解不能になるようだ。

　そんなに長い距離を走ったワケではなかったが、滑って転びそうになりながら走っていたモオルダアにはけっこうな距離に思われた。しかし突然目の前に舗装された道路が現れてモオルダアはきょとんとして立ち止まった。先程の洞穴があった場所からこの舗装された道路は30メートル程しか離れていないようだった。それよりも、モオルダアは「旅の宿」の方へ向かって走っていたつもりが反対に進んでいた事に気付いて、何だか虚しい気分になった。それから自分が大量の手を見てパニックになっていたところを誰にも見られていなければいいのだが、とも思っていた。

　とにかく、そんな感じでモオルダアは落ち着きを取り戻したので来た道を戻って行くことにした。洞穴の中に大量の手があることは問題だし、それはスケアリーに伝えるべきであり、また警察などにも連絡しなければいけないことに違いないのだから。



　モオルダアはデコボコの道を「旅の宿」の方へと歩いていた。落ち着いて歩いていると、パニック状態で走るよりも速く先程のほこらのところまでくることができた。人がパニックになるのは「火事場の馬鹿力」とかそういった人間の潜在能力を引き出すためのものだと思っていたモオルダアだったが、さっきの状態を考えるとそうでもなさそうだ。だとしたら、どうして人間がそんな状態に陥ってしまうのかまったく理解できない！とモオルダアはヘンなことを考えていた。モオルダアには恐怖にうち勝つとか、恐怖心を克服するという考えがないのだから仕方がないのかも知れない。

　洞穴のところまでくると、洞穴の入り口のところに誰かがいることに気がついた。普段なら暗闇に人の姿を見付けたらギョッとしてしまうモオルダアだったが、ヘンなことを考えていたのでそれほど驚かなかった。

　そこにいるのはおそらくスケアリーである。少し離れているうえに、夜の森の中であるのだから確信はなかったが、モオルダアはそれがスケアリーに違いないと思っていた。ただし、いつものスケアリーとは少し違うようにも感じられた。洞穴の前にいるその人物は一点を見つめたまま呆然と立ちつくしているのである。それでいて、手に持った懐中電灯はずっとその足下を照らしたままである。モオルダアはその様子を見ておかしいと思ったのだが、すぐにどうしてそうなっているのかを理解した。おそらくスケアリーは洞穴の中に入ってモオルダア同様に大量の手を見たに違いないのだ。

「スケアリー！」

モオルダアが近づいて声をかけると、そこにいたのはやはりスケアリーだった。スケアリーはハッとして声のする方へと顔を向けた。モオルダアに呼びかけられたことでやっと現実世界に戻ってこられたような感じで、スケアリーの虚ろに開いたままの瞳にはいつもの輝きと威圧感が戻ってきていた。

「スケアリー、大変な事になったよ！」

「モオルダア、あなたどこにいらしてたの？早く警察に連絡しないとこれは大事件ですわよ。大事件というよりは大虐殺ですわね！」

「大虐殺!?…それはちょっと大げさじゃないか？」

「何を言っているんですの？あなたはまだあれを見ていないんですの？」

「見たけどね。手を切られただけで人は死ぬかどうかは解らないけど。とにかく大事件ではあるんだから、早く連絡しないと」

そう言ってモオルダアはポケットから携帯電話を取り出したが、この場所に電波が届いていないらしく、その携帯電話には意味がなかった。スケアリーはそのモオルダアの様子を不思議そうに見ていたが、すぐに確認すべき事柄を思い出してモオルダアに言った。

「手を切られるって何なんですの？」

それを聞いて、今度はモオルダアが不思議そうにスケアリーの方へ向き直った。

「手があったから大事件なんでしょ？」

そう言って、モオルダアは洞穴の中に視線を向けた。そうするとまた先程の大量の手を思い出してイヤな鳥肌が立った。そして、そんなことを考えていると自分の手がなくなっているような感覚になって思わず両手を目の前に掲げて自分の手があることを確認していた。何もしないで手が切り取られるはずはないのだが、このおかしな場所にいると、そんなことが起こっても不思議ではないような気がしてしまったようだ。

「何をやっているんですの？」

「いや、何というか手がしびれたような感じがしてね」

そう言いながらモオルダアは目の間に掲げた両手を不自然な感じに振っていた。

「あなた、頭は確かなんですの？アレが手に見えたんですの？」

「アレが手じゃなかったら何なんだ？」

もしかしてモオルダアはふざけているのではないかと思い、スケアリーは多少イライラしてきたのだが、そうではなくてモオルダアは恐怖で自分の見た物を実際とは違うものに頭の中で置き換えているのかも知れない、とも思った。

「あなたには、あの首なし死体の山が手に見えたって言うんですの？」

「首なし死体!?…の、山!?」

モオルダアは、さっきのあの場所に首のない死体が山のように積み重なっているところを想像して、先程よりもさらに鳥肌を立てて身震いしていたのだが、いくら何でも首なし死体と手を見間違えるはずはないのだ。それよりも前に、モオルダアが首なし死体の山などを見たら、その場で気絶していたかも知れないのに。

　モオルダアはしばらくの間状況を把握できないまま考えていたが最後に、彼の見ていた大量の手のうちの一つが幽かに動いたように見えた、ということを思い出した。そして、そこから考えを進めていって「まさか」とは思ったのだが、モオルダアは自分の考えたことをスケアリーに話してみた。

「ボクがここへ来た時には確かに大量の手が山積みになっていたんだよ。それで、それよりも後に来たキミが見たものが首なし死体だったということは、おそらくその手が成長して人間の姿に近づいているということかも知れないよね。すると、今頃は首も生えてきて、完全な人間になって。もしかすると、それらが動き出してなんかやばいことに、とかそんなことになったら…」

モオルダアはここまで話したが、自分の話のどこにも根拠がないことに気付いて先を続けられなくなった。スケアリーはそんな話を聞いても冷静であった。

「何を言っているんですの？」

そういうスケアリーの表情にはどこかモオルダアを心配するような感じもあった。彼女は恐怖のためにモオルダアが常軌を逸しているのかも知れない、とでも思っているようだ。

「どうでもいいですけれど、中に入って確認すれば良いことじゃございませんこと？」

スケアリーはそう言って洞穴の中に入って行った。モオルダアはなるべくなら着いていきたくなかったのだが、なんとなく先程からスケアリーが自分のことをバカにしているような感じに思えてきたので、ここは彼女の後についていくことにした。

		
			9  洞穴の中
		

		　モオルダアが洞穴の中に入るとスケアリーの持っている懐中電灯が慌ただしくあちこちを照らしているのが見えた。それほど広くないこの洞穴の中に大量の首なし死体があるのなら簡単に見付けられそうなのだが、スケアリーの持った懐中電灯は何もない地面を照らしては別の場所へと動いていった。

　モオルダアはスケアリーが懐中電灯をせわしなく動かしているのを眺めながら、彼女が首なし死体を探しているのとは反対側へ行って持っていた懐中電灯のスイッチを入れた。明かりが点くと、そこには大量の手が山積みになっているはずだったので、モオルダアは多少嫌な感じがしたのだが、灯りの先に見えた光景にモオルダアもスケアリー同様に懐中電灯の灯りを色々なところに向けなければいけなくなった。

　大量の手があるはずの場所には何もなくて、懐中電灯に照らされた楕円の光の中には洞穴の地面しかなかったのだ。

「ちょいと、モオルダア！これはどういうことなんですの？」

モオルダアの背後でスケアリーの声がしたのだが、モオルダアも「これはどういうことだ？」と思っていたので、振り返らずに懐中電灯を振り回してあたりを照らしていた。するとその光の中にモオルダアの予期しなかったものが映し出されたのだ。

「アゥ！」

驚きと恐怖の中に新しい発見！という感じのモオルダアのヘンな悲鳴を聞いたスケアリーは、そこに何かがあるに違いないと思ってモオルダアの方へと歩み寄った。

「こっ、これは…。スケアリー！これはカッパのミイラじゃないか？」

そう言われたスケアリーはモオルダアを睨みつけたのだが、懐中電灯の灯りが届かない場所はほとんど見えない状態なのでそれはあまり効果がなかった。

　スケアリーはモオルダアが懐中電灯で照らしている場所に自分の持っている懐中電灯の灯りを向けてみた。そこには確かにカッパのミイラと言ってもおかしくないような、人間よりも少し小さな人間型の動物の干からびた死体が数体横たわっていた。ただしそれを一目見ただけで「カッパのミイラ」と判断するほどスケアリーはモオルダアっぽくはなかった。

「どうしてあなたはいつもカッパとか言うんですの？」

「でも、これはどう考えてもカッパじゃないか？それに、これはボクがあの冷凍車のなかで見たものとそっくりなんだよ！」

あの冷凍車、というのはおそらくシーズン２の最終回に出てきたあの冷凍車であろう。（気になる人は読んでも良いし、読まなくても良いですが。）興奮気味に喋っているモオルダアの声は少し震えているようだった。スケアリーはモオルダアのそういう状態に巻き込まれないように冷静さを保つことは忘れなかった。しかし、彼女が見ている死体は本当にカッパのような姿をしていたのだ。しかし、本物のカッパとは今のところ作り話の中にしか存在しないので、いったい誰がそれを本物と言えるのだろうか？

「モオルダア。この辺りには野生のサルだって沢山いるはずですわ。きっと、これはこの洞穴で息絶えたニホンザルですわ。あなたは自分の妄想に影響されて物事を冷静に判断できなくなっているんですのよ！」

スケアリーの語気が強まってきているのを感じてモオルダアは冷静にならざるを得なかった。しかし、目の前にある死体はどう見てもニホンザルには見えない。ニホンザル以外にこのような姿形をした動物がこの辺りにいるかと言われたら、それは人間か、もしいるのならカッパしかあり得ないのだが。

「それはそうだけどね。でも、これが人間でもカッパでもないとして、キミの見た首なし死体はどこにあるんだ？」

スケアリーもそれが知りたい、という感じだったので何も答えられなかった。

「それにボクがさっき見た手もなくなっているんだよ」

「それはどういうことですの？」

そんなことを言われてもモオルダアには説明ができない。二人はただ頭を抱えながら目の前に新たに現れたミイラ化した遺体を眺めるしかなかった。



　洞穴から出てきてもしばらくは何も言えないままモオルダアとスケアリーは木々の間の暗がりをボンヤリ眺めながら自分たちが見たものは何だったのか？と言うことを考えていた。

「それで、どうするんですの？」

長い沈黙の後、これ以上考えても何も解らないという結論に達したスケアリーが先に口を開いた。

「さあねえ。さっきまではとにかく警察に連絡すべきだと思っていたんだけど、さっきのアレを見て警察に連絡すべきかどうかは迷ってしまうよねえ。それに、もしも…」

モオルダアはここで一度スケアリーの顔色をうかがった。モオルダアはヘンなことを言い出す前にはなるべくスケアリーが不機嫌になっていないかを確かめた方が良いと言うことを解ってきたらしい。

「もしも、あのミイラがカッパだとするとね。またいつものように銃を持った特殊部隊が現れて…という展開になりかねないよね」

スケアリーはそれを聞いて何か言い返したいような感じだったが、これはここで口論しても意味がないと思ったので何も言わなかった。

「あたくし、納得がいきませんからもう一度調べてきますわ！確かにこの中には首なし死体があったんですから！」

モオルダアはこのスケアリーの行動によってまたおかしなことが起こるような気がしていたのだが、勢いよく洞穴へと入って行くスケアリーを止めるにはもう遅すぎたようだった。今度は何がこの中に転がっているのだろうか？そんなことを考えながら洞穴のなかを眺めていたモオルダアだったが、突然後ろから声をかけられると、驚いて飛び上がりながら振り返った。

「ここには入っちゃダメだよ！」

そうモオルダアに声をかけたのは「旅の宿」の少年だった。少年は先程のように怯えた感じではなかったが、洞穴のなかを覗き込むその瞳はどこか不安げに潤んでいた。

「ど、どうして、ここには入っちゃいけないんだ？」

モオルダアは驚いて動悸が収まらない感じだったが何とか少年に聞いた。少年は一度モオルダアを見たが何も言わずにまた洞穴の方を見つめ始めた。

「なあキミ。何か知ってるなら教えてくれよ。ボクはこの中で大量の手を見付けて、スケアリーはこのなかで首なし死体を見たんだ。だけどさっき入ったらヘンな動物のミイラがあったんだよ。何でも良いから知ってることがあったら教えてくれないか？エンソケイ星人のことだってボクはちゃんと話を聞くよ」

モオルダアがエンソケイ星人というと少年はにわかに反応してモオルダアと目を合わせた。その目を見て少年が何かを言おうと心の準備をしているに違いないと思ったのだが、その時に洞穴の中からスケアリーの声が聞こえてきた。

「モオルダア！モオルダアー！ありましたわよ！早く入って来なさいな！」

少年はスケアリーの声を聞くと首を横に振ってモオルダアに行ってはダメだ！と訴えかけていたのだが、モオルダアは洞穴の中に何があったのかが気になっていた。

　少年の無言の制止は気にせずにモオルダアは洞穴の中へ向かって行った。それを見ていた少年は一瞬戸惑った後にモオルダアに続いて洞穴へと向かった。

「スケアリー。何があったんだ？またヘンなものがあったとかいうことだと、これはかなり…」

いきなり洞穴の奥に進んで首なし死体を見るのは嫌だったのでモオルダアは洞穴の入り口に近いところでスケアリーに声をかけたのだが、その時彼らの持っていた懐中電灯の灯りが消えてあたりは真っ暗になった。それはちょうど少年がこの洞穴に入ったのと同じ時だった。

「ちょいと！何なんですの！早く灯りを点けないさいな！」

「そんなこと言っても、ボクは何もしてないけど」

懐中電灯を持っている二人のこの会話にはほとんど意味が無かったが突然あたりが真っ暗になったので多少のパニックに陥っているようだった。

「早くここから出てください」

洞穴の入り口のところから少年の声が聞こえてきた。外の月明かりのために少年のシルエットが洞穴の入り口の円の中に幽かに浮かんでいた。

「早くしないと！」

少年の声はほとんど泣きそうな感じになっていた。それを聞いたモオルダアとスケアリーは「これはただごとではない（ですわ）」と思って少年が言うとおりに洞穴の外へ出た。

		
			10  フロント
		

		　何だかワケが解らない感じだったが、モオルダアとスケアリーと少年の三人はいつの間にか「旅の宿」のフロントまで戻ってきていた。ここにくれば灯りもあるし、三人とも先程よりは余程落ち着いていた。しかし、モオルダアとスケアリーがこの「旅の宿」へやって来た時からずっと感じているどこか不自然な感じは相変わらずだった。ここにいる少年にしてもそうである。先程はスケアリーの姿を見るやいなやもの凄い勢いで逃げていったのだが、今ではスケアリーがいても平気なようだった。

「あなた、もうあたくしを見ても逃げたりしないんですの？」

少年のクセなのか知らないが、少年は何かを聞かれてもすぐには返事をしない。言葉を何度か飲み込んだような感じで息を詰まらせた後にやっと少年が答えた。

「あなたは、さっきボクが見た人とは違う人です。あの部屋にいたのはあなたとは全然違う人でした。…人ではないですけど」

少年がまたヘンなことをいいだしたので、モオルダアは興味深そうに少年の方へ振り返った。少年はモオルダアの方をチラッと見たのだが、そのまま目をそらして何も言わなかった。

「キミは何かに怯えてるんだろ？それはきっとエンソケイ星人なんかじゃないよね。それはキミが妄想の中ででっち上げた架空の存在に違いないんだ。そうじゃないか？ボクらはここに来てからキミ以外の人間を見ていないけど、それとキミの怯えている何かは関係してるんじゃないかな？」

少年はモオルダアに聞かれると彼の目をじっと見つめたまま、また妙な間隔を開けて話し始めた。

「それは違うよ。怯えているのはボクだけじゃないんだ。あなたも、あなたも。みんな怯えているんです」

少年はそう言いながらモオルダアとスケアリーの方に順に目を向けていった。

「ボク達はずっとここにいないといけない。恐怖の季節が終わるまで…」

少年の言葉はどんどん暗く沈んでいった。モオルダアは少年が何を言っているのか理解できずにスケアリーの方を見たが、スケアリーならなおさら理解できないような話なので、半分口を開けたまま軽く首を傾げただけだった。そして、それと同時にもっと重要なことがあるのに気付いて、気の抜けた表情に緊張感を取り戻した。

「そんなことはどうでも良いですわ！あたくしは先程の洞穴で首なし死体を見付けたんですのよ。やっぱりあそこには遺体があったのよ。一刻も早く警察に連絡しなくてはいけませんわ！」

スケアリーはそう言って携帯電話を取り出したが、このフロントに来ても携帯電話は圏外のままだった。

「どうして圏外なんですの？部屋ではちゃんと使えてたんですのよ！」

スケアリーは独り言のように言いながらフロントのカウンターの中に入るとそこにあった電話の受話器を取って番号の書いてあるボタンを押したのだが、すぐにいらついた感じで受話器を置くところにある「あのボタン」を何度も押しはじめた。

「どういうことですの?!」

「外に電話はかけられないよ」

スケアリーを見ていた少年が言った。スケアリーはまだボタンを押し続けていたが、何度試しても電話が通じる気配がないので受話器を置いた。

「どうでもいいですわ！」

そう言って、スケアリーは出入り口の方へとスタスタと歩いて行った。

「下の集落まで行ったら電話が借りられますわ！この時間ならまだ…」

そう言いながらスケアリーはフロントの壁にかけてあった時計を見たのだが、その時計は四時を指していた。「まさか、そんなはずはありませんわ！」と思って、スケアリーはここへ来た時間とそれから経った時間を考えてみた。今は夕方でもないし、明け方でもないはずである。しかし、その四時という時間がこの場所にいると妙に現実的な気がするのだ。「そんなはずはありませんわ！」ともう一度頭の中でつぶやくと、今度は自分のしている腕時計を見た。その腕時計には午後10時と表示されていた。

「時計はちゃんと合わせないといけませんわよ！」

スケアリーはホッとした表情で少年に言うとフロントから出ていった。先程からほとんど一人で喋っているスケアリーをボンヤリと眺めていたモオルダアは「ちょっと！」と言いながらスケアリーの後を追おうとしたのだが、少年がモオルダアの服の裾を掴んで引き留めた。

　モオルダアが振り返ると少年は懇願するような目でモオルダアを見ていた。

「あの人をあそこに行かせてはダメだよ。あの人があそこに行くとヤツらがやって来るんだ。だから何とかしてあの人を引き留めているんだけど、このままじゃ上手くいくかどうか解らないから一緒に念じて…、そうしたらボクらは助かるかも知れない」

モオルダアは少年が言っていることをほとんど理解できなかったが、どうやら少年があの集落を恐れているということが解ってきた。

「あそこには一体何があるんだ？まさかエンソケイ星人が棲んでいて、それが目覚めるとここに人間を誘拐しに来るとか、そんなことを言ってるんじゃないよな？」

少年はモオルダアの質問に答える気がないようだった。

「ボクと一緒に念じてください。あの人があそこに辿り着けないように」

「そんなことよりも、自分の足で追いかけた方が早いと思うけどね」

モオルダアはそう言ってフロントから出ていこうと思ったのだが、出口のところで「走って車を追いかけて追いつくはずがない」ということに気付いて、振り返って少年に聞いた。

「この旅館には車はないの？送迎用に使ったりする…」

モオルダアが途中まで言ったのだが、少年はいつの間にかフロントからいなくなっていった。恐くなってまたどこかへ逃げてしまったのだろうか？モオルダアは仕方なく走ってスケアリーを追いかけることにした。

		
			11  夜道
		

		　モオルダアは「旅の宿」の前の私道を抜けて舗装された道路を走っていた。下り坂でそれほどきつくはなかったのだが、旅館から見て想像していたより集落までは遠かった。せめて自転車でもあれば、と思いながらいくら足を動かしても進んでいるように感じられない夜の山道をウンザリしながら走っていた。こういう道は車でしか通らないから、自分の足で走ると進んでいないと思えるぐらいゆっくりになる。

　モオルダアは、もう面倒だから少年が言っていたように念じて何とかならないかと思い始めていた。せめてここに車が通りかかったら、格好良くエフ・ビー・エルの身分証を見せて乗せてもらえるのに。

　そんなことを考えていると、都合良く前から車のヘッドライトが近づいてくるのが解った。方向は逆だが、まあ何とかなるに違いないと思いモオルダアは道の中心に近いところでエフ・ビー・エルの身分証を掲げながら車を停止させようとした。

　車は相当飛ばしているようで、アッという間にモオルダアの方に近づいてきた。ヤバイ！と思ったのだが、こんなことになるとは思っていなかったモオルダアは上手く体が動かせずに身分証を掲げた体勢のまま固まってしまった。車の前に飛び出した猫は車に気付いて驚くと一瞬体の動きを止めてしまうから轢かれてしまう、というマメ知識も思い出していたが、そんなことを思い出しても意味がない。

　急ブレーキをかけて車体をガタガタと揺らしながら車はモオルダアの方へ近づいてくると、あと数センチというところで停止した。モオルダアはホッとしてそのまま倒れそうになっていたが、何とかこらえてこの車の運転手に捜査の協力を依頼することにした。

　モオルダアがフロントドアのところまで行くと車の窓が開いて、中から驚いているのか怒っているのか良く解らない表情のスケアリーが顔を出した。

「あれ？なんだキミか。もう帰ってきたの？」

「なんだじゃありませんわよ！一体あなたはこんなところで何をしているんですの？」

「なにって、キミを追いかけていたんだけどね。あの少年が下の集落に行ってはいけないって、なんか泣きそうだったから。でももう帰ってきたのなら止めることも出来ないか」

「何を言っているんですの？あたくしはこれからあの集落に行くんですのよ」

「それじゃあ、道が反対じゃないか？ボクはあの「旅の宿」からずっと下ってきたんだけど」

「あたくしだってずっと下ってきましたわよ。とにかくこんな所で時間を無駄にしている場合ではないですから、一緒に来るのなら早く乗ってくださるかしら？」

何だか意味が解らなかったが、モオルダアはもう走るのが面倒になっていたのでとりあえず車に乗ることにした。

「それで、どっちに進むんだ？この先をちょっと進むとまた『旅の宿』だぜ」

スケアリーは機嫌悪そうに黙って考えていた。おそらくモオルダアの「だぜ」が気に入らなかったのだろう。しかし、スケアリーは先程から車を飛ばして走り続けていたのだから、モオルダアの足で追いつけるようなことはない。ということは、どこかで道を間違えてまた元の道に戻ってきたということなのだろう。スケアリーは気に入らなかったがその場で何度か切り返して車をUターンさせると、逆の方向へ進んだ。

「ここはあなたの言うことを信じますけど、どこかに脇道がないか見ていてくださるかしら？」

「そういうことなら得意だぜ」

またスケアリーは「だぜ」に腹が立ったが何も言わずに車を走らせた。

　今度は道を間違えないようにあまり飛ばさずに曲がりくねった山道を進んでいった。カーブにさしかかるたびにヘッドライトに照らされる木々はどれも同じようで、何度も同じところを走っているような気分になっていった。モオルダアも道路の両端を見つめていたが、目に入ってくるのは側溝とそれに覆い被さるように生えている背の低い草ばかりだった。

「おかしいですわ。これだけ走ったらもう着いても良さそうなんですけれど」

同じところばかりを走っているような感覚に不安を覚えたスケアリーが耐えきれずにつぶやいた時、モオルダアが「アッ！」と驚きの声をあげると、スケアリーもそれにつられて思わずブレーキを踏んだ。

「ちょいと！何なんですの？いきなり大きな声をあげたら驚いてしまうじゃありませんか！」

「そんなことを言ってもね。これが驚かずにはいられますか」

モオルダアがそう言いながら指さしている方を見ると、そこには「旅の宿入り口」という看板が見えた。

「これはもうあきらめて朝まで待つしかないんじゃないか？もうそろそろ真夜中だぜ」

モオルダアの三度目の「だぜ」にスケアリーはガマンがならなくなったのか、どうしても集落に辿り着かなくては気が済まなくなってきたようだ。

「それはあなたのせいですのよ！あなたがちゃんと脇道を見付けないから道を間違えるに違いないですわ！」

スケアリーが車を急発進させたので、降りるつもりだったモオルダアは不自然な感じで体を揺さぶられて座席のヘッドレストに後頭部を埋めた。

「せめて地図を調べるぐらいはした方が…」

「そんなことは関係ありませんのよ！これはプライドの問題ですわ！」

それって、どんなプライドだろう？とモオルダアは思っていたが、目の色を変えて運転しているスケアリーを刺激するようなことはあまり言うべきではないと解っていた。さっきとは比べものにならない速さで山道を飛ばすスケアリーにモオルダアは恐怖さえ感じていたが、こんなに飛ばしていたらまた結果は同じになるに違いない。

「これじゃあまた脇道に気付かないよ。もうちょっとゆっくり…」

モオルダアは座席横の窓の上についている手すりを握りしめて目の前を過ぎていく山道を凝視していた。このスピードでは脇道を探すどころではない。スケアリーはモオルダアの言うことなどほとんど聞かずに曲がりくねった道を猛スピードで進んでいった。そして、いくつめかのカーブを曲がった後、彼らの乗った車の前に自転車が現れた。

「危ない！」

そんなことは誰にでも解る、という感じのことをモオルダアが言ったのだが、目の前を走っている自転車を見て言わずにはいられないその一言をモオルダアが言う前にスケアリーは両足でブレーキを渾身の力を込めて踏みつけていた。車は急激に速度を落としたが、それでも前方を走る自転車との距離は見る見るうちに縮まっていく。「これはヤバいよ」という言葉がモオルダアの脳内にあふれかえっていたのだが、その時ふと気付くことがあった。前の自転車に乗っているのは「旅の宿」の少年に違いないのだ。

「あれ？」と思ったモオルダアだったが、その時すでに車と自転車との距離はほとんどなく、車はそのまま自転車のうしろのタイヤに接触した。だいぶスピードが落ちてはいたのだが、車と自転車の重さの違いを考えれば、ちょっとした接触でも自転車にとっては大きな衝撃になる。

　バンパーに物がぶつかる嫌な音が車内に響くと少年は自転車ごと突き飛ばされていった。数メートル先に飛ばされた少年と自転車の手前でスケアリーの車はようやく停止した。



　スケアリーはハンドルを握ったまま一体何が起きたのか解らないといった感じで一瞬ダッシュボードのあたりを見つめたまま固まっていたのだが、すぐに状況を理解すると車から飛び出して少年の方へと走り寄っていった。

「大丈夫ですの？怪我はありませんこと？あなたは一体どうして自転車で道の真ん中を走っていたりしたんですの？」

自転車を跳ねて多少頭の中が混乱しているのか、スケアリーはうつ伏せに倒れている少年にいくつもの質問をしていた。近くには車とぶつかった時の衝撃でタイヤのホイールがグニャッとなった自転車が倒れていた。

　スケアリーが少年の背中に手をかけると少年はゆっくりと動き出した。少年に意識があることを確認したスケアリーは少し安心したが、振り向いた少年の顔を見ると彼女は心の中にどこか不安のような恐怖のようなものを感じずにはいられなかった。

「ここからは出られないんだよ。誰もここから出ることは出来ないよ…」

そう言う少年が「旅の宿」の少年であることにスケアリーは気付いたのだが、それがはたして本当にあの少年なのかスケアリーには解らなかったのだ。今、目の前でグッタリしている少年の顔と記憶の中の少年の顔が完全に一致しない不思議な感覚にスケアリーはどうにもならない恐怖を感じていたのだった。

「あなたは一体何を言っているんですの？ここではきっと救急車は呼べないでしょうから、あたくしの車で病院まで運びますわ」

「ここからは出られないよ。ボクらはずっとここにいるんだ」

スケアリーの目には少年が元の少年に見えなくなっていた。それはどこの誰でもない、ただの少年。いや、少年でもなくただのヒトのように見えていた。ただのヒトと言っても人それぞれであったが、スケアリーにとって「ただのヒト」とは科学の本で類人猿が次第に進化していき最終的に「ヒト」になる様子を描いた図のあの「ヒト」だった。そのヒトが少年の喋り方で「ここからは出られない」と何度も繰り返していた。その時スケアリーの後方からモオルダアが大声で彼女を呼ぶ声がして、ギョッとして少年にかけていた手を放した。



　モオルダアは車が止まった後しばらくは「ヤバイよ…」と思っていたのだが、スケアリーが車から飛び出していったのにつられて、彼も車から降りた。降りた時にはすでにスケアリーが少年のところにかがみ込んでなにやら話しかけていたのが見えたのだが、その時モオルダアは自分の背後にある山の麓の方に妙な気配を感じて思わず振り返ってみた。

「…ぁぁぁ…」

モオルダアの背後にはガードレール越しに彼らの目指していたふもとの集落が少し下った先にあった。そして、その集落の上空には巨大な円盤が音もなく浮かんでいたのだった。それは山の上の方にいるモオルダアの目線と同じくらいの高さに不気味に浮かんでいた。どのくらい巨大かを解りやすく例えるのなら「東京ドーム一個分」である。

「…ぁぁぁ…」

モオルダアは「これはどこかで見たことがあるぞ」と思いながらも口から出てくるのは絞り出すような「…ぁぁぁ…」だけだった。巨大な円盤はその周囲に並んだ小さな光を点滅させながら次第に彼らの方から遠ざかろうとしていた。これはなんとしてもスケアリーに見せなくてはならない。振り向くとスケアリーはまだ少年の横にいてこちらにはまったく気付いてないようだった。驚きと興奮のあまりスケアリーを呼ぶ声がなかなか出せないモオルダアだったが、最後に大きく息を吸ってから彼女の名前を呼ぶと、それはモオルダアも予期しなかったほど大きな声で、呼ばれたスケアリーだけでなく、呼んだ自分さえも驚いてしまった。



「なんなんですの？」

多少青ざめた感じのスケアリーがモオルダアの方へ振り向いた。

「あれ見てよ！あれ、あれ！」

モオルダアはスケアリーの方を見たまま手を上に挙げて指でうしろの上空をさしていた。

「だからなんなんですの？アレじゃなんにも解りませんわよ。それにこっちはそれどころではないんですから。このヒトを車に乗せるのを手伝ってくれませんこと！」

スケアリーは立ち上がってモオルダアの方へと近づいてきた。モオルダアはどうしてスケアリーにあの円盤が見えないのか不思議だったので、もう一度振り返って集落の上空を見てみたが、そこには雲がかかって真っ暗な空があるだけだった。

「あれ？…そんな」

「あなた、こんな時にふざけてるんじゃないでしょうねえ？一体、何があるっていうんですの？」

「ボクは見たんだよ。あそこにあの…アレが…」

「どうでもいいですわよ。それよりもこっちに来て手伝うんですのよ！」

そう言ってスケアリーはモオルダアの腕を掴んで引っぱって行こうと思ったのだがその前に、少し不安になったので、モオルダアの顔を見てみることにした。スケアリーはじっくりと観察するようにモオルダアの顔を見つめたが、それはやはりモオルダアの顔だった。

「どうしたの？」

「なんでもないですわ。ヒトはパニックになるとおかしな物を見てしまうのかも知れませんわね。とにかく少年を病院に運びますから、車に乗せるのを手伝うんですのよ」

「…と言っても、少年はどこに行ったんだ？」

モオルダアに言われてスケアリーが驚いて振り返ると、さっきまで少年のいた場所には誰もいなかった。

「どういうことですの？」

スケアリーは車の前まで小走りに走っていくとあたりを見回して少年を捜した。

「とても歩けるような状態とは思えませんでしたのよ！それに自転車も。タイヤが折れ曲がって壊れていたのに…」

独り言のように言いながらスケアリーが道の先を見ると、そこには暗い山道が延々と続いているように思われた。
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		　スケアリーは自分の前と後ろに続く道を交互に見渡して、少年があの状態で、しかも壊れた自転車を抱えてここから見えない場所まで行くことは不可能だと判断した。そして木々が生い茂る森の中へと少年を捜しに入っていった。それを見ていたモオルダアは「ちょっと！」と言ってスケアリーを追いかけようとしたのだが、先程までスケアリーのいた車の前まで来ると、そこに立ち止まってあたりを見回した。

　道には何も落ちていない。すぐ近くにはスケアリーの車が止まっている。モオルダアはなんとなく車のところに行ってバンパーやボンネットを手で撫で回してみた。そこには確かに車がある。それがなんなのか？という気もしたが、モオルダアはそれ以上考えないようにしながら森の中へ入っていったスケアリーの後を追った。

　追うといっても、一体どこに行けば良いのだろうか？道があるのならその道に沿って行けば良いのだが、ここには道がなく、どこを見回しても木だらけの山の中である。それでもモオルダアは「そこに行けばスケアリーがいる」と思える方へと進んでいった。

　それは思いもしなかったことなのか、思ったとおりなのか、モオルダアにも解らなかったが、しばらく森の中を進んでいくとスケアリーがあちこち見渡しながら歩いているのが見えてきた。

　モオルダアがスケアリーを呼び止めると、スケアリーは立ち止まって彼の方へと振り返った。

「スケアリー。ボクはここには誰もいないと思うんだよ」

「何をいっているんですの？あの少年は車にはねられたんですのよ。それに壊れた自転車も抱えているはずですわ。それなのにちょっと見ていない隙にあたくし達の前から消えるなんてことはあり得ないのですから、きっとこの辺りに隠れているに違いないのですわよ！」

「普通ならそうなんだけどね。ボクが思うに、あの少年はキミの車にはねられた時には、もうすでにいなくなっていたという気がするんだけどね」

スケアリーはモオルダアの言うことを聞いて、先程の「少年が少年に見えない不思議な感覚」を思い出して少しゾッとしていた。あれが「旅の宿」の少年でなかったら一体何者なのだろうか？スケアリーも車から降りて倒れている少年に近づいて行った時にそれが「旅の宿」のあの少年であると思っていたのだが、いつしかその少年は誰だか解らないヒトの顔になっていたのだ。

「それはどういうことですの？まさか車にぶつかった衝撃であの少年が違う人と入れ替わったとか、そんなことを言うんじゃないでしょうね？」

「いや、そうじゃなくてね。車にぶつかった時点で、そこには誰も存在しなくなったんだよ。ボクらが見ていたのは、ボクらの記憶というか、意識が『そこにあるべきもの』を見ていただけだと思うんだ」

スケアリーはモオルダアの言いたいことが解らずにしばらく彼の顔を見つめたまま考えていたが、それでもまだ解らずにさらに考えたが、それでも解らなかった。

「もっと解りやすく説明してくださるかしら？」

モオルダアは解りやすく説明するのはさほど困難ではないとも思っていたのだが、それは別の意味では困難であるかも知れないと思っていた。

「あの少年はここから出たくないだけだったんだよ。そして、ボクらにもここにいて欲しいと思ってたんだと思うけど。そうすることによって、彼が今直面している危機をボクらに伝えたかったんだと思うんだよね。誰かに誘拐されているとか、或いはあの『旅の宿』で誰かに監禁されているのかも知れないし。でも、キミが強引にここから出ていこうとするから、彼は車の前を自転車で走ってなんとかしようとしたんじゃないかな」

そう言ったものの、モオルダアの予想どおりスケアリーはまったく何のことか理解できていないようだった。スケアリーは反論しようにも何を言ったら良いのか解らないまま口を半分開けたままモオルダアを見つめていた。

「つまり、こういうことだよ。このワケの解らない展開といい、所々で時間が飛んでいるような感覚といい、つまり、アレなんだよ。これは夢なんだよ。ボクらは今…」

モオルダアがそこまで言ったところでスケアリは突然モオルダアの頬をつねってねじり上げた。

「イタイ、イタイ、イタイ…」

「痛いでございましょ？あなたはこれが夢だなんておっしゃるのかも知れませんが、痛いでございましょ？ここまで話を長引かせておいて、これが夢だなんてどうかしていますわよ！それに作者様は夢オチは封印しているんですからね！」

スケアリーは吐き捨てるように言ってからモオルダアの頬から手を放した。

「普通、そういうことを確認する時は自分の頬をつねるんじゃないのか？」

そう言いながらモオルダアはスケアリーにつねられた頬をさすっていた。

「でもこれが夢じゃなくて何だって言うんだ？」

「それは…。きっとあたくし達を罠にはめようとしている誰かの陰謀に違いありませんわ！あたくし達に不思議な体験をさせて、それをあたくし達が報告すれば、誰もがあたくし達の精神状態を疑うでございましょ？それで、あたくし達を破滅に追い込もうとしているんですのよ。そうでなかったら、ここはきっとトワイライトゾーンに出てくるような不思議な場所ですわ！」

スケアリーはモオルダアを睨みつけながら言ったのだが、話している途中からモオルダアの目つきがだんだん怪しくなっていることに気付いた。

「ちょいと、モオルダア。どうしましたの？」

「…ああ、だめだ。さっき夢って自分で言ったから…。やっぱり夢って、これが夢だと気付くとダメなんだよ。キミがものすごい美女に見えてきたよ。キミは美しいよ」

モオルダアはトロッとした瞳でスケアリーを見つめた。

「…ちょいと、そんなことは前から解りきったことでは…」

「そうじゃなくてね。ボクはこれが夢だと気付いてしまったから…、だからボクのパートナーが凄い美人だという設定になったにもかかわらず目覚めなければいけなくなりそうなんだよ。どうして夢だということに気付くといつもこうやって…」

「ちょいと、モオルダア！何を言っているんですの？モオルダア!?」

スケアリーは目の前にいるモオルダアに話しかけているつもりだったのだが、いつの間にかそこには誰もいなくなっていた。あたりはシンと静まりかえった山の中である。

「ちょいと！」

そう言って、スケアリーは慌ててあたりを見回した。そこには「旅の宿」も先程まで彼女が車で走っていた道もどこにもないと思われるほど、暗くうっそうとした木々が生い茂った森が広がっているように思えた。



　ちょいと、これは一体どういうことなんですの？ここはどこなんですの？まさか、これって…。そうですわ！きっとそうに違いありませんわ！あたくしがあの国道を曲がった時からおかしくなっているんですわ。あの時、あの道を曲がっていなければ良かったんですのよ！でも曲がってしまったから、あたくしはどこかヘンな世界に迷い込んでしまったのね。そうに違いありませんわ！ここには始めから誰もいなかったんですのよ！モオルダアもあの少年も。みんなあたくしの意識の中にあるものでしかなかったに違いありませんわ！でも、そんな人達もいなくなってしまいましたわね。フフフフッ！あたくしどうしたのかしら？何で笑ったりするのかしら？あたくしはこの世界に独りぼっち。死ぬまでずっと独りぼっち。いいえ、もしかしたら死ぬこともないのかも知れませんわね。あたくしはきっとこの森の中で永遠に独りぼっちなのですわね。ウフフフフッ！何で笑うのかしら？フフフッ！どうしておかしいんですの？ウフフッ！



　スケアリーは泣き出そうか、助けを求めて叫ぼうか、それとも半狂乱で走り回ろうかと考えていた。これはどう考えてもおかしな話なのだが、自分は今そのどう考えてもおかしな話の中いる。それはどう考えてもおかしな話だ。

「ちょいと！誰かいませんの？誰かー！」

スケアリーは恐怖に耐えられなくなって大声で叫んでみた。それは静まりかえる暗い森に吸い込まれコダマすら返ってこなかった。スケアリーは「ちょいと…」力無くつぶやいて肩を落とした。本当に自分が誰もいないヘンな世界に迷い込んでしまったと思って絶望の淵に立っていたスケアリーだったが、「スケアリーさん！」と彼女の背後で彼女を呼ぶ声を聞くと、目を輝かせて振り返った。

　振り向くと、そこにいたのは憧れの人、ニコラス刑事だった。

「まあ、ニコラス刑事様！こんな所で何をしていらっしゃるの？」

「スケアリーさん！私はあなたのことを捜してずっと…、スケアリーさん！…スケアリーさん！」

スケアリーの前に現れたニコラス刑事はスケアリーの肩に両手を伸ばしてきた。

「スケアリー…、スケアリー！」

ニコラス刑事はスケアリーの両肩に手をのせて彼女の名前を呼び続けている。

「ちょっと、ニコラス刑事様、いけませんわ！久々に再開したというのに、いきなりそんな…」

そう言いながらスケアリーは目を閉じて軽くすぼめた唇を少し突き出すとニコラス刑事の方へ向けた。情熱キッスを待ちわびていたスケアリーだったが、ニコラス刑事は相変わらず彼女の名前を呼び続けるだけだった。そして、肩に乗せた両手を前後に揺さぶり始めた。

「スケアリー！ねえ、ちょっと！スケアリー！」

それは明らかにニコラス刑事の声ではない、いつもよく聞いている声に違いなかった。それに気付いてハッとした瞬間、彼女の目の前には妙に眩しい世界が一気に広がっていった。

		
			13  （また？）山の中
		

		　マジかよ、ホントに夢オチかよ！とか思ってはいけない。まだもう少し先があるのだから。



　目を開けたスケアリーはニコラス刑事がいるはずの目の前にモオルダアの姿を見て悲鳴をあげそうになったのだが、何とかこらえた。そして、口の端から流れ出そうになっているヨダレをモオルダアに気付かれないように指先で拭いていた。あたりを見回すと、そこは国道から脇にそれた山道の途中だった。

「あら、あたくしどうしたのかしら？…そうですわ、この道に入ってきてあなたが寝始めたのに気付くと、あたくしも眠くなってしまって、それで路肩に駐車して一眠りしていたんでしたわ。失礼いたしましたわね。もう目が覚めましたから、早く現場へ向かわないといけませんわね」

ホントに目が覚めたのかどうか怪しかったが、スケアリーの目はまだ半分閉じられたままだった。モオルダアはそんなところはどうでもイイという感じだった。モオルダアがスケアリーを無理に起こしたのにはそれなりの理由があったのだ。

「そんなことよりもスケアリー。アレを見てよ」

モオルダアはそう言いながら前方を指さした。スケアリーはその光景をどこかで見たような気がして嫌な予感がしたが、モオルダアの指さしているアレを見て身震いせずにはいられなかった。

　モオルダアの指さした先には「旅の宿 この先五〇〇メートル」と書かれた看板が立っていたのだ。

「モオルダア！これは一体…」

「面白いよねえ。キミもあの看板には見覚えがあるでしょ。というより何度も見ているよね。やっぱりボクらは同じ…」

「そんなことより、あの少年が心配じゃありませんこと？」

スケアリーは車のエンジンをかけて「旅の宿」の方へと向かった。

「何でそんなに急ぐんだ？」

「何で、って。あなたが言っていらしたでしょ。あの少年が危険な目に合っているかも知れないって」

「ああ、そうか」

モオルダアは二人が同じ夢を見ていたかも知れないことに盛り上がっていたので少年のことなどほとんど忘れていた。もしもあの少年が存在するのなら、あの少年はモオルダアとスケアリーに何かを訴えようとしていたのだ。しかし、モオルダアにはそれとは別の嫌な考えもあった。

　もしかするとあの少年はモオルダアの無意識が具体化された姿だとしたら。雑誌のイヤラシイ記事を読んでいたり、スケアリーの部屋を覗いてみたり、それからスケアリーを恐れて逃げ出したり。それだと凄く惨めな感じがするのだが、スケアリーはその辺にはまだ気付いていないようなので、モオルダアは真剣な表情で車を運転している彼女と同じように、引き締まった表情を作って少年を心配しているようなフリをしてみた。



　車は夢で見たのとほとんど同じ感じで「旅の宿 入り口」と書かれた看板のところまでやってきた。そして、夢と同じように「旅の宿」までは舗装されていない私道を通るようになっていた。夢と違うのは、その道が木々に太陽の光を遮られていても、その間から漏れる光が強くそれほど暗くないということだった。

　この私道に入るまで、あまりにも夢とそっくりな光景が繰り返されていたためにスケアリーはずっと緊張した感じだったのだが、この私道ののどかな雰囲気に少しだけ気を緩めることが出来たようだった。

「ねえモオルダア。あたくし思うんですけれど、あの少年ってホントにいるのかしら？あたくし、あの少年がしていたことを考えると、何だかあなたの…」

「そうかも知れないけどね。でも、あの少年がいなければ、どうやってここまでの道のりを夢の中で再現できるんだ？」

モオルダアが怒っているような悲しんでいるような不思議な感じで答えたので、スケアリーはこのことについては聞くのはやめることにした。しかし、あの少年がモオルダアだったとしたら、と考えるとどうしても笑ってしまいそうになるのをこらえなければならなかった。



　車は私道を抜けて「旅の宿」の前までやってきた。目の前にある建物は夢で見たものとほとんど同じだったが、そこにはどこか決定的な違いがあるように感じられた。空気が動いているというのか、時間が流れているというのか、良く解らない感じだが、とにかくここは夢の中とは違う現実の世界であることがハッキリと解った。

「どうします？ホントにあの少年がいて、あたくし達に助けを求めていると思います？」

スケアリーにはここで少年が誘拐されたり監禁されたりしているとは思えなかった。傾きかけた太陽に柔らかく照らされるこの「旅の宿」が廃墟のような建物ならまだしも、ここは見る限りいたって普通の旅館である。何か恐ろしいことが行われているような気配は少しも感じられなかった。

「まあ、挨拶ぐらいしていったら良いんじゃないか？もしも少年がいたらきっとボクらのことだって解ると思うし」

モオルダアもなんとなく緊張感のない返事だった。しかし、その時だった。「旅の宿」の入り口の方から聞き覚えのある声が聞こえてきた。それは声というよりも悲鳴に近いものだったが。

「嫌だ！やめろ！行くもんか！ヤダー！誰か！助けて！」

これを聞くとモオルダアとスケアリーはゆるみきっていた緊張感を一気に高めてお互いに目を合わせた。

「ちょいと、モオルダア！」

モオルダアが黙って頷くと、二人はすぐに車を降りて「旅の宿」の入り口の方へと向かった。モオルダアの手にはモデルガンが。スケアリーの手には本物の銃も握られていた。

　入り口からはずっと少年がわめいているのが聞こえていた。そして、それに合わせて何かから逃れようと必死にもがいて足をばたつかせるような音も聞こえてくる。少年は入り口のすぐ内側にいるようだった。モオルダアとスケアリーは走って入り口の前まで行くと銃（とモデルガン）を中に向けて構えた。

「エフ・ビー・エルですのよ！今すぐにその子を放しなさい！」

スケアリーが言うと、それまで慌ただしい感じだった入り口付近は一気に静まりかえった。そこには夢で見たのと同じ少年がいた。そしてその腕を中年の女性が掴んでいた。

「何ですか、あなた達は!?」

女性は予想外の出来事に驚いていたようだった。

「我々はエフ・ビー・エルの優秀な捜査官だ！すぐにその子を放すんだ」

モオルダアが言うと女性は唖然とした感じで掴んでいた少年の手を放した。すると少年は走ってモオルダアとスケアリーの立っている後ろまで逃げてきた。

「やっぱり来てくれたんだ！」

少年は涙ぐみながら二人の後ろでつぶやいていた。二人はまだ銃（とモデルガン）を女性に向けたまま構えていた。

「一体ここで何が起きているのか、説明してくださるかしら？」

スケアリーに聞かれた女性はまだ状況を理解できない感じだったが、それでも何とか落ち着きを取り戻すと逆に聞き返してきた。

「あなた達はいったい何なんですか？私が自分の息子を叱ったからって、それが何か罪になるんですか？」

それを聞いたモオルダアは振り向いて少年の方を見た。少年はビクッとしてモオルダアから目をそらした。それを見てモオルダアは構えていたモデルガンを下に向けた。スケアリーもなんとなく様子が変なのでモオルダアにならって銃を降ろした。

「あの…、あたくし達もしかすると何かを勘違いしていたのかも知れませんが、もしよろしかったら、どうしてあなたの息子さんがあんなに泣き叫んでいたのか聞かせてもらえないかしら？」

二人が銃（とモデルガン）をしまったので、一安心した女性はホッとした様子で話し始めた。

「その子はねえ、普段は良い子なんですよ。でも中学校でプールの授業が始まると学校に行かなくなってしまうんですよ。プールに入ると目が痛いとか鼻にしみるとか、ヘンな理由を付けて学校をサボるもんだから、出席日数とかで卒業できないなんてことになったら、それは大変ですから。それで先生に相談したら、プール開きの前に特別に特訓してくれるって言うのよ。だから無理にでも連れて行こうとしてたんですけど。…まさか、それで児童虐待なんてことになるんじゃないでしょうね？」

モオルダアとスケアリーはあきれた感じで目を合わせてから、ほぼ同時に少年の方に目を向けた。少年は怯えた感じで二人を交互に見つめていた。（どうでも良いことだが、この少年は中学生だったので、始めの方でモオルダアのやったプロファイリングは間違いである。）

「大丈夫ですよ、お母さん。やっぱりボクらは勘違いをしていたみたいです」

モオルダアが言うと、後ろにいた少年がまたわめきだした。

「ウソつけ！おじさんもおばさんもプールが嫌いだってことは解ってるんだ！だからボクを助けてくれると思ったのに！どうしてそんなことを言うんだよ！」

それを聞いたスケアリーが見る見るうちに不機嫌な顔になっていくのがモオルダアには解った。スケアリーは「おばさん」と言われたことに腹を立てたのではない。プールに行きたくないがためにヘンな夢に付き合わされたことに腹が立っているようだった。スケアリーはさっと振り返ると少年の腕を掴んだ。

「あなたは一体何を考えているんですの？あなたがプールに行きたくないってだけで、あたくし達があなたを助けると思っていらっしゃるの？」

横でスケアリーを見ていたモオルダアは自分が怒られているわけでもないのに、謝りたくなるほどスケアリーの表情は怒りに満ちていた。

「あなたのおっしゃったとおり、あたくしも昔はプールが苦手でしたのよ！でも、あたくしは頑張ってそれを克服してちゃんと泳げるようになったんですのよ！それなのに、あなたはなんだって言うの？目が痛いですの？鼻がしみるですの？男のくせに良くそんなことが言えますわね。この先にもっと辛いことは沢山あるんですのよ！そんなことではいけませんわ！あたくしがあなたをプールに連れて行きますわ！良いでございましょう？お母様」

そう言うと、スケアリーは少年を車のところまで引きずっていった。

「ヤダ！やめて！助けて、おじさん！助けてー！」

少年はモオルダアに助けを求めていたが、あんなに恐ろしいスケアリーを止めることは無理なのは解っていたので、そのまま黙って連れて行かれる少年を見つめていた。

「あの…あの子大丈夫でしょうか？」

少年の母親もスケアリーの凄い剣幕に驚いているようだった。

「エンソケイ星人に連れて行かれてしまったなあ…」

モオルダアはなんとなく子供時代のプールが苦手だった頃のことを思い出していた。彼の経験によれば、あんなふうに強制されなくても、そのうちプール嫌いは治るものだとは思っていたが。

「まあ、大丈夫だと思いますよ。プールはふもとの集落にあるんでしょ？」

「はあ…、まあそうですが」

なんとなく釈然としない母親をよそに、スケアリーと少年を乗せた車は砂煙を巻き上げて私道の方へと走り去っていった。モオルダアと母親は車が見えなくなるまでボンヤリと私道の方を眺めていたが、モオルダアがふとあることを思いだして母親に聞いた。

「そう言えば、このむこうの山の中に小さな洞穴みたいなのがありますか？」

「洞穴ですか？…ああ、そう言えば道具置き場にしていた洞穴がありますけどね。今では裏庭の倉庫を使っていますが、昔はあの洞穴にナタだとかノコギリだとか、そう言ったものをしまっていましたねえ。どうして、そんなことを知っているんですか？」

「いや、まあ。なんとなくそんな気がしたんで。それで、その洞穴ですが、見てきても良いですか？」

「良いですけど。場所はあの私道の脇の…」

「道ならだいたい解ります」

「はあ…」

モオルダア達がやってきたおかげで、この母親までもヘンな話しに巻き込まれてしまった感じである。

		
			14 （また？）旅の宿
		

		　モオルダアは夢で見たのと同じように「旅の宿」の前から私道とは別の森の中へと続く荒れ果てた道を歩いていった。モオルダアが思っていたほどの悪路ではないのは、まだ明るく足下がよく見えるからなのだろうか。時々道に張り出している背の低い木の枝をよけたりしなければならなかったのだが、森の中の散歩道という感じでさほどの苦労もなく先に進めた。

　そして、しばらく進むとモオルダアの前方に夢と同じように洞穴が現れた。それはおそらく半分以上は人の手で掘られたもののようで、洞穴というよりはトンネルのように思えた。夢と違うのは、その穴の入り口に木製の扉が付けられていたことだった。おそらく、ここは始めから物置として使うために人工的に掘られた穴に違いない。

　扉は壊れかけてほとんど扉としての役割は果たしていないようだったが、近くに来るとこの物置代わりの洞穴の扉が最近になっても誰かによって開けられていることが解った。傾いた扉が地面を削った跡が残っていたのだ。モオルダアが扉に手をかけてそれを開けると、地面についた跡をなぞるようにして扉がひらいた。

　それにしても、モオルダアはここへ何をしに来たのだろうか？まさか大量の手や、首なし死体や、カッパのミイラがあるとでも思っているのだろうか？

　モオルダアがそんなことを期待しているとしても、ここへ入った瞬間にそれが虚しい期待だということに気付くだろう。この洞穴は夢の中で見た時ほど深くなく、入るとすぐに奥の岩盤に突き当たるほど狭いものだったのだ。

　それでも、モオルダアはここに置きっぱなしになっている使い物にならない古い道具などを見回してから、その中に木箱を見付けるとそれを開けてみた。すると、その中には最近になって入れられたと思われる男性向けの雑誌が何冊か入っていた。

「なんだ。そういうことだったのか」

モオルダアは意外だったかどうか良く解らないこの洞穴の秘密を目にしてつまらなそうにつぶやいていてから、何も見なかったことにして木箱のフタを閉じた。

		
			15  モオルダアの報告書
		

		　というか、本来の目的地にはたどり着いてないのに報告書もなにもない！という感じなのだが、あの「旅の宿」の騒動のあとに本来の目的地に辿り着いたモオルダアとスケアリーは「もうすでに事件が解決していて彼らにはやることがもうない」と伝えられると、そのまま帰って来てしまったのである。

		　しかし、一日外にいたのなら何らかの報告書を提出しろ！というスキヤナー副長官の命令でモオルダアの報告書が書かれるのである。スケアリーはあれからずっと機嫌が悪いので書いてくれそうにない。


	
		「旅の宿」の出来事、報告書（要約）
	

	　人の意識は同じ夢の中に存在することが可能なのだろうか？夢の中では日常の不安や期待や、或いは普段は気に留めないような無意識の事象が作用しあって、その夢を複雑怪奇なものにすることもある。しかし、我々があの場所で見た共通の夢にはどこかに核となるものが存在していたように思われるのだ。

　本人の意識とは無関係に意味のある夢というのが本当にあるのかどうかは定かではないが、「虫の知らせ」という例もある。長い間会っていなかった親類や知人が突然夢の中に現れる。そして、その翌朝にその人の訃報が届けられるということはよくある話だ。

　人の意識が何か未知の力を使って他の人の夢に影響を与えることが出来るのであれば、もしかするとあの少年は自分でも気付かずにそうした力を利用していたのかも知れない。それとも、少年の恐怖感が最高潮に達した時に人間の未知の力が発揮されたとも考えられる。或いはあの場所にいた三人に共通していた事柄である「プール嫌い」が我々を無意識の中で結びつけていたのだろうか。

　とにかく、少年の救いを求める気持ちは我々に届いたことは確かである。残念ながら彼が救いを求めたうちの一人であるスケアリーによって少年にとっては最悪の結末が訪れたのだが。しかし、彼はスケアリーという「プール嫌い」などとは比較にもならないほどの恐怖を体験したのだから、これからはプールの塩素などは気にしなくなるに違いない。少年が救いを求めて、少年が望んだのとは違う形でスケアリーが少年を救ったと思えばこれはこれでいい話に違いないのだ。

　人は夢を見る。犬も夢を見る。猫は…、よく知らないが多分夢を見る。夢というのはこの地球上に生きている生物に共通の意識なのかも知れない。元をたどれば我々はみな単純な生物から枝分かれして進化してきたのだから、意識の奥深いところには同じものを持っていてもおかしくないのだ。



　こんな感じの報告書を提出したモオルダアだったが、しばらくしてからスキヤナー副長官に呼び出されて「なんだこれは？」と聞かれると「それは…、それですけど」としか言い返せなかった。
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